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三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

二
七　
（
二
七

　

二
〇
二
一
年
に
三
田
史
学
会
の
『
史
学
』
は
創
刊
一
〇
〇
周
年

を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
三
田
史
学
会
は
節
目
と
な
る
年
に
は
過
去

を
振
り
返
る
と
同
時
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
き（
た

）
1

。

本
稿
は
『
史
学
』
創
刊
一
〇
〇
年
記
念
と
し
て
、
慶
應
義
塾
に
お

い
て
「
歴
史
学
」
が
ど
の
よ
う
に
研
究
・
教
育
さ
れ
、「
史
学

科
」
と
、
三
田
史
学
会
お
よ
び
『
史
学
』
が
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で

き
た
か
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す（
る

）
2

。
そ
の
た
め
に
は
、
た

い
へ
ん
迂
遠
で
は
あ
る
が
、
福
沢
諭
吉
（
一
八
三
五
―
一
九
〇

一
）
と
最
初
期
の
慶
應
義
塾
に
お
け
る
「
歴
史
学
」
の
位
置
づ
け
、

慶
應
義
塾
の
大
学
と
し
て
の
改
革
、
日
本
に
お
け
る
「
歴
史
学
」

の
刷
新
に
つ
い
て
も
概
略
的
に
触
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
戦
前
期
を
中
心
に
「
史
学
科
」
と
三
田
史

学
会
と
『
史
学
』
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
（
な
お
本
稿
は
、

以
下
に
お
い
て
敬
称
を
す
べ
て
省
く
）。

Ⅰ　

福
沢
諭
吉
と
最
初
期
の
慶
應
義
塾
に
お
け
る 

「
歴
史
学
」
の
位
置
づ
け

　

最
初
期
の
慶
應
義
塾
に
お
け
る
「
歴
史
学
」
の
位
置
づ
け
を
論

じ
る
に
は
、
や
は
り
福
澤
諭
吉
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
本

稿
は
歴
史
学
に
関
わ
る
も
の
に
絞
っ
て
、
福
澤
の
考
え
と
著
作
に

つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
文
明
開
化
の
先
導
者
と
し
て
の
福
澤
諭
吉
と
慶
應
義
塾

の
創
立

　

福
澤
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
大
坂
の
適
塾
で
蘭
学
を
学
ん
で
い

た
が
、
中
津
藩
の
命
を
受
け
て
藩
邸
で
蘭
学
を
講
ず
る
た
め
に
江

三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

─
戦
前
期
を
中
心
と
し
て
─

二
〇
二
一
年
度
三
田
史
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
史
学
』
一
〇
〇
年
の
総
括
と
展
望
」

神

崎

忠

昭



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

二
八　
（

戸
に
下
っ（
た

）
3

。
し
か
し
居
留
地
横
浜
で
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
意
思
が

通
じ
な
い
こ
と
を
実
感
し
、
英
学
に
転
じ（
た

）
4

。
思
う
よ
う
に
学
べ

な
い
苦
労
の
中
で
、
福
澤
は
「
万
延
元
年
遣
米
使
節
」
の
た
め
の

咸
臨
丸
の
司
令
官
木
村
摂
津
守
喜
毅
（
一
八
三
〇
―
一
九
〇
一
）

の
「
従
僕
」
と
し
て
一
八
六
〇
（
安
政
七
）
年
一
月
か
ら
同
（
万

延
元
）
年
五（
月

）
5

に
渡
米
し
た
。
帰
国
後
、
福
澤
は
「
翻
訳
方
」
と

し
て
幕
府
に
取
り
立
て
ら
れ
、
一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
一
二
月

か
ら
六
二
（
文
久
二
）
年
一
二
月
に
は
「
文
久
遣
欧
使
節
」
の
一

員
と
し
て
渡
欧
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
さ
ま
ざ
ま
な
見
聞
を
得
た
。

さ
ら
に
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
一
月
か
ら
六
月
に
ア
メ
リ
カ
に

注
文
し
た
軍
艦
を
受
け
取
る
使
節
団
の
一
員
と
し
て
再
び
渡
米
を

果
た
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
知
見
を
福
澤
は
す
ぐ
に
活
か
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
の
帰
国
直
後
の
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
『
西
洋
事
情
』「
初

編
」
を
出
版
し
た
。
そ
の
内
容
は
政
治
や
、
蒸
気
機
関
・
電
信
機
、

ガ
ス
灯
な
ど
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
収
税
法
、
国
債
、
紙
幣
な
ど

の
経
済
面
、
学
校
、
新
聞
、
図
書
館
な
ど
の
文
化
面
、
さ
ら
に
病

院
、
養
老
院
な
ど
、
福
祉
面
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
福
澤
は
す
で

に
「
窮
理
、
地
理
、
兵
法
、
航
海
術
等
の
諸
學
、
日
に
闢
け
月
に

明
に
」
な
っ
て
い
る
が
、
西
洋
の
「
政
治
風
俗
如
何
を
詳
に
」
し

な
け
れ
ば
「
啻
に
實
用
に
益
な
き
の
み
な
ら
ず
、
却
て
害
を
招
ん

も
亦
計
る
べ
か
ら（
ず

）
6

」
と
指
摘
し
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
理
解
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
「
事
業
」
を
取
り
上
げ
た
。
西
洋
の
技
術
や
事

件
・
人
物
に
つ
い
て
は
、
江
戸
後
期
か
ら
多
く
の
情
報
が
伝
え
ら

れ
て
い
た
が
、
福
澤
が
『
西
洋
事
情
』
で
論
じ
た
よ
う
な
面
に
つ

い
て
論
及
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。『
西
洋
事
情
』
で
注
目

さ
れ
た
事
業
に
は
福
澤
が
後
年
に
手
掛
け
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ

る
が
、
そ
れ
だ
け
強
く
彼
の
印
象
に
刻
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼

は
こ
れ
ら
の
未
知
の
概
念
を
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に
英
書
に
も

あ
た
っ
て
調
べ
、
平
易
な
言
葉
で
解
説
し
た
。『
西
洋
事
情
』
は

大
好
評
を
博
し
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
に
「
外
編
」
三
冊
が
、

一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
に
「
二
編
」
四
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

福
澤
は
さ
ら
に
次
々
と
西
洋
を
紹
介
す
る
著
作
を
世
に
問
い
、

一
八
六
六
（
慶
應
三
）
年
に
は
『
西
洋
旅
案
内
』
を
著
し
た
が
、
本

書
で
は
為
替
や
保
険
に
つ
い
て
日
本
で
初
め
て
言
及
さ
れ
て
い（
る

）
7

。

一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
に
は
『
訓
蒙
窮
理
圖（
解

）
8

』
と
い
う
科
学

啓
蒙
書
を
刊
行
し
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
は
世
界
地
理
の

入
門
書
『
世
界
國
盡
』
を
刊
行
し
た
が
、
こ
れ
は
二
段
に
分
け
ら

れ
、
下
段
に
本
文
を
置
い
て
上
段
に
七
五
調
で
よ
り
詳
し
い
説
明

を
付
し
、
多
く
の
図
版
が
添
え
ら
れ
て
い（
る

）
9

。
福
澤
が
読
者
の
欲

求
を
的
確
に
捉
え
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
考
案
し
た
こ

と
が
よ
く
分
か
る
。

二
八



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

二
九　
（
二
九

　

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
か
ら
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
か

け
て
福
澤
は
『
學
問
の
す
ゝ
め
』
計
一
七
編
を
順
次
世
に
問
う
た
。

「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
と
云
え

り
」
と
い
う
有
名
な
冒
頭
に
続
い
て
、
彼
は
「
人
は
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
貴
賤
貧
富
の
別
な
し
。
唯
學
問
を
勤
め
て
物
事
を
よ
く

知
る
者
は
貴
人
と
な
り
富
人
と
な
り
、
無
學
な
る
者
は
貧
人
と
な

り
下
人
と
な
る
な
り
」
と
断
言
し
、「
い
ろ
は
四
十
七
文
字
を
習

ひ
、
手
紙
の
文
言
、
帳
合
の
仕（
方

）
10

、
算
盤
の
稽
古
、
天
秤
の
取

扱
」
か
ら
始
ま
り
、
地
理
学
、
究
理
学
、
歴
史
、
経
済
学
、
修
身

学
を
学
ぶ
よ
う
「
す
ゝ
め
」、「
是
等
の
學
問
を
す
る
に
、
何
れ
も

西
洋
の
翻
訳
書
を
取
調
べ
、
大
抵
の
事
は
日
本
の
假
名
に
て
用
を

便
じ
、
或
は
年
少
に
し
て
文
才
あ
る
者
へ
は
横
文
字
を
も
讀
ま
せ
、

一
科
一
學
も
實
事
を
押
へ
、
其
事
に
就
き
其
物
に
從
ひ
、
近
く
物

事
の
道
理
を
求
て
今
日
の
用
を
達
す
べ
き
な
り
」
と
説（
く

）
11

。

　

こ
れ
は
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」（
一
八
六
八
年
）
の
「
第
五
条　

智
識
ヲ
世
界
ニ
求
メ
大
ニ
皇
基
ヲ
振
起
ス
べ（
シ

）
12

」
の
大
号
令
と
も

一
致
し
、
や
は
り
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
中
村
正
直
（
一
八

三
二
―
一
八
九
一
）
翻
訳
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
『
西
國

立
志（
編

）
13

』（
一
八
七
〇
年
）
の
主
張
と
も
重
な
る
も
の
で
、
こ
の

時
代
の
精
神
と
強
く
共
鳴
し
た
。
平
易
で
魅
力
的
な
言
葉
で
書
か

れ
た
こ
れ
ら
の
著
作
は
大
人
気
を
博
し
、
特
に
『
學
問
の
す
ゝ

め
』
は
洛
陽
の
紙
価
を
高
め
、
海
賊
版
を
含
め
れ
ば
、
福
澤
自
身

も
「
其
發
賣
頗
ル
多
ク
毎
編
凡
ソ
二
十
萬
ト
ス
ル
モ
十
七
編
合
シ

テ
三
百
四
十
萬
册
ハ
國
中
ニ
流
布
シ
タ
ル
筈
ナ（
リ

）
14

」
と
言
う
ほ
ど

で
、
当
時
の
人
口
が
約
三
三
〇
〇
万（
人

）
15

と
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
空
前
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
福
澤
は
チ
ャ
ン
ス
を
逃

す
こ
と
な
く
時
代
の
最
先
端
を
積
極
的
に
突
き
進
み
、
こ
れ
ら
の

著
作
に
よ
っ
て
西
洋
の
「
新
知
識
」
を
伝
え
る
知
識
人
と
見
な
さ

れ
、
文
明
開
化
の
先
導
者
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
福
澤
は
中
津
藩
江
戸
藩
邸
内
に
一
八
五
八

（
安
政
五
）
年
私
塾
を
開
い
て
西
洋
の
学
問
を
講
じ
て
い
た
が
、

一
八
六
八
（
慶
應
三
）
年
四
月
こ
れ
を
芝
新
銭
座
に
移
転
し
て

「
慶
應
義
塾
」
と
改
称
し
、
そ
の
設
立
文
書
で
あ
る
「
慶
應
義
塾

之
記
」
に
よ
れ
ば
「
洋
学
塾
」
と
し
た
。「
今
爰
に
會
社
を
立
て

義
塾
を
創
め
、
同
志
諸
氏
相
共
に
講
究
切
磋
し
、
以
テ
洋
學
に
從

事
す
る
や
、
事
本
と
私
に
あ
ら
ず
、
廣
く
之
を
世
に
公
に
し
、
士

民
を
問
は
ず
苟
も
志
あ
る
も
の
を
し
て
來
學
せ
し
め
ん
こ
と
を
欲

す
る
な（
り

）
16

」
と
高
ら
か
に
唱
え
て
い
る
。
当
時
、
江
戸
／
東
京
に

洋
学
塾
は
一
〇
〇
を
超
え
て
存
在
し
た
が
、
慶
應
義
塾
は
中
村
正

直
の
同
人
社
や
近
藤
真
琴
（
一
八
三
一
―
八
六
）
の
攻
玉
社
と
な

ら
ん
で
東
都
三
塾
の
一
つ
と
し
て
名
声
を
博
し（
た

）
17

。
さ
ら
に
幕
府

が
設
置
し
た
開
成
所
が
維
新
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
る
と
、「
文
物



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

三
〇　
（
三
〇

暗
黑
の
世
」
に
あ
っ
て
慶
應
義
塾
は
東
京
随
一
の
教
育
機
関
と
し

て
多
く
の
俊
英
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
洋
学
者

一
〇
名
に
よ
っ
て
わ
が
国
最
初
の
学
術
結
社
で
あ
る
「
明
六
社
」

が
発
足
す
る
と
、
就
任
は
固
辞
し
た
も
の
の
、
福
澤
は
そ
の
会
長

に
推
挙
さ
れ（
た

）
18

。
さ
ら
に
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
に
は
現
在

の
日
本
学
士
院
の
前
身
で
あ
る
「
東
京
学
士
会
院
」
の
初
代
会
長

に
福
澤
は
就
任
し
た
。
明
六
社
に
は
慶
應
義
塾
の
第
一
期
生
で
塾

長
を
務
め
た
古
川
正
雄
（
一
八
三
七
―
一
八
七
七
）
を
は
じ
め
と

し
て
、
福
澤
の
右
腕
で
あ
る
小
幡
篤
次
郎
（
一
八
四
二
―
一
九
〇

五
）、
や
は
り
塾
長
を
務
め
た
藤
野
善
蔵
（
一
八
四
六
―
一
八
八

五
）
な
ど
多
く
の
福
澤
門
下
が
参
加
し
、
東
京
学
士
会
院
に
も
小

幡
篤
次
郎
や
慶
應
義
塾
付
属
診
療
所
主
任
を
務
め
る
杉
田
玄
端

（
一
八
一
八
―
一
八
八
九
）
が
選
ば
れ（
た

）
19

。
福
澤
の
み
な
ら
ず
慶

應
義
塾
も
当
時
の
最
高
水
準
の
教
育
機
関
と
認
め
ら
れ
、
一
八
七

三
（
明
治
六
）
年
か
ら
は
各
地
の
要
請
に
応
え
て
い
く
つ
も
分
校

が
設
立
さ
れ（
た

）
20

。
ま
た
慶
應
義
塾
は
英
学
教
師
の
供
給
源
と
な
り
、

各
地
の
学
校
に
約
六
〇
〇
人
の
教
員
を
派
遣
し
、
東
京
大
学
の
前

身
で
あ
る
開
成
学
校
や
東
京
師
範
学
校
な
ど
の
主
た
る
学
校
に
も

多
く
の
人
材
を
送
り
こ
ん
で
い（
る

）
21

。

（
２
）
歴
史
家
と
し
て
の
福
澤
諭
吉
の
特
質

　

福
澤
は
八
面
六
臂
の
大
活
躍
で
日
本
に
文
明
開
化
を
招
来
し
た

が
、
自
ら
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
「
一
身
に
し
て
二
生
を
経
る
が

如（
し

）
22

」
と
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
、
彼
の
生
涯
は
維
新
を

境
に
ち
ょ
う
ど
二
分
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
個
性
に
は
「
江
戸
」
と

「
明
治
」
の
二
面
性
が
あ
り
、
歴
史
家
と
し
て
の
特
質
に
も
そ
れ

が
表
れ
て
い
よ
う
。

　
『
西
洋
事
情
』
で
「
抑
々
各
國
の
政
治
風
俗
を
觀
る
に
は
そ
の

歴
史
を
読
む
に
若
く
も
の
な（
し

）
23

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
福
澤

は
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
を
重
視
し
た
。
実
際
、「
洋
学
塾
」
と
し
て

の
慶
應
義
塾
の
最
初
期
の
教
材
に
は
西
洋
の
歴
史
書
が
並
ん
で
い

る
。
た
と
え
ば
『
ク
ヱ
ケ
ン
ボ
ス
氏
合
衆
國
史
』『
パ
ル
レ
イ
氏

萬
國
歷
史
』
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い（
る

）
24

。
こ
れ
ら
の
影
響
は
単
に

知
識
を
得
る
と
い
う
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
歴
史
家
と

し
て
の
福
澤
諭
吉
の
代
表
作
は
『
文
明
論
之
概
略
』（
一
八
七
五

年
）
だ
が
、
こ
の
著
作
に
お
い
て
福
澤
は
そ
れ
ま
で
の
歴
史
の
方

法
を
批
判
し
て
「
都
べ
て
こ
れ
ま
で
日
本
に
行
は
る
ゝ
歷
史
は
、

唯
王
室
の
系
圖
を
詮
索
す
る
も
の
か
、
或
は
君
相
有
司
の
得
失
を

論
ず
る
も
の
か
、
或
は
戰
爭
勝
敗
の
話
を
記
し
て
講
釋
師
の
軍
談

に
類
す
る
も
の
か
、
大
抵
、
こ
れ
ら
の
箇
條
よ
り
外
な
ら
ず
。

（
中
略
）
亦
見
る
に
足
ら
ず
。
概
し
て
い
へ
ば
、
日
本
國
の
歷
史
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史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

三
一　
（
三
一

は
な
く
し
て
、
日
本
政
府
の
歷
史
あ
る
の
み
。
學
者
の
不
注
意
に

し
て
、
國
の
一
大
缺
典
と
い
ふ
べ（
し

）
25

」
と
述
べ
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ギ
ゾ
ー
（
一
七
八
七
―
一
八
七
四
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』（
一

八
二
八
年
初
版
、
一
八
四
六
年
英
訳
版
）
や
ヘ
ン
リ
・
バ
ッ
ク
ル

（
一
八
二
一
―
一
八
六
二
）『
イ
ギ
リ
ス
文
明
史
』（
第
一
巻
が
一

八
五
七
年
、
第
二
巻
が
一
八
六
一
年
に
刊（
行

）
26

）
の
影
響
を
受
け
て

古
今
東
西
の
文
明
の
発
達
を
概
観
し
た
。
そ
し
て
啓
蒙
主
義
的
な

図
式
を
用
い
て
「
文
明
」「
半
開
」「
野
蛮
」
の
三
段
階
を
設
定
し
、

「
文
明
」
の
段
階
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が

あ
り
、
日
本
は
「
半
開
」
の
段
階
に
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
英
国

の
植
民
地
と
な
っ
た
イ
ン
ド
を
「
殷
鑑
」
と
し
て
挙
げ
、「
英
人

が
東
印
度
の
地
方
を
支
配
す
る
に
其
處
置
の
無
情
殘
刻
な
る
實
に

云
ふ
に
忍
び
ざ
る
も
の
あ
り
」
と（
し

）
27

、
復
古
を
排
除
し
、
進
ん
だ

西
洋
文
明
を
摂
取
し
て
、
こ
れ
を
範
と
し
て
自
国
の
文
明
の
発
達

を
は
か
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
説
い（
た

）
28

。
そ
し
て
日
本
は
人
々

の
智
恵
と
徳
性
を
発
揮
さ
せ
て
、
旧
来
の
支
配
者
と
被
支
配
者
に

よ
る
分
断
を
解
消
し
、
活
発
な
経
済
活
動
を
行
っ
て
国
を
豊
か
に

し
て
自
国
の
独
立
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
の
著

作
は
我
が
国
の
多
く
の
人
々
の
歴
史
観
を
一
新
し
、
後
世
に
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
与
え（
た

）
29

。

　

こ
の
歴
史
へ
の
傾
き
は
、
だ
が
西
洋
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
突

然
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
や
は
り
彼
の
前
半
生
に
お
い
て
形
成

さ
れ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
彼
が
形
成
期
に
受
け

た
教
育
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
福
澤
は
福
澤
百
助

（
一
七
九
二
―
一
八
三
六
）
の
第
五
子
・
次
男
と
し
て
大
坂
で
生

ま
れ
た
。
百
助
は
中
津
藩
奥
平
家
家
中
の
十
三
石
二
人
扶
持
と
い

う
微
禄
で
回
米
方
と
し
て
大
坂
蔵
屋
敷
で
藩
の
借
財
を
扱
う
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
、「
伊
東
東
崖
先
生
が
大
信（
心

）
30

」
の
篤
学
の
士
で

あ
り
、
多
く
の
学
者
と
交
流
し
評
価
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
学
風
は
、

友
人
で
あ
っ
た
中
村
粟
園
の
悼
詞
に
よ
れ
ば
、「
單
に
詩
歌
文
章

の
浮
文
を
玩
ぶ
文
人
流
の
そ
れ
で
は
な
く
、
孝
悌
仁
義
を
重
ん
じ
、

修
身
治
國
の
道
を
重
ん
じ
る
儒
の
本（
流

）
31

」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

福
澤
が
生
ま
れ
て
一
年
半
で
父
が
急
逝
し
た
た
め
、
福
澤
は
大

坂
を
去
っ
て
中
津
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
福
翁
自
傳
』

を
読
む
と
、
福
澤
が
中
津
で
の
生
活
に
な
じ
め
ず
、
さ
ら
に
微
禄

ゆ
え
の
苦
労
も
あ
っ
て
閉
塞
感
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、

一
四
、五
歳
に
な
っ
て
よ
う
や
く
学
問
を
始
め
白
石
照
山
の
塾
で

あ
る
晩
香
堂
へ
通
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
漢
籍
を
読
み
漁
っ
た
。
福
澤

は
『
福
翁
自
傳
』
に
お
い
て
彼
が
影
響
さ
れ
た
二
つ
の
学
統
に
言

及
し
て
い
る
が
、
一
つ
は
こ
の
照
山
を
通
じ
て
の
亀
井
南
冥
（
一

七
四
三
―
一
八
一
四
）
昭
陽
（
一
七
七
三
―
一
八
三
六
）
父
子
の

も
の
で
あ（
る

）
32

。
亀
井
父
子
は
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
―
一
七
二
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三
二　
（
三
二

八
）
に
発
す
る
蘐
園
学
派
に
属
す
る
が
、
こ
の
学
派
の
特
徴
は
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
で
「
今
」
を
相
対
化
さ
せ
て
抽
象
的
な
政
治
談
議

を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
こ
と（
で

）
33

、「
政
事
」
と
「
学

問
」
の
一
致
を
説
き
学
問
に
お
け
る
政
治
的
実
践
を
重
ん
じ
た
。

照
山
は
「
龜
井
が
大
信
心
で
、
餘
り
詩
を
作
る
こ
と
な
ど
は
敎
へ

ず
に
寧
ろ
冷
笑
し
て
居（
た

）
34

」
と
い
う
。
も
う
一
つ
は
帆
足
万
里

（
一
七
七
八
―
一
八
五
二
）
の
学
統
で
あ
る
。
万
里
は
儒
学
か
ら

出
発
し
て
独
学
で
蘭
学
を
修
め
、
西
洋
科
学
を
理
解
し
よ
う
と
し

て
『
窮
理
通
』
を
著
し（
た

）
35

。
万
里
は
豊
前
に
多
く
の
門
弟
を
有
し

中
津
藩
で
も
講
じ
、
福
澤
は
兄
三
之
助
を
通
じ
て
そ
の
影
響
を
受

け（
た

）
36

。
三
之
助
は
「
い
ま
日
本
に
翻
訳
書
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、

西
洋
の
こ
と
を
書
い
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
真
実
に
事
を
調
べ
る
に

は
そ
の
大
本
の
蘭
文
の
書
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
き
さ
ま
は
そ
の
原
書
を
読
む
気
は
な
い
か
」
と
蘭
学
の

勉
強
を
勧
め
た
と
い（
う

）
37

。
こ
れ
は
前
述
の
『
訓
蒙　

窮
理
圖
解
』

な
ど
福
澤
の
初
期
の
著
作
の
方
向
性
を
指
し
示
し
て
い
よ
う
。

　

学
問
を
始
め
る
の
は
遅
か
っ
た
が
、
福
澤
は
す
ぐ
に
力
を
つ
け
、

『
論
語
』『
孟
子
』『
詩
経
』『
書
経
』
さ
ら
に
『
史
記
』『
左
伝
』

『
老
子
』『
荘
子
』
な
ど
の
漢
籍
を
修
め
た
。
特
に
春
秋
時
代
の
歴

史
を
論
じ
る
『
左
伝
』
は
得
意
で
、
何
度
も
読
み
返
し
て
面
白
い

と
こ
ろ
は
暗
記
し
、
こ
の
頃
に
は
先
輩
を
凌
い
で
「
漢
學
者
の
前

座
ぐ
ら
ゐ
」
に
な
っ
て
い
た
と
自
ら
述
べ
て
い（
る

）
38

。
福
澤
が
好
ん

だ
『
左
伝
』
は
「
春
秋
三
伝
」
の
う
ち
で
は
歴
史
的
記
事
に
富
ん

で
お
り
、
福
澤
は
洋
学
を
志
す
前
か
ら
「
歴
史
」
を
好
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。

　

一
方
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
「
歴
史
」
も

含
む
「
文
学
」
と
い
う
概
念
で
、「
文
学
」
は
現
在
と
は
概
念
範

囲
が
異
な
っ
て
い
た
。
福
澤
の
い
う
「
文
学
」
と
は
、
た
と
え
ば

「
慶
應
義
塾
之
記
」
に
お
い
て
、
外
国
と
の
接
触
に
よ
っ
て
「
我
邦

の
形
勢
終
に
一
變
し
、
世
の
士
君
子
皆
彼
國
の
事
情
に
通
ず
る
の

要
務
た
る
を
知
り
、
因
て
百
般
の
學
科
一
時
に
興
り
、
各
其
學
を

首
唱
し
、
生
徒
を
敎
育
し
、
此
こ
に
至
り
て
始
て
洋
學
の
名
起
れ
り
。

是
豈
文
學

0

0

の
一
大
進
步
な
ら
ず
や
」（
傍
点
は
筆
者
に
よ（
る

）
39

）
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
文
学
」
と
は
「
学
問
一
般
」
で
あ
り
、

父
百
助
に
お
け
る
の
と
同
じ
よ
う
に
福
澤
の
青
年
期
の
日
本
で
主

流
で
あ
っ
た
「
士
大
夫
が
実
践
す
べ
き
学
問
」
で
あ
っ
た
。
西
洋

的
な
文
脈
で
言
え
ば
、
政
治
を
担
う
人
々
で
あ
る
古
代
ギ
リ
シ

ア
・
ロ
ー
マ
の
「
自
由
人
」
が
学
ぶ
べ
き
「
自
由
学
芸
／
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
」
に
近
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
西
洋
に
お
い
て
も
近
代
科
学
が
勃
興
す
る
に
つ
れ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
概
念
、
た
と
え
ばhistory

やliterature

の
概
念

が
変
わ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い（
る

）
40

。
近
代
日
本
の
「
文
学
」
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三
三　
（
三
三

の
概
念
も
、
さ
ら
に
こ
の
外
国
の
影
響
を
受
け
て
大
き
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
変
化
が
あ
っ（
た

）
41

。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
は
「
文
学

と
は
サ
イ
ヤ
ン
ス
な
り
、
百
科
の
学
を
論
ず
る
の
名
な
り
、
詩
文

抔
を
云
ふ
に
は
非
ず
」
と
主
張
さ
れ
る
一
方（
で

）
42

、
明
治
二
〇
年
代

以
降
に
な
っ
て
、
坪
内
雄
蔵
（
逍
遥
）（
一
八
五
九
―
一
九
三

五
）
や
長
谷
川
辰
之
助
（
二
葉
亭
四
迷
）（
一
八
六
四
―
一
九
〇

九
）
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
日
本
の
近
代
「
文
学
」
が

誕
生
し
、
文
学
と
は
審
美
的
な
側
面
を
持
つ
芸
術
作
品
と
見
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
福
澤
は
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）

年
頃
か
ら
漢
詩
に
自
ら
の
思
い
を
託
す
よ
う
に
な
っ
た（
が

）
43

、
一
方

で
慶
應
義
塾
に
お
い
て
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
漢
詩
の
社

中
が
組
織
さ
れ
る
と
、
福
澤
は
「
今
單
に
文
學
會
と
云
は
ゞ
、
或

は
之
を
支
那
風
に
解
釋
し
て
風
月
に
唫
じ
詩
文
を
弄
す
る
會
な
ら

ん
と
思
ふ
者
な
し
と
も
云
ふ
可
ら
ず
。
是
れ
余
の
最
も
恐
る
ゝ
所

な（
り

）
44

」
し
て
、
こ
れ
を
禁
止
し（
た

）
45

。
こ
れ
は
今
で
い
う
「
文
学
」

を
私
的
に
は
認
め
る
が
、
西
洋
の
学
問
を
学
ぶ
場
で
あ
る
慶
應
義

塾
に
お
い
て
は
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
適
塾
で
の
福
澤
の
勉
学
の
方
法
も
江
戸
時
代
的
要
素
が

強
い
。
大
村
益
次
郎
（
一
八
二
四
―
一
八
六
九
）
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
俊
英
を
輩
出
し
た
適
塾
で
の
生
活
は
、
福
澤
の
生
き
生

き
と
し
た
筆
致
に
よ
っ
て
伝
説
と
化
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
教

育
に
は
い
く
つ
も
の
特
徴
と
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

第
一
に
、
備
え
る
洋
書
や
辞
書
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
英

書
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
窮
理
書
・
医
書
が
十
数
冊
あ
る
の
み

で
、「
ヅ
ー
フ
」
と
呼
ば
れ
た
蘭
和
辞
典
の
写
本
も
一
冊
し
か
な
く
、

そ
れ
が
置
か
れ
て
い
た
「
ヅ
ー
フ
部
屋
」
か
ら
持
ち
出
し
禁
止
で
、

使
用
を
め
ぐ
っ
て
塾
生
の
奪
い
合
い
が
生
じ
て
い
た
と
い（
う

）
46

。

　

ま
た
教
育
方
法
と
し
て
は
「
会
読
（
輪
講
）」
が
重
視
さ
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
語
力
を
身
に
つ
け
る
と
、
塾
生
は
「
会
読
」
を
行
う
が
、

塾
の
蔵
書
の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
写
し
て
辞
書
を
参
照
し
な
が
ら
準

備
し
、
数
行
ず
つ
講
じ
る
も
の
で
あ
っ（
た

）
47

。
こ
の
会
読
と
い
う
方

法
は
、
江
戸
後
期
の
儒
学
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
、「
素

読
（
音
読
と
暗
誦
）」「
講
釈
（
先
生
に
よ
る
講
義
）」
と
は
異
な
り
、

少
人
数
が
議
論
を
闘
わ
せ
る
読
書
会
で
、
多
く
の
利
点
を
有（
し

）
48

、

の
ち
に
「debate

」
に
「
討
論
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
た
と
さ
れ

る
福
澤
に
影
響
を
与
え
た
と
も
い
わ
れ（
る

）
49

。

（
３
）
初
期
の
慶
應
義
塾
で
の
教
育

　

前
述
の
よ
う
に
、
福
澤
は
中
津
藩
の
命
を
受
け
て
江
戸
藩
邸
で

洋
学
を
講
ず
る
が
、
初
期
の
「
福
澤
塾
」
の
教
育
に
は
適
塾
と
同

じ
よ
う
な
傾
向
と
課
題
が
あ
っ
た
。
蘭
学
か
ら
急
遽
英
学
に
転
じ

た
と
い
う
制
約
に
加
え
、
教
育
方
法
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
、
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学
生
の
規
律
を
ど
の
よ
う
に
維
持
す
る
か
、
福
澤
は
苦
労
し
た
。

一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
頃
の
福
澤
塾
は
、
最
初
期
の
門
弟
の
一

人
で
あ
る
馬
場
辰
猪
（
一
八
五
〇
―
八
八
）
の
回
想
に
よ
れ
ば
、

築
地
鉄
砲
洲
に
あ
っ
た
奥
平
家
の
中
屋
敷
で
あ
る
「
大
き
な
大
名

屋
敷
の
長
屋
の
中
の
一
部
」
で
「
二
間
き
り
」
し
か
な
く
、「
定

ま
っ
た
教
師
が
い
な
か
っ
た
」
し
、「
互
に
敎
へ
あ
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
」。「
小
さ
い
文
典
を
読
み
を
は
る
と
、
そ
の
上
の

こ
と
を
敎
へ
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
誰
も
ゐ
な
か
つ
た
」。
ま
た

藩
の
費
用
で
学
び
に
来
る
者
が
多
か
っ
た
た
め
塾
生
は
不
規
律
で
、

馬
場
辰
猪
は
す
ぐ
に
退
転
し
て
大
坂
に
向
か
っ（
た

）
50

。
の
ち
に
三
菱

財
閥
を
取
り
仕
切
る
荘
田
平
五
郎
（
一
八
四
七
―
一
九
二
二
）
も

「
福
澤
塾
は
不
規
律
亂
暴
で
あ
る
と
い
う
評
判
」
の
た
め
に
最
初

は
他
塾
に
入
っ
た
と
述
べ
て
い（
る

）
51

。

　

教
科
書
の
確
保
に
も
苦
労
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
得
る
た

め
、
福
澤
は
近
く
に
住
む
蘭
学
の
桂
川
家
七
代
目
当
主
国
興
（
甫

周
）（
一
八
二
六
―
一
八
八
一
）
の
知
遇
を
得
て
洋
書
を
借
用
し

た
。
甫
周
の
娘
で
あ
る
今
泉
み
ね
（
一
八
五
五
―
一
九
三
七
）
の

回
想
に
よ
る
と
、
福
澤
は
一
番
質
素
な
身
な
り
だ
が
、
そ
れ
に
頓

着
せ
ず
、
つ
ね
に
本
の
こ
と
ば
か
り
心
に
か
け
て
、
桂
川
家
か
ら

洋
書
を
借
り
る
と
、
他
の
人
は
一
と
月
以
上
か
か
る
の
に
、
数
日

で
筆
写
し
て
返
し
た
と
い（
う

）
52

。

　

三
度
目
の
洋
行
の
際
、
紀
州
藩
や
仙
台
藩
な
ど
の
た
め
に
ア
メ

リ
カ
で
書
籍
を
購
入
し
て
謹
慎
処
分
を
受
け
た
が
、
福
澤
は
自
身

や
慶
應
義
塾
の
た
め
に
も
辞
書
や
英
書
を
大
量
に
準
備
し（
た

）
53

。
こ

れ
以
降
、
慶
應
義
塾
は
一
人
ず
つ
に
教
科
書
を
渡
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
同
時
に
素
行
不
良
者
を
退
学
さ
せ
る

な
ど
の
措
置
も
と
り
、
馬
場
辰
猪
は
「
學
校
も
慶
應
義
塾
と
呼
ば

れ
て
ゐ
た
」
頃
に
復
学
し
た
が
、「
英
語
の
勉
強
法
が
非
常
な
進

步
を
な
し
た
」
と
証
言
し
て
い（
る

）
54

。

　

一
方
で
、
授
業
方
式
は
「
慶
應
義
塾
新
議
」（
一
八
六
九
（
明

治
二
）
年
）
に
よ
れ
ば
、「
社
中
に
入
り
先
ず
西
洋
の
い
ろ
は
を

覺
え
、
理
學
初
步
歟
又
は
文
法
書
を
讀
む
、
此
間
三
ケ
月
を
費
す
。

三
ケ
月
終
て
地
理
書
又
は
窮
理
書
一
册
を
讀
む
、
此
間
六
ケ
月
を

費
す
。
六
ケ
月
終
て
歷
史
一
册
を
讀
む
、
此
間
六
カ
月
を
費（
す

）
55

」

と
な
っ
て
お
り
、
洋
書
の
講
読
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、「
慶
應
義

塾
」
と
な
っ
て
も
「
会
読
」
方
式
に
よ
っ
て
い
た
。
そ
の
具
体
的

な
様
子
は
、
塾
長
も
務
め
た
門
野
幾
之
進
（
一
八
五
六
―
一
九
三

八
）
に
よ
れ
ば
、「
敎
師
と
い
ふ
の
は
、
つ
ま
り
幾
ら
か
本
の
讀

め
る
方
の
人
が
、
寺
子
屋
の
や
う
に
塾
で
も
矢
張
り
疊
の
敷
い
て

あ
る
と
こ
ろ
に
坐
つ
て
、
寺
子
屋
の
机
の
や
う
な
も
の
を
前
に
置

い
て
座
つ
て
ゐ
る
。
さ
う
す
る
と
、
塾
生
が
勝
手
次
第
に
こ
の
先

生
は
敎
へ
方
が
上
手
だ
と
か
何
と
か
い
ふ
わ
け
で
、
そ
ん
な
先
生



三
田
史
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の
と
こ
ろ
に
は
澤
山
寄
つ
て
來（
る

）
56

」。
会
読
は
「
或
る
級
で
は
七

人
か
十
人
あ
る
、
そ
の
七
人
か
十
人
の
人
が
敎
場
へ
出
て
籤
を
引

く
、
竹
の
筒
が
敎
場
に
置
い
て
あ
つ
て
、
振
出
す
と
番
號
が
出
る
、

そ
の
籤
を
引
い
て
今
日
の
當
番
が
決
ま
る
。（
中
略
）
さ
う
す
る

と
、
籤
の
順
に
生
徒
が
坐
っ
て
先
生
は
ア
ン
パ
イ
ア
で
眞
ン
中
に

坐
る
。
何
等
は
何
、
何
等
は
何
と
い
ふ
や
う
に
本
は
決
ま
つ
て
ゐ

る
、
そ
の
本
の
こ
ゝ
か
ら
こ
ゝ
ま
で
今
日
は
會
讀
し
ま
す
と
い
ふ

と
、
そ
の
本
の
一
節
を
一
番
の
人
が
讀
む
。
さ
う
す
る
と
、
後
の

六
人
な
り
七
人
な
り
が
讀
ん
だ
人
に
向
つ
て
、
こ
れ
は
ど
う
い
ふ

意
味
だ
、
こ
つ
ち
は
ど
う
い
ふ
意
味
だ
と
根
掘
り
葉
掘
り
質
問
す

る
。
そ
れ
に
對
し
て
そ
の
人
が
答
へ
る
。
間
違
つ
て
ゐ
る
と
次
の

人
の
說
を
聞
く
、
そ
の
人
も
間
違
つ
て
ゐ
る
、
さ
う
す
る
と
合
ふ

と
こ
ろ
ま
で
ゆ
く
。
三
番
目
の
人
が
正
し
く
解
釋
す
る
と
、
一
番

は
じ
め
の
人
と
二
番
目
の
人
に
黑
點
を
つ
け
て
三
番
目
の
人
に
白

點
を
つ
け
る
。
皆
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
皆
が
黑
點
で
、
そ
れ
は

斯
う
だ
と
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
先
生
が
解
釋
す
る
」
形
式
で
、

「
こ
の
會
讀
は
一
種
の
試
驗
」
で
あ
っ
た
と
い（
う

）
57

。

　

ま
た
福
澤
の
講
義
ス
タ
イ
ル
も
興
味
深
い
。
新
錢
座
時
代
の
思

い
出
と
し
て
、
門
野
幾
之
進
は
「
先
生
は
た
ゞ
本
だ
け
に
よ
つ
て

講
釋
す
る
の
で
は
な
く
、
例
へ
ば
（
箱
館
戦
争
で
敗
れ
た
）
榎
本

釜
次
郎
（
武
揚
）
が
殺
さ
れ
る
か
殺
さ
れ
ぬ
か
と
い
ふ
問
題
が
あ

る
時
、
こ
れ
は
如
何
し
た
も
の
だ
ら
う
な
ど
と
い
ふ
や
う
な
時
事

問
題
を
掲
げ
て
、
い
ろ
い
ろ
解
説
す
る
と
い
う
風
で
あ
つ
た
か
ら
、

生
徒
も
演
説
を
聽
く
や
う
な
心
地
で
聽
い
て
ゐ
た
で
あ
り
ま
し
た

（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ（
る

）
58

）」
と
伝
え
、
明
治
元
年
に
入
塾
し
教

員
も
務
め
た
永
田
健
助
（
一
八
四
五
―
一
九
〇
九
）
に
よ
れ
ば
、

福
澤
は
ギ
ゾ
ー
の
文
明
史
お
よ
び
バ
ッ
ク
ル
の
文
明
史
を
講
義
す

る
際
に
「
單
に
原
書
の
意
味
を
解
釋
說
明
す
る
の
み
な
ら
ず
、
其

所
論
を
時
勢
に
當
て
は
め
て
眼
前
の
實
例
を
引
照
」
し
た
も
の
で
、

「
例
え
ば
封
建
制
度
を
講
ず
る
場
合
に
は
、
日
本
の
封
建
治
下
に

於
け
る
君
臣
の
關
係
は
西
洋
の
マ
ス
タ
ー
と
ス
レ
ー
ブ
の
關
係
と

同
樣
の
も
の
で
、
今
の
士
族
な
ど
い
ふ
も
の
は
ス
レ
ー
ブ
の
や
う

な
も
の
で
あ
る
と
封
建
の
主
從
關
係
を
罵
倒
」
し
、「
バ
ッ
ク
ル

の
文
明
史
の
講
義
は
氣
焔
萬
丈
痛
快
切
な
る
說
を
吐
か
れ
た
」
と

い（
う

）
59

。
田
中
萃
一
郎
（
一
八
七
三
―
一
九
二
三
）
も
幼
稚（
舎

）
60

時
代

に
福
澤
の
「
日
本
外
史
」
の
特
別
講
義
を
受
け
て
い
る
が
、「
保

元
亂
後
の
こ
と
を
敍
し
た
條
に
特
減
死
一
等
、
拔
其
臂
筋
、
流
于

大
島
、
爲
朝
筋
力
雖
減
、
用
箭
加
長
と
あ
る
そ
の
講
義
の
際
、
先

生
が
臂
の
筋
を
拔
か
れ
た
爲
朝
が
長
い
箭
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た

抔
と
云
ふ
、
そ
ん
な
馬
鹿
氣
た
こ
と
が
あ
る
も
の
か
と
痛
罵
せ
ら

れ
た
」
と
回
想
し
て
い（
る

）
61

。
こ
の
よ
う
に
情
熱
的
で
、
多
く
の
塾

生
に
深
い
刻
印
を
押
し
た
福
澤
の
講
義
は
、
西
洋
を
指
向
し
て
合
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理
性
を
追
求
は
し
た
が
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
傾
向
を
な
お
強
く

有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

競
う
よ
う
に
勉
強
し
た
の
で
「
錬
磨
」
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、

会
読
に
よ
る
学
習
に
満
足
し
な
い
塾
生
も
い
た
。
福
澤
の
甥
で
塾

長
を
務
め
、
の
ち
に
実
業
の
世
界
に
転
じ
た
中
上
川
彦
次
郎
（
一

八
五
四
―
一
九
〇
一
）
は
「
こ
の
忙
が
し
い
世
の
中
に
、
一
週
間

僅
僅
二
・
三
・
頁
を
學
ん
で
居
る
が
如
き
悠
暢
た
る
勉
強
振
り
で
は
、

到
底
迅
速
な
る
知
識
の
進
步
は
測
り
難
い
。
今
後
は
宜
し
く
會
讀

法
を
廢
し
て
、
先
生
の
講
義
を
聽
く
に
如
く
は
な
い
と
い
ふ
發
議

を
し
た
」
が
、
多
数
決
で
敗
れ
た
。
中
上
川
は
「
地
理
や
歷
史
の

一
通
り
を
學
ぶ
の
は
宜
い
が
、
繰
り
返
し
々
々
何
時
迄
も
斯
樣
な

る
も
の
を
勉
強
し
て
居
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
述
べ
た
と
い（
う

）
62

。

　

ま
た
慶
應
義
塾
の
英
語
は
訳
読
を
主
眼
と
し
た
上
に
、
蘭
学
の

影
響
も
あ
り
、
独
特
の
発
音
で
知
ら
れ
て
い（
た

）
63

。
慶
應
義
塾
で
学

び
、
の
ち
に
東
京
文
理
科
大
学
学
長
と
な
る
三
宅
米
吉
（
一
八
六

〇
―
一
九
二
九
）
が
千
葉
師
範
学
校
で
英
語
教
師
を
務
め
て
い
た

と
き
（
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
頃
）、
授
業
で
「
ジ
ス
・
イ

ズ
・
ア
・
ス
チ
ュ
ー
ル
」
と
言
っ
た
の
を
、
た
ま
た
ま
参
観
に
来

て
い
た
校
長
で
や
は
り
慶
應
義
塾
出
身
の
歴
史
家
那
珂
道
世
（
一

八
五
一
―
一
九
〇
八
）
が
「
そ
れ
は
ス
チ
ョ
ー
ル
で
は
な
い
か
」

と
訂
正
し
た
が
、
の
ち
に
よ
く
見
た
ら
そ
れ
は
「School

」
だ
っ

た
と
い
う
笑
う
に
笑
え
な
い
逸
話
さ
え
あ（
る

）
64

。

　

さ
ら
に
西
洋
の
知
識
が
次
第
に
広
ま
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
慶

應
義
塾
で
高
く
評
価
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
「
教
科
書
」
の
質
に

も
気
づ
く
よ
う
に
な
る
。
福
澤
自
身
が
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）

年
三
田
演
説
会
に
お
い
て
、
慶
應
義
塾
の
学
問
の
貢
献
を
肯
定
的

に
論
じ
る
一
方
で
、
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
（
英
氏
）
の
経
済
論
な
ど
を

「
初
は
之
を
讀
む
こ
と
頗
る
困
難
な
り
し
か
ど
も
、
再
三
再
四
復

讀
し
て
漸
く
其
義
を
解
す
る
に
及
び
、
每
章
每
句
、
耳
目
に
新
な

ら
ざ
る
も
の
な
く
、
絶
妙
の
文
法
、
新
奇
の
議
論
、
心
魂
を
驚
破

し
て
食
を
忘
る
ゝ
に
」
至
っ
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
「
世
の
文
化

益
進
み
、
西
哲
の
新
說
は
日
に
開
き
、
舶
來
の
新
書
は
月
に
多

く
」
な
る
と
、「
前
年
の
田
舎
魂
を
驚
破
し
た
る
英
氏
の
經
濟
脩

身
論
等
を
取
て
之
を
見
れ
ば
、
此
は
是
れ
彼
の
國
學
校
生
徒
の
讀

本
に
し
て
、「
パ
ー
レ
ー
」
の
歷
史
類
は
童
兒
の
爲
に
出
板
し
た

る
も（
の

）
65

」
だ
と
分
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

最
初
期
の
弟
子
で
、
の
ち
に
早
稲
田
大
学
と
深
く
関
わ
る
矢
野

文
雄
（
竜
渓
）（
一
八
五
一
―
一
九
三
一
）
は
当
時
を
回
想
し
て
、

当
時
の
「
義
塾
敎
授
の
精
神
は
只
達
者
に
譯
讀
を
敎
ゆ
る
の
一
方

針
に
止
ま
り
し
が
如
し
」、（
中
略
）
訳
読
の
力
に
応
じ
て
昇
級
す

る
た
め
「
斯
く
し
て
譯
讀
の
力
は
上
達
す
る
も
昇
級
の
速
や
か
な

る
者
は
一
册
の
書
を
讀
み
了
る
こ
と
尠
な
く
此
級
よ
り
彼
級
に
速
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三
七　
（
三
七

に
移
る
が
故
に
只
譯
讀
の
力
あ
り
と
云
ふ
ま
で
に
て
書
籍
中
の
事

柄
を
ば
切
れ
〳
〵
に
知
り
得
る
に
過
ぎ（
ず

）
66

」
と
述
べ
て
い
る
。
大

学
部
第
一
回
卒
業
生
の
川
合
貞
一
（
一
八
七
〇
―
一
九
五
五
）
も
、

大
学
創
立
五
〇
年
の
際
に
「
大
學
部
設
置
以
前
の
慶
應
義
塾
と
い

ふ
も
の
は
、
唯
、
英
書
を
敎
へ
た
と
い
ふ
だ
け
で
あ
つ
て
、
專
門

の
智
識
と
い
ふ
も
の
は
何
一
つ
與
へ
ら
れ
な
か
つ
た
と
云
っ
て
い

い
」
と
さ
え
吐
露
し
て
い（
る

）
67

。

　

ま
た
塾
外
に
も
同
じ
よ
う
な
見
方
は
広
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
、

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
来
日
し
、
一
八
九
〇
（
明
治
二

三
）
年
ま
で
帝
国
大
学
で
行
政
法
な
ど
を
教
え
た
カ
ー
ル
・
ラ
ー

ト
ゲ
ン
（
一
八
五
五
―
一
九
二
一
）
は
帰
国
後
に
「
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
私
立
学
校
の
出
来
は
ひ
じ
ょ
う
に
憐
れ
む
べ
き
も
の
」
と

評
し
、
そ
の
註
に
慶
應
義
塾
を
挙
げ
「
私
の
念
頭
に
あ
る
典
型
的

な
例
が
、
ひ
じ
ょ
う
に
有
名
な
東
京
の
慶
應
義
塾
で
あ
る
。
一
五

歳
の
少
年
た
ち
に
対
す
る
「
経
済
」
講
義
、
国
際
法
、
国
民
経
済

は
、
教
員
が
暗
記
し
た
「
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
」
を
読
み
上
げ
る
こ

と
か
ら
な
っ
て
お
り
、
何
も
説
明
を
し
な
い
。
こ
れ
は
今
な
お
日

本
に
お
い
て
一
般
的
に
残
っ
て
い
る
方
法
で
、
あ
る
点
で
は
古
い

中
国
の
実
践
に
、
あ
る
点
で
は
ア
メ
リ
カ
の
模
範
に
よ
っ
て
い
る
。

こ
の
学
校
は
一
八
八
二
―
八
三
年
に
は
約
一
〇
〇
〇
人
の
学
生
が

い
た
が
、
一
八
八
五
―
八
六
年
に
は
三
〇
〇
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

だ
が
、
一
八
八
七
―
八
八
年
に
は
ま
た
約
九
〇
〇
人
に
な
っ
て
い

た
。
こ
の
種
の
学
校
の
学
生
の
入
退
学
は
年
間
を
通
し
て
絶
え
ず

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
教
員
は
最
上
級
の
学
生
か
ら
募
ら
れ
て
い

る
」
と
記
し
て
い（
る

）
68

。

　

時
代
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
歩
進
ん
だ
専
門

的
な
知
を
求
め
て
い
た
。
発
音
な
ど
の
実
用
面
だ
け
で
な
く
、
慶

應
義
塾
の
学
問
水
準
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
惧
れ
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

（
４
）
慶
應
義
塾
の
危
機

　

優
れ
た
教
育
機
関
と
し
て
名
声
を
誇
っ
て
い
た
慶
應
義
塾
は
、

状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
も
次
第
に
苦
境
に
陥
っ
て
い
く
。
一
つ
は

学
生
減
の
問
題
で
、
慶
應
義
塾
へ
の
入
学
者
は
一
八
七
一
（
明
治

四
）
年
に
は
三
七
七
名
に
の
ぼ
っ
た
が
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇

年
）
に
は
一
〇
五
名
に
減
り
、
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
に
在

学
生
は
二
三
三
名
で
最
低
を
記
録（
し

）
69

、
経
営
危
機
に
陥
っ
た
の
で

あ
る
。

　

そ
の
理
由
は
複
合
的
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
第
一
は
塾
生
の
多
く

が
出
身
し
て
い
た
士
族
の
没
落
で
あ
る
。
一
八
六
九
（
明
治
二
）

年
六
月
版
籍
奉
還
が
行
わ
れ
、
旧
藩
主
の
家
禄
は
そ
れ
ま
で
の
石

高
の
一
〇
分
の
一
と
さ
れ
、
武
士
は
一
括
し
て
士
族
と
さ
れ
た
。
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士
族
の
教
育
機
会
を
確
保
す
る
た
め
藩
に
よ
る
給
費
制
度
が
あ
っ

た
が
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
府
県
に
よ
る
「
公
費
生
」
制

度
に
切
り
替
え
ら
れ
る
と
、
私
塾
で
学
ぶ
者
に
対
す
る
公
費
給
付

が
廃
止
さ
れ
た
。
慶
應
義
塾
を
含
む
多
く
の
私
塾
は
当
局
に
上
申

書
を
提
出
し
、
私
塾
に
も
公
費
給
付
を
適
用
し
て
ほ
し
い
と
求
め

た
が
、
聴
き
い
れ
ら
れ
な
か
っ（
た

）
70

。

　

さ
ら
に
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
士
族

を
支
え
る
藩
と
い
う
体
制
そ
の
も
の
が
消
え
去
り
、
一
八
七
三

（
明
治
六
）
年
に
は
徴
兵
制
に
よ
っ
て
士
族
の
存
在
理
由
が
失
わ

れ
た
。
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
は
秩
禄
処
分
に
よ
っ
て
士
族

の
財
政
的
基
盤
は
さ
ら
に
崩
れ
て
下
層
士
族
が
窮
乏
化
し
、
い
く

つ
も
の
反
乱
を
惹
き
起
こ
し
た
。
こ
れ
は
一
八
七
七
（
明
治
一

〇
）
年
の
西
南
戦
争
に
お
い
て
頂
点
に
達
す
る
が
、
西
郷
隆
盛

（
一
八
二
八
―
一
八
七
七
）
と
福
澤
が
互
い
に
高
く
評
価
し
て
い

た
た（
め

）
71

、
慶
應
義
塾
に
は
薩
摩
か
ら
の
塾
生
が
多
く
、
退
学
し
て

帰
郷
す
る
者
も
続
出
し
、
慶
應
義
塾
の
打
撃
は
大
き
か
っ（
た

）
72

。

　

福
澤
は
、
以
前
か
ら
出
版
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
収
益
を
慶
應
義

塾
の
拡
張
費
や
経
常
費
と
し
て
投
入
し
て
い
た（
が

）
73

、
さ
ら
に
個
人

で
赤
字
を
補
填
す
る
始
末
と
な
っ
た
。
福
澤
は
政
府
や
諸
方
面
に

資
金
援
助
を
求
め
る
も
、
そ
れ
も
叶
わ
な
か
っ（
た

）
74

。
福
澤
は
人
件

費
の
削
減
な
ど
を
検
討
し
た
末
に
廃
校
を
決
断
し
た
が
、
中
上
川

彦
次
郎
を
は
じ
め
と
す
る
門
弟
た
ち
が
反
対
し
た
。
一
八
八
〇

（
明
治
一
三
）
年
一
一
月
彼
ら
は
「
慶
應
義
塾
維
持
法
案
」
を
つ

く
っ
て
慶
應
義
塾
を
財
政
的
に
助
け
、
慶
應
義
塾
の
存
続
へ
努
力

す
る
こ
と
と
し
、
卒
業
生
や
篤
志
家
に
訴
え
て
、
総
額
四
万
円
以

上
の
寄
付
申
し
込
み
を
得
た
。
こ
れ
ら
の
門
弟
た
ち
の
献
身
が
な

け
れ
ば
慶
應
義
塾
は
存
続
せ
ず
、
今
日
の
姿
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。

　

慶
應
義
塾
を
取
り
巻
く
政
治
環
境
も
一
変
し
た
。
維
新
以
来
、

福
澤
は
「
三
田
の
文
部
卿
」
と
の
異
名
を
得
る
ほ
ど
文
部
行
政
な

ど
に
影
響
力
を
有（
し

）
75

、
明
治
政
府
要
路
の
人
々
の
諮
問
に
与
っ
て

い
た
が
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
一
〇
月
の
政
変
に
よ
っ
て

参
議
大
隈
重
信
（
一
八
三
八
―
一
九
二
二
）
が
政
権
か
ら
追
放
さ

れ
る
と
、
矢
野
文
雄
（
統
計
院
幹
事
兼
太
政
官
大
書
記
官
）
な
ど

大
隈
派
と
目
さ
れ
た
福
澤
の
弟
子
た
ち
も
排
除
さ
れ
た
。
こ
の
一

連
の
事
件
に
お
い
て
福
澤
が
ど
れ
だ
け
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

か
に
つ
い
て
は
今
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本

稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す（
る

）
76

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
塾
員
の
官
吏
と
し
て
の
進
路
は
狭
ま
っ
た
。

　

ま
た
士
族
身
分
が
兵
役
を
担
う
の
で
は
な
く
、
前
述
の
よ
う
に
、

国
民
全
体
へ
の
兵
役
義
務
が
敷
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
立
学

校
在
学
者
に
兵
役
免
除
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
私
立
学
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校
唯
一
の
特
例
と
し
て
慶
應
義
塾
の
一
部
の
学
生
に
対
し
て
は
徴

兵
免
役
が
な
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
、

こ
の
徴
兵
令
免
除
が
不
適
用
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
学
生
総

数
五
八
八
名
の
う
ち
約
一
〇
〇
名
が
退
学
す
る
事
態
が
生
じ
た
。

福
澤
は
政
府
に
大
き
く
譲
歩
し
て
再
考
を
求
め
る
も
叶
わ
な
か

っ（
た

）
77

。
そ
の
際
の
政
府
の
決
定
を
伝
え
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、

慶
應
義
塾
が
「
廃
滅
」
し
た
と
し
て
も
「
必
シ
モ
之
ヲ
患
フ
ル
ニ

足
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
あ
る
と
い（
う

）
78

。

　

同
じ
頃
に
教
育
制
度
そ
の
も
の
も
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
自

由
主
義
的
な
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
の
「
第
一
次
教
育
令
」

に
代
わ
っ
て
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
「
第
二
次
教
育
令
」
が

公
布
さ
れ
る
と
、
文
部
省
お
よ
び
府
県
の
権
限
が
強
化
さ
れ
、
就

学
の
義
務
を
課
す
一
方
で
、
学
校
の
設
置
基
準
等
を
定
め
、
次
第

に
教
育
の
内
容
や
教
員
の
資
格
な
ど
に
つ
い
て
介
入
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
は
文
部
省
達
「
中
学
校

通
則
」
に
よ
っ
て
「
教
員
中
少
な
く
と
も
三
人
は
中
学
師
範
学
科

の
卒
業
証
書
又
は
大
学
科
の
卒
業
証
書
を
有
す
る
者
を
充
て
る
こ

と
」
が
求
め
ら
れ（
た

）
79

。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
段
階
で
慶
應

義
塾
は
「
中
学
校
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
の
と
き
「
師
範
学

科
」
は
な
か
っ（
た

）
80

。
塾
員
が
教
職
に
新
た
に
就
く
こ
と
は
難
し
く
、

多
く
の
教
育
系
の
人
材
を
全
国
の
中
学
校
な
ど
に
送
っ
て
い
た
慶

應
義
塾
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
打
撃
と
な
っ
た
。

　

こ
の
一
連
の
政
策
転
換
は
単
に
福
沢
を
危
険
視
し
た
結
果
だ
け

で
は
な
く
、
近
代
日
本
の
建
設
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
や
教
育
の
制

度
を
求
め
て
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
維
新
直
後
に
は
幕
臣
あ

る
い
は
陪
臣
さ
え
も
出
身
を
問
わ
れ
ず
登
用
さ
れ
、
福
澤
門
下
も

こ
の
よ
う
な
流
れ
に
乗
っ
て
頭
角
を
現
し
た
。
ま
た
有
為
な
人
材

を
養
成
す
る
た
め
に
西
洋
式
の
学
校
も
設
置
さ
れ
た
が
、
教
育
方

針
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
明
治
政
府
は
西
洋
の
知
識
を
得
る
た
め

に
外
国
人
教
員
を
雇
用
し
た
が
、
中
に
は
い
か
が
わ
し
い
人
物
も

い
た
よ
う
で
あ（
る

）
81

。
本
格
的
な
近
代
化
の
た
め
に
は
、
危
機
感
に

動
か
さ
れ
て
手
探
り
で
試
行
す
る
の
で
は
な
く
、
諸
制
度
の
抜
本

的
な
改
革
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。　

　

日
本
の
教
育
制
度
は
、
伊
藤
博
文
の
主
導
の
下
で
一
新
さ
れ
る

こ
と
に
な（
る

）
82

。
慶
應
義
塾
に
特
に
関
わ
る
高
等
教
育
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
洋
学
を
担
当
す
る
大
学
南
校

が
設
立
さ
れ
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に
官
立
洋
学
校
の
東

京
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
が
統
合
さ
れ
て
文
部
省
管
轄
の
官
立

「
東
京
大
学
」
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
新
た
に
一
八
八
六
（
明
治

一
九
）
年
に
「
教
育
令
」
に
代
わ
っ
て
「
帝
国
大
学
令
」
を
含
む

一
連
の
「
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
、
教
育
へ
の
国
家
の
関
与
が
さ

ら
に
強
化
さ
れ
た
。
官
学
に
対
す
る
一
連
の
奨
励
優
遇
策
が
採
ら
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れ
、
そ
の
学
問
水
準
が
一
挙
に
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
政
治
法
制
か
ら
軍
事
外
交
、
経
済
産
業
か
ら
教
育
学
術
な

ど
多
岐
の
分
野
に
わ
た
っ
て
多
く
の
外
国
人
教
師
が
雇
用
さ
れ
た
。

明
治
政
府
が
雇
用
し
た
外
国
人
の
総
数
は
な
か
な
か
確
定
で
き
な

い
が
、
八
〇
〇
名
を
下
ら
な
い
と
さ
れ（
る

）
83

。
待
遇
も
大
臣
並
み
の

高
給
で
優
遇
さ
れ
る
者
も
お
り
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
の
政

府
雇
い
外
国
人
の
月
給
統
計
に
よ
る
と
、
八
〇
〇
円
（
太
政
大
臣

給
相
当
）
以
上
が
一
〇
名
、
一
〇
〇
円
―
二
〇
〇
円
が
総
数
（
五

二
四
名
）
の
三
五
％
、
二
〇
〇
円
―
三
〇
〇
円
お
よ
び
一
〇
〇
円

未
満
が
各
一
八
％
に
な
っ
て
お
り
、
外
国
人
経
費
が
も
っ
と
も
高

か
っ
た
工
部
省
で
は
、
外
国
人
技
師
へ
の
俸
給
支
出
七
六
万
六
八

八
八
円
は
同
省
経
常
経
費
の
三
三
・
七
％
に
上
る
と
い（
う

）
84

。
一
方
、

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
慶
應
義
塾
は
ア
メ
リ
カ
長
老
派
宣
教

師
カ
ロ
ザ
ス
と
グ
ー
ド
マ
ン
を
雇
い
入
れ
て
英
語
を
教
授
さ
せ
、

そ
の
後
も
二
十
余
名
の
外
国
人
教
師
を
採
用
し
て
い
る
が
、
た
と

え
ば
「
高
給
」
と
さ
れ
た
カ
ロ
ザ
ス
の
月
給
で
も
一
二
五
円
で
あ

っ（
た

）
85

。
国
家
の
資
金
力
に
は
と
う
て
い
太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

ま
た
伊
藤
は
立
憲
国
家
と
し
て
の
日
本
の
行
政
を
担
う
人
材
の

養
成
機
関
と
し
て
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
設
立
し
、「
国
制
知
」

を
日
本
に
定
着
さ
せ
よ
う
と
し（
た

）
86

。
法
科
大
学
卒
業
者
に
は
、
高

級
官
僚
へ
の
任
用
上
の
特
権
が
与
え
ら
れ
、
一
八
八
七
（
明
治
二

〇
）
年
の
勅
令
「
文
官
試
験
試
補
及
見
習
規
則
」
に
よ
っ
て
、
帝

国
大
学
卒
業
者
以
外
の
官
僚
志
望
者
に
つ
い
て
は
卒
業
大
学
に
よ

る
受
験
資
格
の
制
限
が
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
帝
国
大
学
の
卒
業

者
に
は
す
べ
て
の
国
家
試
験
に
つ
い
て
、
試
験
免
除
の
特
権
が
与

え
ら
れ（
た

）
87

。

　

海
外
留
学
に
つ
い
て
も
、
破
格
の
待
遇
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

一
八
七
二
（
明
治
）
五
年
の
「
学
制
」
施
行
に
と
も
な
っ
て
能
力

主
義
に
よ
る
選
抜
が
行
わ
れ
、
国
家
に
よ
る
留
学
の
一
元
的
管
理

が
進
ん（
だ

）
88

。
官
選
留
学
生
は
初
等
と
上
等
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
、

前
者
は
中
学
卒
業
者
よ
り
一
五
〇
人
、
後
者
は
大
学
卒
業
者
よ
り

三
〇
人
以
内
を
選
抜
す
る
こ
と
と
し
た
。
初
等
留
学
生
は
五
年
間
、

上
等
留
学
生
は
三
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
本
人
の
希
望
と
教
師
の
見
込

み
に
従
っ
て
、
官
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
学
科
を
修
得
す
る
こ
と
と
し
、

初
等
留
学
生
に
は
年
間
八
〇
〇
円
か
ら
一
、〇
〇
〇
円
、
上
等
留

学
生
に
は
同
じ
く
一
、五
〇
〇
円
か
ら
一
、八
〇
〇
円
が
往
復
旅
費

と
と
も
に
支
給
さ
れ（
た

）
89

。
こ
れ
以
降
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の

「
文
部
省
貸
費
留
学
生
規
則
」、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
の

「
官
費
海
外
留
学
生
規
則
」
な
ど
制
度
は
若
干
変
更
さ
れ
る
が
、

官
立
高
等
教
育
諸
機
関
の
教
員
お
よ
び
学
生
・
卒
業
生
に
対
す
る

手
厚
い
支
援
は
続
き
、
官
費
留
学
は
ほ
ぼ
彼
ら
に
よ
っ
て
独
占
さ
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れ（
た

）
90

。

　

経
済
的
に
も
、
帝
国
大
学
の
学
生
に
は
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ

た
。
帝
国
大
学
の
授
業
料
は
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
月
額

一
円
か
ら
二
円
五
〇
銭
に
一
挙
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
問
題
と
な
っ

た（
が

）
91

、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
か
ら
一
八
八
六
（
明
治
一

九
）
年
に
か
け
て
の
慶
應
義
塾
の
授
業
料
が
毎
月
一
円
七
五
銭
で
、

塾
費
が
内
塾
生
が
二
五
銭
、
通
学
生
が
一
〇
銭
、
寄
宿
舎
費
に
あ

た
る
月
俸
が
二
円
五
〇
銭
か
ら
三
円
で
、
書
籍
費
が
一
〇
銭
で
あ

っ
た
こ（
と

）
92

を
考
え
る
と
、
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
水
準
で
あ
っ
た
。
だ

が
帝
国
大
学
生
へ
は
奨
学
金
提
供
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
一
八
八
六

（
明
治
一
九
）
年
だ
け
で
官
民
あ
わ
せ
て
学
生
約
一
四
〇
名
近
く

へ
の
貸
費
・
給
費
の
奨
学
金
提
供
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
い（
う

）
93

。

慶
應
義
塾
の
学
費
は
割
高
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
帝
国
大
学
を
卒
業
す
れ
ば
官
僚
な
ど
の
道
が
約
束
さ
れ

て
い
た
。
官
僚
の
地
位
は
極
め
て
高
く
、
一
八
九
二
（
明
治
二

五
）
年
に
福
井
県
知
事
に
な
っ
た
牧
野
伸
顕
（
一
八
六
一
―
一
九

四
九
）
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
地
元
民
の
扱
い
は
旧
幕
時
代
の
殿
様

そ
の
ま
ま
で
県
内
視
察
の
際
に
は
土
下
座
し
て
迎
え
ら
れ
た
と
い

う
。
俸
給
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
で
、
高
等
官
で
は
な

い
判
任
官
で
さ
え
最
高
は
九
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
当
時
は
一
坪
二

五
円
で
相
当
な
家
が
建
っ
た
と
い（
う

）
94

。
ま
た
権
限
の
乱
用
に
よ
る

収
入
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ（
る

）
95

。
日
本
経
済
が
ま
だ
発
展
し
て
お

ら
ず
、
有
望
な
勤
め
先
が
少
な
い
時
代
に
あ
っ
て
官
僚
や
軍
人
は

エ
リ
ー
ト
で
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
の
『
人
事
興
信
録
』

に
掲
載
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
の
う
ち
官
僚
は
一
九
・
五
％
を
占
め
る

と
い（
う

）
96

。
そ
の
後
官
僚
の
給
与
水
準
は
相
対
的
に
低
下
す
る
が
、

官
学
へ
の
進
学
は
そ
の
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
へ
の
道
を
拓
い
て
く
れ

る
の
で
あ
る
。

　

多
く
の
若
者
が
官
学
を
目
指
し
た
。
そ
の
人
気
は
、
当
時
の
受

験
雑
誌
の
傾
向
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。「
進
学
案
内
書
」
と
総
称

さ
れ
る
受
験
雑
誌
は
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
初
め
て
出
版

さ
れ
る
が
、
明
治
三
〇
年
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
案
内
書
が

登
場
し
た
。
上
京
に
あ
た
っ
て
の
注
意
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
私
立
学
校
に
は
不
十
分
な
も
の
も
多
い

と
し
、
帝
国
大
学
を
最
優
先
に
志
向
す
る
よ
う
直
截
に
強
調
し
、

高
級
官
僚
と
な
る
可
能
性
と
出
身
学
校
の
関
係
を
記
す
主
張
も
あ

っ（
た

）
97

。
ド
ラ
イ
に
学
校
は
選
択
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

池
田
成
彬
（
一
八
六
七
―
一
九
五
〇
）
は
の
ち
に
三
田
派
の
財

界
人
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
る
人
物
だ
が
、「
帝
大
に
行
く
つ
も

り
」
で
父
の
友
人
で
そ
の
時
の
帝
国
大
学
総
長
だ
っ
た
渡
辺
洪
基

（
一
九
四
八
―
一
九
〇
一
）
に
相
談
す
る
と
「
英
書
を
読
む
力
を

養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
ま
ず
慶
應
義
塾
に
い
っ
て
英
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書
を
読
む
力
を
養
っ
て
、
そ
れ
か
ら
こ
こ
の
大
学
の
選
科
に
入

れ
」
と
助
言
さ
れ
て
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
と
い（
う

）
98

。
渡
辺
洪
基

は
福
澤
に
師
事
し
た
人
物
だ
が
、
彼
も
慶
應
義
塾
を
「
受
験
予
備

校
」
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
。

　

洋
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
私
塾
の
多
く
が
転
機
を
迎
え
、
東
都

三
塾
の
ひ
と
つ
で
あ
る
同
人
社
は
不
振
の
た
め
一
八
八
九
（
明
治

二
二
）
年
に
予
備
校
化
し
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
中
村

正
直
の
死
後
に
廃
校
に
追
い
込
ま
れ（
た

）
99

。
も
う
ひ
と
つ
の
攻
玉
社

は
存
続
す
る
が
、
海
軍
兵
学
校
の
予
備
校
化
し（
た

）
100

。
ま
た
「
仏
学

元
祖
」
と
謳
わ
れ
た
村
上
英
俊
（
一
八
一
一
―
一
八
九
〇
）
も
、

彼
の
許
で
修
め
た
フ
ラ
ン
ス
語
が
実
際
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
通
じ

な
い
と
い
う
評
判
が
広
ま
っ
て
零
落
し
、
晩
年
は
か
つ
て
の
教
え

子
た
ち
の
支
援
に
頼
っ
て
い
た
と
い（
う

）
101

。
か
つ
て
の
名
教
師
や
名

門
塾
が
輝
き
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。

Ⅱ　

慶
應
義
塾
の
大
学
と
し
て
の
改
革

（
１
）
福
沢
諭
吉
か
ら
の
慶
應
義
塾
の
独
立

　

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
「
慶
應
義
塾
維
持
法
案
」
に
よ
っ

て
慶
應
義
塾
の
存
続
が
決
議
さ
れ
、
翌
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）

年
に
は
「
慶
應
義
塾
仮
憲
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
慶
應
義
塾
は
福
澤
個
人
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

も
慶
應
義
塾
の
基
本
方
針
を
め
ぐ
っ
て
福
澤
と
、
新
し
く
慶
應
義

塾
運
営
の
中
心
と
な
る
小
幡
篤
次
郎
、
小
泉
信
吉
（
一
八
四
九
―

一
八
九
四
）、
門
野
幾
之
進
、
鎌
田
栄（
吉

）
102

ら
の
間
に
対
立
が
み
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
の
、
門
弟
ら
の
意
見
が
次
第
に
力
を
得

て
い
く
こ
と
に
な（
る

）
103

。
一
方
で
福
澤
は
慶
應
義
塾
と
の
関
係
を
な

る
べ
く
薄
く
し
て
お
く
方
が
よ
い
と
考
え
て
い
た
と
い（
う

）
104

。
一
八

八
七
（
明
治
二
〇
）
年
、
彼
の
生
前
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

福
澤
は
慶
應
義
塾
の
学
校
敷
地
の
名
義
を
自
分
か
ら
慶
應
義
塾
に

移
す
と
発
表
し
た
ほ
ど
で
あ（
る

）
105

。

　

こ
の
頃
か
ら
福
澤
は
言
論
人
・
起
業
家
と
し
て
の
活
動
を
さ
ら

に
精
力
的
に
展
開
し
て
い
く
。
福
澤
は
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）

年
に
交
詢
社
を
設
立
し
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
『
時
事

新（
報

）
106

』
を
創
刊
し
た
。『
時
事
新
報
』
は
、
福
沢
の
名
声
に
も
支

え
ら
れ
て
た
ち
ま
ち
東
京
の
最
有
力
紙
の
一
つ
に
発
展
し
、
福
沢

は
み
ず
か
ら
論
説
を
執
筆
あ
る
い
は
チ
ェ
ッ
ク
し
、
本
紙
に
掲
載

さ
れ
た
彼
の
多
く
の
主
張
は
世
論
や
政
府
政
策
の
動
向
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
以
降
、
福
澤
の

執
筆
活
動
は
『
時
事
新
報
』
上
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
で
、
商
機
を
見
る
に
敏
な
福
澤
は
若
い
頃
か
ら
事
業
を
試

み
て
い
た
が
、
銀
行
、
鉄
道
、
電
気
、
保
険
な
ど
多
く
の
新
規
事

業
に
投
資
し
、
横
浜
正
金
銀
行
や
丸
善
な
ど
の
設
立
に
深
く
関
わ
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107

。
の
ち
に
「
電
力
王
」
と
呼
ば
れ
る
娘
婿
福
澤
桃
介
（
一
八

六
八
―
一
九
三
八
）
の
事
業
は
、
あ
る
意
味
で
は
福
澤
の
事
業
に

対
す
る
先
見
の
明
と
人
脈
を
反
映
し
て
い
よ（
う

）
108

。
そ
し
て
福
澤
は

多
く
の
門
弟
を
民
間
事
業
に
送
り
こ
ん
だ
。
代
表
的
な
例
と
し
て

は
岩
﨑
弥
太
郎
に
請
わ
れ
て
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
三
菱
に

入
社
し
た
荘
田
平
五（
郎

）
109

、
明
治
生
命
を
設
立
し
た
阿
部
泰
蔵
（
一

八
四
九
―
一
九
二
四
）、
井
上
馨
の
推
挽
で
一
八
九
一
（
明
治
二

四
）
年
に
三
井
に
入
っ
た
中
上
川
彦
次（
郎

）
110

な
ど
が
お
り
、
枚
挙
に

暇
が
な
い
。
特
に
中
上
川
は
、
破
綻
の
淵
に
あ
っ
た
三
井
を
建
て

直
し
て
銀
行
業
務
を
改
革
し
、
多
く
の
福
澤
門
下
を
三
井
家
の
事

業
に
迎
え
入
れ
て
彼
ら
に
飛
躍
の
機
会
を
与
え（
た

）
111

。

（
２
）
大
学
部
設
立

　

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
一
月
、
大
学
部
設
置
の
た
め
「
慶

應
義
塾
資
本
金
」
の
募
集
が
開
始
さ
れ
た
。
さ
ら
に
八
月
に
は

「
慶
應
義
塾
規
約
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
し
て
同
年
一
〇
月
に
そ
れ

に
基
づ
い
て
最
初
の
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
て
慶
應
義
塾
に
法
人

と
し
て
の
体
制
が
正
式
に
つ
く
ら
れ（
た

）
112

。
翌
一
八
九
〇
（
明
治
二

三
）
年
一
月
に
は
「
大
学
部
」
が
発
足
し
、
文
学
・
理
財
・
法
律

の
三
科
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
従
来
の
正
科
・
別
科
を
普
通
部
と

し
、
研
究
教
育
の
高
度
化
を
図
り
、
外
国
人
教
員
を
ア
メ
リ
カ
よ

り
招
聘
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
れ
以
前
に
も
福
澤
は
日
本
在
住
の
宣
教
師
な
ど
に
講
義
を
依

頼
し
て
お
り
、
前
述
の
カ
ロ
ザ
ス
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
数
は

二
五
名
に
の
ぼ
っ
て
い（
た

）
113

。
特
に
聖
公
会
の
宣
教
師
ア
ー
サ
ー
・

ロ
イ
ド
（
一
八
五
二
―
一
九
一（
一

）
114

）
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
福
音
宣
教
協
会
に
教
員
派
遣
を
求
め
た
り
、
一

時
期
は
慶
應
義
塾
の
英
語
教
育
全
体
を
統
括
し
て
い（
た

）
115

。
だ
が
、

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
宣
教
師
ア
ー
サ
ー
・
ナ
ッ
プ
（
一
八
四
一
―

一
九
二
一
）
と
の
競
争
に
敗
れ
た
よ
う
な
か
た
ち
で
一
時
慶
應
義

塾
を
去
っ
て
い（
た

）
116

。

　

官
立
に
負
け
な
い
専
門
的
な
教
育
を
行
え
る
人
材
を
求
め
て
、

福
澤
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
総
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｗ
・
エ
リ
オ
ッ
ト

（
一
八
三
四
―
一
九
二
六
）
と
折
衝
し
、
三
名
の
招
聘
に
成
功
し（
た

）
117

。

文
学
科
（
以
下
、
文（
科

）
118

）
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
リ
ス
カ
ム
（
一
八

四
八
―
一
八
九
三
）
が
着
任
し
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
か

ら
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
修
辞
学
と
英
文
学
を
講
義
し
た
。

理
財
科
に
は
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
（
一
八
六
〇
―
一
九

二
七
）
が
招
か
れ
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
か
ら
一
八
九
八

（
明
治
三
一
）
年
に
経
済
学
主
任
教
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
法
律

科
で
は
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
リ
・
ウ
ィ
グ
モ
ア
（
一
八
六
三
―
一
九
四

三
）
が
教
鞭
を
と
り
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
か
ら
一
八
九



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

四
四　
（
四
四

二
（
明
治
二
五
）
年
に
法
律
科
主
任
教
員
と
し
て
教
育
に
あ
た
っ

た
。
彼
ら
の
年
俸
は
当
初
二
三
〇
〇
円
で
、
そ
れ
ま
で
の
ロ
イ
ド

や
カ
ロ
ザ
ス
な
ど
へ
の
報
酬
を
考
え
れ
ば
、
大
き
な
決
断
を
有
し

た
事
業
だ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
布
陣
に
よ
っ
て
「
大
学
部
」
を
設
置

し
、
慶
應
義
塾
は
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
一
方
、「
當
時

大
學
部
の
教
師
は
殆
ど
外
來
の
講（
師

）
119

」
で
、
こ
の
と
き
の
日
本
人

教
員
の
う
ち
、
大
学
部
発
足
以
前
か
ら
慶
應
義
塾
で
教
員
を
し
て

い
た
の
は
文
科
の
門
野
幾
之
進
（
論
理
学
）、
理
財
科
の
小
幡
篤

次
郎
（
作
文
）、
森
下
岩
楠
（
日
本
作
文
）、
真
中
直
道
（
経
済

学
）、
永
田
健
助
（
商
業
地
理
）
の
五
名
に
過
ぎ
な
か
っ（
た

）
120

。

　

新
し
く
船
出
し
た
こ
れ
ら
の
三
学
科
の
う
ち
で
健
闘
し
た
の
は

理
財
科
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
教
育
内
容
が

当
時
の
日
本
で
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
高
度
な
水
準
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
は
自
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構

成
か
ら
主
要
科
目
の
講
義
ま
で
行
い
、
教
育
に
精
力
を
傾
け（
た

）
121

。

彼
が
離
任
す
る
と
、
エ
ノ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ
（
一
八
六
九
―

一
九
五
七
）
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
着
任
し
、
一
八
九
八
（
明
治
三

一
）
年
か
ら
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
第
二
代
経
済
学
主
任

教
員
と
し
て
活
動
し
、「
経
済
学
原
理
」、「
近
世
経
済
史
」、「
財

政
学
」
な
ど
主
要
な
科
目
の
ほ
と
ん
ど
を
一
人
で
教
え（
た

）
122

。
こ
の

約
二
〇
年
間
の
継
続
的
な
教
育
が
理
財
科
の
名
声
の
基
礎
と
な
っ

た
。
そ
の
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
で
は
経
済
学
・
経
営
学
を
専
門

的
に
は
教
え
て
お
ら
ず
、
こ
の
分
野
で
は
高
度
な
教
育
を
受
け
ら

れ
る
の
が
東
京
圏
で
は
慶
應
義
塾
の
他
に
高
等
商
業
学
校
（
一
橋

大
学
の
前
身
）
し
か
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
だ
ろ（
う

）
123

。

　

一
方
、
法
律
科
と
文
科
は
不
振
だ
っ
た
。
一
つ
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
初
代
主
任
教
員
の
ウ
ィ
グ
モ
ア
と
リ
ス
カ
ム
の
在
任
期
間
が

短
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
だ
ろ
う
。
ウ
ィ
グ
モ
ア
は
約
三
年
間

で
離
任
し
、
リ
ス
カ
ム
も
病
気
の
た
め
一
八
九
三
年
に
帰
国
を
余

儀
な
く
さ
れ（
た

）
124

。
高
度
な
教
育
が
定
着
す
る
に
は
時
間
が
足
ら
な

か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
法
律
科
に
つ
い
て
い
え
ば
、
法
律
に
つ
い

て
の
専
門
的
教
育
の
伝
統
が
途
絶（
え

）
125

、
さ
ら
に
①
授
業
料
が
高
額

で
、
他
の
私
立
法
律
学
校
の
約
三
倍
相
当
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
文

部
省
に
よ
る
「
特
別
認
可
学
校
規
則
（
明
治
二
一
年
五
月
五
日
、

文
部
省
令
第
三
号
）」
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ず
、
司
法
官
や
行
政

官
へ
の
官
途
を
閉
ざ
さ
れ
、
代
言
人
（
弁
護
士
）
資
格
試
験
の
道

し
か
な
か
っ
た
こ
と
、
③
入
学
試
験
が
ひ
じ
ょ
う
に
難
し
く
、
外

部
か
ら
の
受
験
者
に
不
利
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
法
律
科
開
設
後
一

〇
年
間
の
総
卒
業
生
が
三
〇
名
に
過
ぎ
ず
、
や
は
り
私
学
で
あ
っ

た
明
治
法
律
学
校
の
単
年
度
の
卒
業
生
が
約
三
〇
〇
名
だ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
人
気
が
な
か
っ
た
と
さ
れ（
る

）
126

。

　

文
科
は
さ
ら
に
困
難
を
極
め
た
。
リ
ス
カ
ム
が
帰
国
し
た
の
ち



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

四
五　
（
四
五

は
、
前
述
の
ロ
イ
ド
が
再
び
中
心
と
な
り
、
そ
の
の
ち
は
幕
末
に

開
港
を
迫
っ
た
ペ
リ
ー
提
督
の
従
孫
で
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
講
師

な
ど
を
務
め
た
ト
ー
マ
ス
・
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ペ
リ
ー
（
一
八
四

五
―
一
九
二
八
）
が
主
任
教
師
を
務
め
た
。
だ
が
前
述
の
よ
う
に
、

卒
業
後
の
進
路
に
事
欠
い
て
い
た
上
に
、「
文
科
」
の
教
育
内
容

は
学
生
の
求
め
る
も
の
と
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
ペ
リ
ー
に
は

四
名
し
か
学
生
が
お
ら
ず
、「
ほ
か
の
連
中
は
経
済
学
の
勉
強
以

外
、
何
事
も
気
に
入
ら
な
い
」
と
嘆
い
た
と
い（
う

）
127

。
林
毅
陸
は
一

八
九
二
（
明
治
二
五
年
）
に
「
正
科
」
を
卒
業
し
た
が
、
同
期
卒

業
者
二
七
名
中
で
唯
一
大
学
部
に
進
ん
だ
者
で
、
大
学
部
は
「
物

好
き
の
行
く
所
と
な
つ
て
い
た
や
う
で
あ（
る

）
128

」
と
回
顧
し
て
い
る
。

　

理
財
科
な
ど
の
改
革
に
一
定
の
効
果
は
み
ら
れ
て
い
た
が
、
一

八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
大
学
部
廃
止
の
議
論
が
起
こ
っ
た
。

「
慶
應
義
塾
独
自
の
幼
稚（
舎

）
129

（
五
年
）
プ
ラ
ス
普
通
部
（
普
通
科

三
年
・
高
等
科
二
年
）
と
い
う
、
い
わ
ば
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
的
な

教
育
課
程
を
置
い
て
発
展
し
て
き
た
こ
の
学
校
の
卒
業
生
の
ほ
と

ん
ど
が
、
そ
の
ま
ま
実
業
の
世
界
に
出
て
行
き
、
新
た
に
開
設
さ

れ
た
大
学
部
に
進
学
し
て
法
律
学
・
理
財
学
・
文
学
の
専
門
教
育

を
受
け
、
専
門
的
な
職
業
に
突
こ
う
と
す
る
者
が
一
向
に
増
え
な

か
っ
た
た
め
で
あ（
る

）
130

」。
国
家
試
験
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
民

間
分
野
に
進
む
学
生
が
多
か
っ
た
慶
應
義
塾
で
は
、
あ
る
程
度
ス

キ
ル
を
学
び
、
人
脈
を
築
け
れ
ば
「
卒
業
証
書
」
は
重
要
で
は
な

か
っ
た
と
い
え
よ
う
。「
電
力
の
鬼
」
と
呼
ば
れ
て
戦
後
の
電
力

業
界
の
基
礎
を
す
え
た
松
永
安
左
衛
門
（
一
八
七
五
―
一
九
七

一
）
の
よ
う
に
、
中
途
退
学
し
た
者
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ（
る

）
131

。

第
四
期
の
評
議
員
会
は
、
中
上
川
彦
次
郎
の
発
議
に
よ
っ
て
、
大

学
部
の
廃
止
と
、
高
等
部
の
拡
充
を
図
る
と
し
て
福
澤
に
提
案
し

た
。
だ
が
福
澤
の
反
対
を
受
け（
て

）
132

、
逆
に
大
学
部
の
維
持
拡
張
が

決
ま
り
寄
付
を
募
る
こ
と
と
な
っ（
た

）
133

。

　

い
く
つ
も
の
改
革
案
が
模
索
さ
れ
る
中（
で

）
134

、
慶
應
義
塾
の
教
育

を
立
て
直
す
た
め
に
な
さ
れ
た
試
み
の
一
つ
が
留
学
生
派
遣
で
あ

る
。
学
校
財
政
の
み
な
ら
ず
、
教
員
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。
国
家
が
強
化
し
つ
つ
あ
っ
た
設
置
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
は
慶
應
義

塾
の
学
問
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
た
。
国
費
を
背
景
と
し
て
帝

国
大
学
は
急
速
に
声
望
を
高
め
て
お
り
、
優
れ
た
教
員
を
確
保
す

る
た
め
、
留
学
生
を
外
国
に
派
遣
し
て
「
新
知
識
」
を
学
ば
せ
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
初
期
の
福
澤
門
下
の
留
学
生
と
し
て
は
、
中
津
藩
士
で
幕
臣

の
列
に
加
わ
っ
て
一
八
六
六
（
慶
應
二
）
年
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し

た
福
澤
英
之
助
（
一
八
四
七
―
一
九
〇
〇
）、
土
佐
藩
の
留
学
生

と
し
て
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
に
渡
英
し
た
馬
場
辰
猪
や
、
や
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四
六　
（
四
六

は
り
草
創
期
の
教
員
を
務
め
旧
中
津
藩
主
奥
平
昌
邁
の
留
学
に
随

行
し
て
一
九
七
一
（
明
治
四
）
年
に
渡
米
し
た
小
幡
甚
三
郎
（
一

八
四
六
―
七（
三

）
135

）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
だ
が
福
澤
と
慶
應
義
塾
に

強
く
関
わ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
中
上
川
彦
次
郎
が
、
や
は

り
塾
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
小
泉
信（
吉

）
136

と
と
も
に
一
八
七
四

（
明
治
七
）
年
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
の
を
嚆
矢
と
す
る
。
中
上

川
が
熱
心
に
洋
行
を
希
望
し
、
福
澤
に
懇
願
し
た
結
果
と
い（
う

）
137

。

留
学
資
金
は
、
小
泉
は
出
身
で
あ
っ
た
紀
州
徳
川
家
の
支
給
に
よ

り
、
中
上
川
彦
次
郎
は
叔
父
で
あ
る
福
澤
の
援
助
に
よ
っ
た
。
さ

ら
に
福
澤
の
長
男
一
太
郎
（
一
八
六
三
―
一
九
三（
八

）
138

）
と
次
男
捨

次
郎
（
一
八
六
五
―
一
九
二（
六

）
139

）
が
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年

に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
留
学
し
た
。
一
太
郎
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
な

ど
で
、
捨
次
郎
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
学
ん
だ
が
、

彼
ら
の
留
学
費
用
は
慶
應
義
塾
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
福
澤
個
人

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
。

　

次
い
で
池
田
成
彬
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
彼
の
場
合
は
慶
應
義
塾

の
派
遣
で
あ
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
へ
留
学
生
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
理
財
科
で
は
池
田
が

候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
。
慶
應
義
塾
以
外
で
も
英
国
人
な
ど
に
学
ん

だ
池
田
は
英
語
に
堪
能
で
、
新
任
教
員
の
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
に
も
評

価
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
奨
学
金
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
彼

は
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
渡
米
し
た
が
、
日
米
で
齟
齬
が
あ

り
、
結
局
池
田
の
父
が
保
証
人
と
な
っ
て
義
塾
か
ら
借
金
す
る
形

で
留
学
費
用
を
賄
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ（
る

）
140

。

　

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
四
月
鎌
田
栄
吉
が
塾
長
に
な
り
、

同
年
九
月
福
澤
が
脳
溢
血
で
倒
れ
た
。
一
度
は
奇
跡
的
な
回
復
を

見
せ
た
も
の
の
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
二
月
二
度
目
の
発

病
に
よ
り
福
澤
は
そ
の
文
明
開
化
の
先
導
者
と
し
て
歩
ん
だ
生
涯

の
幕
を
閉
じ
、
慶
應
義
塾
の
基
本
方
針
は
鎌
田
ら
に
委
ね
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
鎌
田
は
す
で
に
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
か
ら

一
年
半
ほ
ど
外
遊
し
、
欧
米
各
国
の
教
育
・
行
政
な
ど
を
視
察
し

て
お
り
、
留
学
生
派
遣
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

義
塾
財
政
の
問
題
は
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
め
年
会

費
で
寄
付
を
募
る
維
持
会
が
発
足
し（
た

）
141

。
鎌
田
は
有
力
な
資
産
家

か
ら
多
額
の
資
金
を
得
る
従
来
の
形
の
み
な
ら
ず
、
英
国
の
郵
便

制
度
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
一
口
五
〇
銭
と
い
う
少
額
で
寄
付
を

集
め
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。
福
澤
亡
き
後
、
慶
應
義
塾
を
よ
り

多
く
の
塾
員
で
支
え
る
こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の

で
あ（
る

）
142

。

　

こ
れ
ら
の
浄
財
に
基
づ
き
「
大
学
教
育
に
最
も
困
難
を
感
ず
る

は
適
任
の
教
師
を
得
る
の
一
事
に
し
て
、
本
塾
大
学
の
如
き
も
、

始
め
は
専
ら
外
国
人
の
外
、
世
間
の
学
者
に
依
頼
し
て
用
を
弁
じ



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

四
七　
（
四
七

た
れ
ど
、
何
時
ま
で
も
此
有
様
に
満
足
す
る
を
得（
ず

）
143

」
と
し
て
、

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
六
名
の
外
国
留
学
生
を
派
遣
し
た
。

文
科
出
身
の
川
合
貞
一
と
気
賀
勘
重
（
一
九
七
三
―
一
九
四
四
：

教
員
と
し
て
は
理
財
科
で
教
鞭
を
と
っ
た
）
と
法
学
科
出
身
の
神

戸
寅
次
郎
（
一
八
六
五
―
一
九
三
九
）
が
ド
イ
ツ
に
、
理
財
科
出

身
の
名
取
和
作
（
一
八
七
二
―
一
九
五
九
）
と
堀
江
帰
一
（
一
八

七
六
―
一
九
二
七
）
が
ア
メ
リ
カ
に
先
に
出
発
し
、
六
か
月
後
に

法
学
科
出
身
の
青
木
徹
二
（
一
九
七
三
―
一
九
三
〇
）
が
ド
イ
ツ

に
渡
っ
た
。
彼
ら
の
留
学
費
用
の
捻
出
を
め
ぐ
っ
て
も
苦
労
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
名
取
和
作
と
堀
江
帰
一
に
は
四
〇
〇
〇

円
、
神
戸
寅
次
郎
に
は
三
〇
〇
〇
円
、
経
済
的
に
余
裕
が
あ
っ
た

川
合
貞
一
と
気
賀
勘
重
に
は
一
〇
〇
〇
円
を
支
給
し
た
。
し
か
し

金
額
的
に
は
、
官
費
留
学
に
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
と
い（
う

）
144

。
こ
れ

は
日
本
の
私
学
の
最
初
の
試
み
で
、「
塾
派
遣
留
学
制
度
」
は
、

限
ら
れ
た
財
源
に
よ
り
な
が
ら
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
ま
で

に
総
数
六
七
名
の
留
学
生
を
送
り
出
す
こ
と
に
な（
る

）
145

。

　

一
方
で
、
こ
の
頃
、
す
な
わ
ち
日
清
戦
争
前
後
か
ら
日
本
の
産

業
構
造
は
変
化
し
つ
つ
あ（
り

）
146

、
新
し
い
状
況
に
応
じ
た
ス
キ
ル
を

備
え
た
人
材
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
帝
国
大
学
だ

け
で
は
そ
の
需
要
に
対
応
で
き
ず
、
ま
た
前
述
の
受
験
雑
誌
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
進
学
熱
も
高
ま
っ
て
い
た
。
尋
常
中
学
校
の
卒
業

者
数
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
は
七
九
二
人
で
あ
っ
た

も
の
が
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
は
一
五
八
一
人
、
一
八

九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
二
四
五
八
人
、
一
八
九
八
（
明
治
三

二
）
年
に
四
一
七
五
人
と
激
増
し
た
。
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学

希
望
者
も
大
幅
に
伸
び
、
高
等
学
校
を
例
に
取
れ
ば
、
入
学
志
願

者
に
対
す
る
合
格
者
の
比
率
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
六

六
％
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
五
六
％
、
一
八
九
七
（
明
治

三
〇
）
年
四
五
％
と
低
下
し
、
以
後
も
四
〇
％
台
で
推
移
す
る
と

い
う
。
ま
た
従
来
の
よ
う
に
「
士
族
」
だ
け
で
な
く
、「
平
民
」

も
社
会
的
上
昇
を
目
指
し
て
教
育
へ
の
志
向
も
高
め
て
い（
た

）
147

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
慶
應
義
塾

大
学
部
に
「
政
治
科
」
が
新
設
さ
れ
、
さ
ら
に
従
来
と
異
な
り
大

学
部
卒
業
を
も
っ
て
「
慶
應
義
塾
卒
業
」
と
し
た
こ
と
で
大
学
部

在
学
者
数
は
増
え
、
慶
應
義
塾
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
度

以
降
は
財
政
に
剰
余
金
が
生
じ
、
全
体
と
し
て
の
大
学
部
の
黒
字

経
営
が
実
現
し（
た

）
148

。
前
述
の
中
上
川
彦
次
郎
の
三
井
系
な
ど
、
福

澤
が
築
い
た
三
田
人
脈
が
実
業
界
で
強
か
っ
た
の
も
大
き
く
影
響

し
た
で
あ
ろ
う
。
理
財
科
は
「
わ
が
国
の
実
業
界
に
、
最
も
多
く

の
人
材
を
供
給
し
た
の
は
、
本
校
に
敵
す
る
も
の
な
く
、
そ
の
実

業
界
に
於
け
る
勢
力
は
、
実
に
帝
大
の
遠
く
及
び
所
で
は
な（
い

）
149

」

と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
文
科
は
在
籍
者
が
い
な
い
た



史
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四
八　
（
四
八

め
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
か
ら
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）

年
に
か
け
て
一
時
廃
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ（
り

）
150

、
打
開
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
た
。

　

国
家
の
関
与
が
な
い
ま
ま
に
、
す
で
に
帝
国
大
学
以
外
の
、
官

立
公
立
私
立
を
問
わ
ず
、
数
多
く
学
校
群
が
存
在
し
て
い
た（
が

）
151

、

新
し
い
状
況
に
応
じ
て
帝
国
大
学
を
含
め
た
学
制
改
革
が
求
め
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
新
た
な
帝
国
大
学
な
ど
の
官
立
学
校

の
整
備
が
進
め
ら
れ
た（
が

）
152

、
議
論
を
私
学
に
限
定
す
れ
ば
、
一
九

〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
「
専
門
学
校
令
」
が
発
布
さ
れ
、
当
時

「
専
門
学
校
」
と
呼
ば
れ
た
「
高
等
の
学
術
技
芸
に
関
す
る
教
育

を
施
す
」
学
校
の
整
備
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
法
令
は
帝
国
大
学
・

高
等
学
校
（
旧
制
）・
高
等
師
範
学
校
以
外
の
す
べ
て
の
高
等
教

育
機
関
を
対
象
と
し
、
入
学
資
格
は
「
中
学
校
若
ハ
修
業
年
限
四

箇
年
以
上
ノ
高
等
女
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
又
ハ
之
ト
同
等
ノ
学

力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
検
セ
ラ
レ
タ
ル
者
」、
修
業
年
限
は
「
三
箇

年
以
上
」、「
専
門
学
科
ニ
於
テ
ハ
予
科
、
研
究
科
及
別
科
ヲ
置
ク

コ
ト
ヲ
得
」
な
ど
か
ら
な
る
一
二
条
の
勅
令
だ
が
、「
専
門
学

校
」
の
設
置
廃
止
は
文
部
大
臣
の
許
可
を
必
要
と
す
る
と（
し

）
153

、
国

家
の
統
制
と
監
督
の
下
に
置
く
も
の
で
あ
っ（
た

）
154

。
同
時
に
公
布
さ

れ
た
「
公
立
私
立
専
門
学
校
規
定
」
は
、
認
可
を
得
る
た
め
の
諸

条
件
と
し
て
、
適
切
な
校
地
・
校
舎
・
教
具
な
ど
の
物
的
条
件
と

と
も
に
、
教
員
資
格
、
備
え
る
べ
き
書
類
や
帳
簿
、
学
則
に
規
定

す
べ
き
事
項
な
ど
を
細
か
く
定
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
が
ど

れ
ほ
ど
厳
格
に
適
用
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、

実
態
に
お
い
て
多
く
の
私
学
が
専
任
教
員
を
有
さ
ず
時
間
講
師
に

依
存
し
て
い
た
。
ま
た
「
中
学
校
若
ハ
修
業
年
限
四
箇
年
以
上
ノ

高
等
女
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
」
と
い
う
入
学
者
の
卒
業
資
格
な

ど
も
、
基
準
を
達
成
す
る
の
が
厳
し
か
っ
た
と
さ
れ（
る

）
155

。

　

文
部
省
の
認
可
を
受
け
る
に
あ
た
り
、「
専
門
学
校
令
」
に
よ
っ

て
慶
應
義
塾
も
大
学
部
（
三
年
制
）
に
二
年
制
の
予
科
を
設
置（
し

）
156

、

従
来
か
ら
の
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
の
伝
統
を
生
か
し
つ
つ
、
次

第
に
大
学
部
を
中
心
と
す
る
一
貫
教
育
体
制
を
つ
く
っ
て
い（
く

）
157

。

だ
が
教
員
の
基
礎
資
格
は
帝
国
大
学
の
「
学
士
」
と
規
定
さ
れ
て

お（
り

）
158

、
教
員
を
集
め
る
こ
と
は
喫
緊
の
問
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。
の

ち
に
史
学
科
の
科
目
を
担
当
す
る
者
た
ち
に
限
定
す
れ
ば
、
こ
の

頃
に
四
名
が
予
科
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
史
学
科
の
主

要
教
員
と
な
る
占
部
百
太
郎
（
一
八
六
九
―
一
九
四
五
）
と
阿
部

秀
助
（
一
八
七
六
―
一
九
二
五
）、
哲
学
科
の
教
員
で
長
く
「
歴

史
哲
学
」
を
講
じ
た
船
田
三
郎
（
一
八
八
一
―
一
九
五
〇
）
と
文

科
の
教
員
で
一
九
二
二
年
と
二
三
年
に
史
学
科
で
「
仏
文
学
」
の

科
目
を
担
当
し
た
廣
瀬
哲
士
（
一
八
八
三
―
一
九
五
二
）
で
あ
る
。

　

彼
ら
の
採
用
状
況
は
若
干
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
占
部
は
一



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

四
九　
（
四
九

八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
文
科
を
卒
業
し
『
時
事
新
報
』
な
ど

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
と
、
慶
應
義
塾
の
教
務
係
や
商
業
学

校
さ
ら
に
後
述
の
『
慶
應
義
塾
學
報
』
編
集
主
任
な
ど
を
行
き
来

し
た
の
ち
、
慶
應
義
塾
の
教
員
に
復
職
し
、
図
書
館
長
や
理
事
も

務
め
た
慶
應
義
塾
生
え
抜
き
の
人
物
で
、
一
九
〇
六
（
明
治
三

九
）
年
に
予
科
で
「
日
本
作
文
」
を
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）

年
か
ら
「
歴
史
」
を
担
当
し（
た

）
159

。
阿
部
秀
助
は
東
京
帝
国
大
学
学

士
で
リ
ー
ス
の
女
婿
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
福
田
徳
三
の
紹
介

に
よ
り
慶
應
義
塾
に
奉
職
し
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
よ
り
予

科
で
「
地
理
」
と
「
歴
史
」
を
担
当
し（
た

）
160

。
船
田
は
一
九
〇
七

（
明
治
四
〇
）
年
に
予
科
で
ド
イ
ツ
語
と
論
理
学
を
教
え
始
め
て

い（
る

）
161

。
廣
瀬
は
帝
国
大
学
仏
文
科
卒
業
後
に
慶
應
義
塾
に
奉
職
し

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
三
月
に
退
職
し
て
実
業
畑
に
転
じ
た
人

物
だ
が
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
よ
り
予
科
で
フ
ラ
ン
ス
語

を
担
当
し
た
。
廣
瀬
が
慶
應
義
塾
退
職
後
に
回
顧
し
た
記（
事

）
162

に
よ

る
と
、
彼
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
夏
に
初
め
て
慶
應
義

塾
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
予
科
主（
任

）
163

の
気
賀
勘
重
に
そ
の
日
初

め
て
会
い
、「
聊
か
も
運
動
を
せ
ず
、
一
人
の
競
争
者
も
な
く
、

來
な
い
か
と
云
は
れ
た
ま
ま
、
參
り
ま
す
と
答
え
て
、
明
治
四
十

年
の
私
の
就
職
は
、
極
め
て
簡
單
に
決
定
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

当
時
は
「
学
士
」
が
少
な
く
、
や
は
り
有
力
な
仲
介
者
は
い
た
だ

ろ
う
が
、
売
り
手
市
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

高
等
教
育
を
受
け
た
人
材
の
要
請
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
早
稲
田

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
私
立
学
校
が
次
々
と
「
大
学
」
と
称
し
て

い
く
な
か
で
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
学
制
改
革
を
目
的
と

し
て
「
臨
時
教
育
会
議
」
が
設
置
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
下

に
お
け
る
欧
米
諸
国
の
教
育
競
争
を
直
接
の
契
機
と
し
、
大
戦
後

に
お
け
る
日
本
の
国
際
的
地
位
の
向
上
と
、
国
内
外
に
お
け
る
社

会
・
思
想
問
題
に
対
し
て
国
体
の
精
華
の
宣
揚
を
目
的
と
し
、
小

学
教
育
、
高
等
普
通
教
育
、
大
学
教
育
お
よ
び
専
門
教
育
、
師
範

教
育
、
視
学
制
度
、
女
子
教
育
、
実
業
教
育
、
通
俗
教
育
、
学
位

制
度
の
九
項
目
に
つ
い
て
諮
詢
さ
れ
た
。
官
僚
や
帝
国
大
学
関
係

者
が
委
員
の
多
数
を
占
め
た
が
、
塾
長
の
鎌
田
栄
吉
や
日
本
女
子

大
の
成
瀬
仁
蔵
（
一
八
五
八
―
一
九
一
九
）
な
ど
の
私
学
関
係
者

や
、
荘
田
平
五
郎
な
ど
の
財
界
人
、
の
ち
に
は
早
稲
田
大
学
の
平

沼
淑
郎
（
一
八
六
四
―
一
九
三
八
）
な
ど
も
委
員
と
し
て
審
議
に

加
わ
っ
て
答
申
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
一
九
一
八
（
大
正

七
）
年
「
大
学
令
」
が
公
布
さ
れ（
た

）
164

。

　

高
等
教
育
に
関
し
て
は
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
の
「
帝

国
大
学
令
」
以
降
、
法
制
上
で
の
大
学
は
官
立
の
帝
国
大
学
に
限

ら
れ
、
有
力
私
学
で
大
学
に
準
ず
る
内
容
・
設
備
を
も
つ
高
等
教

育
機
関
は
「
大
学
」
を
呼
称
し
な
が
ら
も
、
法
制
上
は
一
九
〇
三



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

五
〇　
（
五
〇

（
明
治
三
六
）
年
の
専
門
学
校
令
に
よ
る
専
門
学
校
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
「
大
学
令
」
お
よ
び
「
高
等
学
校

令
」
に
よ
っ
て
、
従
来
の
官
立
綜
合
大
学
で
あ
る
帝
国
大
学
の
ほ

か
に
官
立
の
単
科
大
学
や
公
立
・
私
立
の
各
大
学
が
認
可
さ
れ
た
。

私
立
大
学
は
財
団
法
人
に
限
定
し
、
そ
の
設
立
廃
止
は
勅
裁
を
得

て
文
部
大
臣
が
認
可
す
る
と
し
、
大
学
の
修
業
年
限
は
三
年
（
医

学
部
の
み
四
年
）、
大
学
予
科
は
三
年
ま
た
は
二
年
と
し
た
。
入

学
資
格
は
、
大
学
予
科
・
高
等
学
校
高
等
科
を
終
え
た
も
の
と
し
、

大
学
予
科
の
入
学
資
格
は
中
学
校
四
年
修
了
以
上
と
し
た
。
ま
た

私
立
大
学
教
員
の
採
用
に
は
文
部
大
臣
の
認
可
を
要
す
る
と
し（
た

）
165

。

　
「
大
学
令
」
の
設
置
認
可
の
条
件
は
、
同
時
に
出
さ
れ
た
「
大

学
設
立
認
可
内
規
」
な
ど
に
よ
っ
て
「
専
門
学
校
令
」
下
に
お
い

て
よ
り
も
厳
し
く
さ
れ
、
基
本
財
産
や
供
託
金
、
設
備
、
専
任
教

員
の
確
保
、
基
準
に
か
な
う
入
学
者
、
高
等
学
校
（
旧
制
）
と
同

一
基
準
に
よ
る
予
科
の
設
置
な
ど
難
問
が
課
せ
ら
れ（
た

）
166

。
教
員
の

基
礎
資
格
は
帝
国
大
学
の
「
学
士
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
戦

前
期
を
通
し
て
、
帝
大
教
授
に
な
る
た
め
に
は
、
二
～
三
年
の
海

外
留
学
が
必
須
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
帝
国
大
学
の
「
学

士
」
全
員
が
、
海
外
留
学
の
機
会
に
与
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
二
～
三
年
の
海
外
留
学
は
、
帝
大
「
学
士
」
と

い
う
条
件
よ
り
上
位
の
教
授
就
任
要
件
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と

い（
う

）
167

。

　

最
初
の
六
名
の
留
学
生
た
ち
に
続
い
て
、
田
中
萃
一
郎
ら
も
海

外
に
派
遣
さ
れ
、
の
ち
に
は
前
述
の
占
部
ら
の
四
名
の
予
科
教
員

も
慶
應
義
塾
に
よ
っ
て
留
学
の
機
会
を
与
え
ら
れ
本
科
教
員
と
な

っ
た
。「
学
士
」
で
は
な
か
っ
た
占
部
は
先
に
一
九
一
一
（
明
治

四
四
）
年
八
月
か
ら
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
三
月
に
留
学
し
て

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
文
科
教
員
と
な
っ
て
い
る
。
一
方

「
学
士
」
で
あ
っ
た
阿
部
は
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
理
財

科
の
教
員
と
な
り
一
九
一
〇
（
明
四
三
）
年
か
ら
一
九
一
二
（
明

治
四
五
）
年
七
月
に
留
学
し
、
広
瀬
は
一
九
〇
九
年
に
理
財
科
で

フ
ラ
ン
ス
語
を
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
文
科
で
も
フ
ラ

ン
ス
語
を
教
え
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
四
月
か
ら
一
九
二
〇

（
大
正
九
）
年
七
月
に
留
学
し
、
船
田
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）

年
に
文
科
で
「
歴
史
哲
学
」
を
教
授
し
始
め
、
一
九
二
二
（
大
正

一
一
）
年
七
月
か
ら
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
五
月
に
留
学
し

て
い
る
。
維
持
会
な
ど
を
通
じ
て
寄
付
を
募
り
、
留
学
生
派
遣
に

よ
り
教
員
の
確
保
も
進
ん
で
い
た
慶
應
義
塾
は
早
稲
田
大
学
と
と

も
に
比
較
的
余
裕
を
も
っ
て
設
置
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
で
き
た

と
さ
れ（
る

）
168

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
慶
應
義
塾
は
塾
生
と
塾
員
・
教
員
の
情
熱
に

支
え
ら
れ
、
社
会
の
要
請
に
応
え
な
が
ら
、
政
府
の
規
定
な
ど
の



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

五
一　
（
五
一

困
難
を
乗
り
越
え
て
存
続
し
発
展
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

Ⅲ　

日
本
に
お
け
る
歴
史
学
の
刷
新

　

慶
應
義
塾
の
史
学
科
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
帝
国
大
学
に
お
け

る
歴
史
学
の
刷
新
に
つ
い
て
も
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本

稿
は
す
で
に
か
な
り
の
分
量
に
な
っ
て
い
る
上
に
、
本
論
の
趣
旨

か
ら
外
れ
る
た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
簡
単
に
触
れ
る
に
と

ど
め
た
い
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
一
八
八
七
年
に
ド
イ
ツ
実
証
史
学
の
祖
で
あ

る
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ラ
ン
ケ
（
一
七
九
五
―
一
八
八
六
）
の
系
譜
に

連
な
る
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
リ
ー
ス
（
一
八
六
一
―
一
九
二（
八

）
169

）

が
帝
国
大
学
に
招
聘
さ
れ
て
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
か
ら
一

九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に
か
け
て
帝
国
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
リ
ー
ス
は
日
本
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー
史
学
の
基

礎
を
す
え
、
史
料
の
重
要
性
を
教
え
研
究
の
基
礎
と
な
る
史
料
編

纂
の
重
要
性
を
説
い
て
、
ラ
ン
ケ
流
の
文
献
実
証
的
な
歴
史
学
研

究
法
を
導
入
し
た
。
さ
ら
に
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
一
一
月

に
史
学
会
を
漢
学
者
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
―
一
九
一
〇
）
ら
と

と
も
に
設
立（
し

）
170

、
西
洋
の
学
会
誌
に
な
ら
っ
て
『
史
學
會
雜
誌
』

を
創
刊
し
て
、
実
証
的
論
文
、
書
評
、
短
信
、
彙
報
な
ど
を
収
録

す
る
と
い
う
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
。

　

リ
ー
ス
に
対
す
る
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
た
と
え
ば
リ
ー
ス
の

英
語
は
ド
イ
ツ
語
の
癖
が
強
く
て
理
解
が
大
変
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
日
本
史
学
の
三
上
参
次
（
一
八
六
五
―

一
九
三
九
）
の
回
想
に
よ
れ
ば
、「
当
番
が
先
生
の
書
い
た
原
稿

を
蒟
蒻（
版

）
171

に
刷
り
、
そ
れ
を
も
ら
っ
て
予
め
読
ん
で
置
い
て
聴
く

の
で
あ
っ
た
か
ら
割
合
に
分
か
り
よ
か
っ
た
」
と
も
振
り
返
っ
て

い（
る

）
172

。
リ
ー
ス
の
演
習
は
史
料
の
批
判
的
な
利
用
に
よ
り
未
知
の

事
実
を
判
定
す
る
方
法
を
提
示
す
る
な
ど
、
そ
れ
ま
で
日
本
に
は

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
史
学
研
究
法
を
示（
し

）
173

、
ま
た
日
本
に
は
研

究
の
基
礎
と
な
る
西
洋
の
史
料
集
が
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
日
本

史
、
東
洋
史
、
東
西
交
流
史
を
勧
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

実
際
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
の
演
習
で
取
り
扱
わ
れ
た
島

原
の
乱
の
研
究
で
は
、
日
本
側
の
史
料
だ
け
で
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ

商
館
や
キ
リ
ス
ト
教
会
関
係
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
史
料
を
集
め
、

そ
れ
ら
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
蜂
起
の
経
過
か
ら
鎮
圧
の
過
程
に

至
る
ま
で
を
再
構
成
し
、
成
果
は
論
文
と
し
て
学
生
の
磯
田
良

（
一
八
六
七
―
一
九
二
四
）
に
『
史
學
會
雜
誌
』
に
発
表
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
論
考
に
お
い
て
磯
田
は
従
軍
者
の
覚
書
や
「
平
戸
和

蘭
商
館
主
の
書
状
」
な
ど
も
史
料
と
し
て
使
用
し
て
い（
る

）
174

。

　

ま
た
慶
應
義
塾
図
書
館
に
は
数
冊
の
リ
ー
ス
の
著
作
が
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
今
回
二
冊
に
目
を
通
し
た
。
一
冊
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

五
二　
（
五
二

の
イ
タ
リ
ア
戦
争
か
ら
、
宗
教
改
革
、
重
商
主
義
、
啓
蒙
主
義
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
、
自
由
主
義
、
社
会
主
義
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

扱
っ
た
概
説
で
講
義
ノ
ー
ト
に
基
づ（
く

）
175

。
も
う
一
冊
は
英
国
国
制

史
を
論
じ
た
も
の
で
、
リ
ー
ス
が
ド
イ
ツ
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
選

挙
制
度
に
つ
い
て
の
博
士
論
文
を
提
出
し
た
よ
う
に
、
こ
の
テ
ー

マ
は
彼
の
専
門
分
野
で
あ（
る

）
176

。
前
者
の
著
作
は
概
説
的
で
「
事
件

史
」
的
な
叙
述
だ
が
、
比
較
的
客
観
的
で
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
な
ど

の
記
述
に
は
「
参
考
文
献
」
と
し
て
で
あ
ろ
う
、
Ｅ
・
バ
ー
ク
な

ど
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
て
い（
る

）
177

。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
時
期
の
記
述

に
お
い
て
「
シ
ュ
レ
ジ
エ
ン
の
リ
ネ
ン
産
業
は
年
間
九
〇
〇
万
円

相
当
の
商
品
を
輸
出
し
て
い
た
」
と
円
貨
で
示（
し

）
178

、
グ
ラ
ン
・
サ

ン
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
峠
に
つ
い
て
は
「
海
抜
二
四
七
二
ｍ
で
、
飛
騨

の
針
ノ
木
峠
と
同
じ
く
ら
い（
だ

）
179

」
と
説
明
し
て
お
り
、
日
本
の
国

情
を
踏
ま
え
配
慮
に
富
ん
だ
著
作
と
考
え
ら
れ（
る

）
180

。
ま
た
自
由
主

義
、
社
会
主
義
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
論
じ
た
第
二
四
章
は
、
そ

れ
ら
を
好
意
的
に
叙
述
し
て
い
る
よ
う
に
見
え（
る

）
181

。
後
者
の
著
作

は
、
西
暦
六
〇
〇
年
か
ら
当
時
ま
で
を
六
つ
の
時
期
に
区
分
し
て

編
年
的
に
英
国
国
制
史
を
説
明
し
た
も
の
で
、
詳
細
な
も
の
で
あ

る
。
当
時
の
日
本
の
学
問
水
準
を
考
え
る
な
ら
ば
、
否
定
的
に
捉

え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

当
時
の
学
生
ら
は
リ
ー
ス
が
教
え
る
西
洋
の
歴
史
学
の
方
法
論

に
大
い
に
期
待
し
た
の
だ
ろ
う
。
日
本
史
学
の
辻
善
之
助
（
一
八

七
七
―
一
九
五
五
）
は
最
初
か
ら
史
学
を
志
望
し
て
い
た
が
、
博

言
学
科
を
志
望
し
て
英
語
の
代
わ
り
に
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
そ

の
た
め
ド
イ
ツ
語
が
よ
く
で
き
た
と
い
う（
が

）
182

、
こ
れ
は
リ
ー
ス
の

講
義
に
備
え
た
た
め
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な（
い

）
183

。
ま
た
東
洋
史
の

白
鳥
庫
吉
（
一
八
六
五
―
一
九
四
二
）
が
晩
年
に
病
床
に
あ
っ
た

と
き
も
、
リ
ー
ス
の
講
義
ノ
ー
ト
が
常
に
枕
元
に
置
い
て
あ
っ
た

と
孫
が
証
言
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ（
る

）
184

。
多
く
の
弟
子
に
強
く
影
響

を
与
え
て
敬
慕
さ
れ
、
晩
年
に
リ
ー
ス
の
経
済
状
況
が
悪
い
と
聞

く
と
弟
子
た
ち
は
訪
れ
て
援
助
を
し
た
。

Ⅳ　

慶
應
義
塾
の
史
学
科
の
成
立

（
１
）
田
中
萃
一
郎

　

そ
の
リ
ー
ス
は
慶
應
義
塾
の
文
科
で
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）

年
か
ら
二
年
間
「
歴
史
」
の
教
鞭
を
と
っ
た
。
初
年
度
は
二
年
生

に
週
三
時
間
ず
つ
、
二
年
目
に
は
さ
ら
に
一
年
生
を
加
え
て
計
六

時
間
、
万
国
史
を
講
じ
た
と
い
う（
が

）
185

、
日
本
史
に
関
す
る
リ
ー
ス

の
質
問
に
唯
一
答
え
ら
れ
た
の
が
田
中
萃
一
郎（
で

）
186

、
彼
が
慶
應
義

塾
に
リ
ー
ス
的
な
歴
史
学
を
導
入
し
た
と
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
。

田
中
に
は
他
に
も
伝
説
が
い
く
つ
も
あ
り
、
西
脇
順
三
郎
（
一
八

九
四
―
一
九
八
二
）
は
「
先
生
の
お
宅
に
は
実
に
沢
山
書
物
が
あ



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

五
三　
（
五
三

る
の
に
驚
い
た
。（
中
略
）
私
は
学
者
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
も

っ
た
の
は
全
く
田
中
先
生
か
ら
で
あ
っ（
た

）
187

」
と
懐
旧
し
て
い
る
。

毎
晩
田
中
は
本
屋
に
通
っ
て
多
数
の
書
籍
を
購
入
し
て
当
時
の
金

額
で
年
間
三
〇
〇
〇
円
を
費
や
し
、
本
を
大
量
に
抱
え
て
学
内
を

歩
く
た
め
、
歩
き
方
が
「
蟹
の
横
歩
き
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
ほ
ど
で
あ（
る

）
188

。
図
書
館
予
算
が
少
な
か
っ
た
時（
期

）
189

に
お
い

て
蔵
書
家
の
教
員
あ
る
い
関
係
者
が
逝
去
す
る
と
、
そ
の
蔵
書
が

慶
應
義
塾
に
遺
贈
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
行
わ
れ
た
が
、
田
中
の
死

後
一
三
七
六
〇
冊
の
蔵
書
が
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い（
る

）
190

。
そ
の

田
中
萃
一
郎
を
、
直
弟
子
の
松
本
信
廣
（
一
八
九
七
―
一
九
八

一
）
は
「
慶
應
義
塾
の
史
学
科
を
つ
く
っ
た
人
物
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
な
の
だ
ろ
う
か
。
田
中

の
歴
史
観
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、
そ
の
前
に
大
学
部
に
お
い
て
「
歴
史
」
と
い
う
教
科
が

ど
の
よ
う
に
当
時
教
え
ら
れ
て
い
た
か
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
福
澤
諭
吉
の
長
男
で
あ
る
福
澤
一
太
郎
が
短
期
間
担
当
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
華
々
し
く
伝
え
ら
れ
る
リ
ー
ス
の
二
年
間
の

の
ち
は
、
リ
ー
ス
の
愛
弟
子
で
、
前
述
の
「
島
原
の
乱
」
を
『
史

學
會
雜
誌
』
に
掲
載
し
た
磯
田
良
が
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年

か
ら
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
ま
で
文
科
で
担
当
し（
た

）
191

。
磯
田

は
の
ち
に
東
京
高
師
教
授
と
な
っ
て
中
等
教
育
用
の
教
科
書
を
い

く
つ
も
執
筆
す
る
人
物
だ
が
、
当
時
は
ま
だ
弱
冠
二
四
歳
の
青
年

で
あ
っ
た
。
続
い
て
、
記
録
上
で
は
家
永
豊
吉
（
一
八
六
二
―
一

九
三
六
）
が
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
か
ら
一
九
〇
〇
（
明
治

三
三
）
ま
で
文
科
で
歴
史
を
講
じ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
家
永

は
そ
の
生
涯
が
詳
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
面
も
多
い
が
、
一
八
九

〇
（
明
治
二
三
）
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ

ン
ス
大
学
で
「
日
本
に
お
け
る
立
憲
政
治
の
発
展
」
と
い
う
論
文

で
博
士
号
を
得
て
、
早
稲
田
大
学
な
ど
で
講
義
を
し
て
い
た
人
物

で
あ（
る

）
192

。
彼
に
は
『
万
国
史
綱　

上
下
』
と
い
う
歴
史
学
に
関
わ

る
著（
作

）
193

が
あ
る
が
、
そ
の
共
著
者
と
し
て
元
良
勇
次
郎
（
一
八
五

八
―
一
九
一
二
）
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
元
良
も
ジ
ョ
ン

ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
学
位
を
取
得
し
、
一
八
九
〇
（
明
治
二

三
）
年
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
と
な
る
が
、
心
理
学
者
と
し

て
名
を
成
し
た
人
物
で
あ
り
、『
万
国
史
綱
』
も
普
通
の
西
洋
史

の
概
説
書
で
あ
る
。
英
語
力
を
評
価
さ
れ
た
人
選
で
、
歴
史
学
に

つ
い
て
の
深
い
見
識
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な（
い

）
194

。
田
中
は
「
確

か
三
十
一
（
一
九
九
八
）
年
頃
か
ら
豫
科
でFischer, O

utlines 
of U

niversal H
istory. 

か
何
か
を
講
ず
る
こ
と
に
改
め
て
、
本

科
の
歷
史
を
廢
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
後
三
十
七
（
千
九
百

四
）
年
に
文
學
科
（
文
科
）
を
復
興
し
た
時
、
第
一
學
年
に
國
史

の
一
科
を
置
い
た
が
、
こ
れ
も
一
ケ
年
で
休
講
す
る
こ
と
に
な
つ



史
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五
四　
（
五
四

た
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
）」
と
振
り
返
っ
て
い（
る

）
195

。「
歴

史
」
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
慶
應
義
塾
の
初
期
と
は
異
な
り
、

当
時
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
田
中
萃
一
郎
の
生
涯
を
簡
単
に
述
べ
て
み
よ（
う

）
196

。
彼
は
一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
伊
豆
の
素
封
家
に
生
ま
れ
た
。
父
鳥
雄
は

政
友
会
の
代
議
士
を
二
期
務
め
た
と
い
う
。
一
八
八
四
（
明
治
一

七
）
年
田
中
は
幼
稚
舎
に
入
学
し
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年

大
学
部
に
進
み
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
第
一
回
の
学
生

と
し
て
大
学
部
文
科
を
卒
業
し
た
。
一
時
帰
郷
し
て
教
員
を
務
め

た
が
「
間
居
し
て
書
を
讀
む
而
も
唯
時
間
を
消
す
る
の
み
得
る
處

な
し
。
家
君
見
て
曰
く
郷
土
偉
人
の
傳
記
な
り
と
編
集
せ
よ（
と

）
197

」

言
わ
れ
て
『
近
古
伊
豆
人
物
志
』（
一
八
九
八
年
）
を
著
し
た
が
、

本
格
的
に
歴
史
学
に
専
心
す
べ
く
上
京
し
た
。
動
機
の
一
つ
は
日

清
戦
争
と
「
其
後
に
つ
ゞ
く
三
国
干
渉
、
列
強
の
中
国
に
於
る
勢

力
範
囲
の
分
割
と
極
東
の
危
急
を
告
げ
る
状（
勢

）
198

」
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
予
科
な
ら
び
普
通
部
教

員
と
な
り
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
五
月
か
ら
留
学
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

田
中
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期
に
留
学
を
命

じ
ら
れ
た
堀
切
善
兵
衛
（
一
八
八
二
―
一
九
四
六
）
は
「
歴
史
な

ど
と
い
う
も
の
は
、
小
学
校
か
中
学
校
で
教
え
れ
ば
い
い
学
問
で
、

大
学
で
研
究
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
」、「
貧
乏
な
慶
應
義
塾

に
財
布
の
底
を
は
た
か
せ
て
、
歴
史
の
よ
う
な
詰
ら
な
い
学
問
を

勉
強
さ
せ
る
た
め
に
欧
州
三
界
ま
で
留
学
生
を
出
す
と
は
何
事

か
」
と
力
み
、
歓
送
会
の
席
上
で
「
経
済
学
の
よ
う
な
高
尚
で
、

し
か
も
む
つ
か
し
い
学
問
を
私
の
よ
う
な
浅
学
菲
才
の
青
二
才
に

さ
せ
、
歴
史
の
よ
う
な
安
易
で
、
し
か
も
、
あ
ま
り
実
際
の
役
に

立
た
な
い
学
問
を
学
才
優
れ
た
先
輩
の
田
中
さ
ん
の
よ
う
な
人
に

や
ら
せ
る
と
は
、
ど
う
も
腑
に
落
ち
な
い
」
と
ま
く
し
立
て
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
田
中
は
「
堀
切
君
が
歴
史
の
重
要
性
を
お
認
め

に
な
ら
な
い
と
は
驚
き
入
っ
た
次
第
で
あ
る
。
同
君
の
専
攻
さ
れ

る
経
済
学
に
取
っ
て
も
、
歴
史
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
。
ド
イ

ツ
そ
の
他
の
経
済
学
界
で
、
歴
史
学
派
が
勢
力
を
得
つ
つ
あ
る
こ

と
を
ど
う
御
覧
に
な
る
か
」
と
論
駁
し
た
と
い（
う

）
199

。

　

逆
風
も
吹
く
船
出
を
経
て
、
田
中
は
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
で
研
鑽
に
努
め
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
カ
ー
ル
・
ラ
ン

プ
レ
ヒ
ト
（
一
八
五
六
―
一
九
一
五
）
に
師
事
し
た
。
そ
し
て
一

九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
一
二
月
に
帰
国
後
、
慶
應
義
塾
大
学
部

文
科
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
学
内
で
は
一
九
一
〇
（
明
治

四
三
）
年
か
ら
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
ま
で
「
大
学
部
予
科
主

任
」、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
「
大
学
部
予
科
教
務
主
任
」、

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
か
ら
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
ま
で



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

五
五　
（
五
五

「
大
学
部
予
科
主
任
」、
重
複
し
な
が
ら
一
九
二
〇
（
大
正
九
年
）

よ
り
「
大
学
予
科
主
任
」
と
い
う
重
責
を
十
数
年
に
わ
た
っ
て
果

た
し
て
い
た
が
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
保
養
先
に
て
五
一

歳
の
若
さ
で
急
逝
し
た
。

　

田
中
萃
一
郎
に
は
多
く
の
著
作
が
あ
る（
が

）
200

、
政
治
学
・
政
治
評

論
と
、
歴
史
学
と
い
う
二
つ
の
タ
イ
プ
に
大
別
で
き
る
。
歴
史
学

に
関
し
て
は
短
い
論
文
が
多
く
、
ま
と
ま
っ
た
著
作
と
し
て
は
二

〇
代
で
書
き
上
げ
た
『
東
邦
近
世
史
』（
上
巻
は
一
九
〇
〇
年
、

下
巻
は
一
九
〇
二
年
）
と
ド
ー
ソ
ン
『
蒙
古
史
』
の
翻
訳
（
一
九

〇
九
年
）
の
二
点
が
あ
る
。
研
究
を
ま
と
め
る
意
向
は
あ
っ
た
が
、

急
逝
ゆ
え
に
叶
わ
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
歴
史
学

に
関
す
る
論
考
に
は
、
歴
史
研
究
法
に
関
す
る
も
の
が
い
く
つ
か

あ
る
。
で
は
ま
ず
彼
の
歴
史
方
法
論
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
よ

う
。

　

田
中
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
リ
ー
ス
の
影
響
を
強
く
受

け
た
と
さ
れ
る
。
リ
ー
ス
の
名
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
の

は
、
今
回
調
べ
ら
れ
た
限
り
で
は
『
東
邦
近
世
史
』
の
「
自
序
」

に
お
い
て
で
あ
る
。「
世
界
史
の
東
洋
に
於
け
る
開
展
の
顚
末
を

知
る
は
最
も
今
日
の
時
勢
に
於
て
必
要
な
る
も
の
あ
ら
む
。
撰
者

の
目
的
は
即
ち
其
大
を
本
邦
一
般
人
士
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
に
あ

り
。
而
も
撰
者
も
と
史
才
と
史
筆
と
を
具
備
せ
ず
手
腕
志
望
と
相

一
致
す
る
能
わ
ず
主
題
の
一
致
な
く
ん
ば
科
學
的
に
歷
史
の
研
究

な
す
能
わ
ず
て
ふ
ド
ク
ト
ル
、マ

マ

リ
ー
ス
先
生
の
講
義
を
回
想
す
る

每
に
本
書
に
對
し
て
憮
然
た（
り

）
201

」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
田
中
は

「
科
学
的
に
歴
史
に
取
り
組
め
」
と
い
う
リ
ー
ス
の
教
え
に
沿
え

な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
恐
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

彼
の
歴
史
研
究
法
を
見
て
み
る
と
、
確
か
に
そ
こ
に
は
リ
ー
ス

の
刻
印
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
留
学
前
の
一
八
九
九
年
に

著
し
た
「
歷
史
新
敎
授
法
の
一
例
」
に
お
い
て
、
田
中
は
、
教
育

の
「
良
果
を
収
め
得
可
き
は
獨
逸
のSem

inarium

に
行
は
る
ゝ

事
久
し
く
今
や
歐
米
と
云
は
ず
至
る
處
に
行
は
る
ゝ
史
料
研
究
的

敎
授
法
な
り
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
余
輩
が
本
題
の
初
に
於
て
史

料
研
究
的
敎
授
法
と
云
ひ
し
は
即
ち
學
生
に
以
上
の
史
料
の
一
種

若
く
は
數
種
を
與
へ
之
に
對
し
て
自
家
獨
創
の
研
究
に
よ
り
て
批

評
を
加
へ
し
め
而
し
て
之
に
付
き
て
學
生
相
互
の
間
に
論
難
す
る

處
あ
ら
し
め
幷
に
教
師
よ
り
も
注
意
を
與
ふ
る
に
あ
り
」
と
し
、

続
い
て
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
史
料
に
基
づ
い
た
課
題
を
ア
メ
リ
カ
の
シ

ェ
ル
ド
ン
と
い
う
人
物
の
教
科
書
に
基
づ
い
て
出
し
て
い（
る

）
202

。
こ

れ
は
帝
国
大
学
に
お
い
て
リ
ー
ス
が
行
っ
た
方
法
と
同
じ
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。「
史
学
研
究
法
」
の
講
義
は
「
毎
週
四
時
間
で

あ
り
そ
の
う
ち
二
時
間
を
筆
記
に
他
の
二
時
間
を
原
書
の
講
述
に

あ
て
ら
れ
た
」
と
一
九
一
六
年
に
卒
業
し
た
鈴
木
錠
之
助
（
一
八
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五
六　
（
五
六

八
九
―
一
九
二
四
）
が
そ
の
様
子
を
伝
え
て
い（
る

）
203

。

　

学
生
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
講
義
に
つ
い
て
弟
子
の

間
崎
万
里
（
一
八
八
八
―
一
九
六
四
）
は
「
史
学
科
の
最
初
の
教

授
は
田
中
萃
一
郎
先
生
と
阿
部
秀
助
先
生
が
主
で
、
他
は
借
り
も

の
で
他
科
と
合
併
で
授
業
を
受
け
た
。
他
科
の
中
で
も
政
治
科
と

の
合
併
が
一
番
多
か
っ
た
。
史
学
科
自
身
も
上
下
合
併
授
業
で
あ

っ
た
が
、
政
治
科
の
二
年
制
の
科
目
は
上
下
合
併
授
業
で
、
今
年

は
二
年
、
三
年
、
来
年
は
三
年
二
年
と
授
業
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。

林
（
毅
陸
）
先
生
の
欧
州
近
世
外
交
史
の
如
き
は
そ
の
一
例
で
あ

っ
た
。
史
学
科
は
い
わ
ば
寄
生
虫
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
ら

僕
の
前
年
の
人
と
後
の
人
と
で
は
科
目
の
違
う
事
が
あ
っ
た
。

（
中
略
）
今
の
選
択
科
目
制
で
は
な
か
っ
た
が
、
頗
る
融
通
性
が

あ
っ
た
。
そ
の
代
り
採
っ
た
科
目
は
み
な
必
修
に
な
っ
た
。（
中

略
）（
田
中
は
）
史
学
科
で
は
史
学
研
究
法
と
東
洋
史
を
支
邦
の

白
文
で
よ
ま
せ
、
政
治
科
で
は
主
た
る
科
目
で
あ
る
最
近
列
国
政

治
史
を
講
じ
て
い
ら
れ（
た

）
204

（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
）」
と
述

べ
て
い
る
。「
史
学
研
究
法
」
で
は
漢
籍
や
、
前
述
の
よ
う
な
洋

書
を
そ
の
と
き
の
状
況
や
学
生
に
合
わ
せ
て
取
り
上
げ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ゆ
え
に
田
中
が
単
な
る
ラ
ン
ケ
的
な
実
証
主
義

者
と
断
じ
る
の
は
性
急
だ
ろ
う
。
彼
は
つ
ね
に
貪
欲
に
本
を
集
め

読
み
、
新
た
な
動
向
を
摂
取
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

田
中
に
大
学
部
で
列
国
政
治
史
と
ド
イ
ツ
語
を
教
わ
っ
た
小
泉
信

三
（
一
八
八
八
―
一
九
六
六
）
は
、
田
中
の
ド
イ
ツ
語
力
に
つ
い

て
「
自
修
に
依
て
得
た
も
の
ら
し
く
、
本
を
讀
む
の
を
聞
い
て
ゐ

る
と
其
發
音
は
何
國
語
に
も
似
て
ゐ
な
か
つ
た
、
強
い
て
云
へ
ば

一
番
日
本
語
に
近
か
つ
た
ら
う
。
否
な
發
音
許
り
で
は
な
い
。
熟

字
、
譯
解
な
ど
に
も
可
な
り
自
己
流
が
あ
つ
た
と
思
ふ
」
と
評
し

て
い
る
が
、
一
方
で
「
一
頁
乃
至
數
頁
に
書
か
れ
て
あ
る
事
の
意

味
を
（
少
々
誇
張
す
れ
ば
）
一
瞥
し
て
摑
ま
れ
る
の
に
は
實
に
驚

か
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い（
る

）
205

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
間
崎
も
「
先
生

は
書
物
の
消
化
も
早
か
つ（
た

）
206

」
と
証
言
し
て
い
る
。

　

事
実
、
田
中
が
書
評
な
ど
に
取
り
上
げ
た
研
究
は
何
か
国
語
に

も
及
ぶ
。
た
と
え
ば
、
ボ
リ
ス
・
チ
チ
ェ
ー
リ
ン
（
一
八
二
八
―

一
九
〇
四
）
の
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
政
治
学
史
を
紹
介（
し

）
207

、「
歐
文

史
籍
便
覽
」
で
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
得
た
情
報
を
伝
え
よ
う

と
し
て
い（
る

）
208

。
同
じ
く
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
は
、
こ
の

年
に
刊
行
さ
れ
た
グ
ス
タ
フ
・
ヴ
ォ
ル
フ
（
一
八
六
五
―
一
九
四

〇
）
の
『
近
世
史
研
究
案
内E

inführung in das Studium
 

der neueren G
eschichte

』
の
紹
介
も
行
っ
て
い（
る

）
209

。
現
在
と

異
な
っ
て
洋
書
の
入
手
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
驚
く

べ
き
速
さ
で
あ
り
、
ま
た
内
容
も
よ
く
消
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
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史
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学
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五
七　
（
五
七

え
る
。
さ
ら
に
田
中
は
多
く
の
中
国
な
ど
の
研
究
、
た
と
え
ば
劉

知
幾
（
六
六
一
―
七
二
一
）
の
『
史
通
』
な
ど
も
読
み
高
く
評
価

し
た
。
歴
史
方
法
論
に
お
い
て
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム

（
一
八
五
〇
―
一
九
四
二
）
な
ど
の
西
洋
の
歴
史
方
法
論
を
用
い

な
が
ら
も
、
独
自
の
歴
史
方
法
論
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
同
時
代
の
坪
井
九
馬
三
（
一
八
五
九
―
一
九
三
六
）
の

『
史
學
研
究
法
』（
一
九
〇
三
年
）
な
ど
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
ア

プ
ロ
ー
チ
だ
と
い（
う

）
210

。

　

田
中
が
目
指
し
た
の
は
、
一
つ
に
は
東
洋
に
立
脚
し
た
視
点
と

言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
興
味
深
い
の
が
田
中
が
二
十
歳

代
で
著
し
た
『
東
邦
近
世
史
』
で
あ
る
。
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
ま
ず
『
東
邦
近
世
史
』
に
付
せ
ら
れ
た
三
点
の
序
文
、
す
な

わ
ち
鎌
田
栄
吉
、
井
上
哲
次
郎
、
那
珂
通
世
に
よ
る
序
文
、
ま
た

副
島
種
臣
の
題
字
が
鍵
で
あ
る
と
考
え
る
。
鎌
田
の
も
の
は
、
当

時
予
科
及
び
普
通
部
の
教
員
と
な
っ
て
い
た
田
中
に
と
っ
て
は
、

い
わ
ば
上
司
に
あ
た
る
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
小
規
模
で
あ

っ
た
慶
應
義
塾
で
は
さ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
く
、
内
容
も
特
に
取

り
上
げ
る
べ
き
点
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
の
ち
の
両
者
の

関
係
を
考
え
る
と
、
す
で
に
田
中
が
鎌
田
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

井
上
哲
次
郎
の
序
文
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
経
緯
が
若
干
わ
か

る
。
か
つ
て
の
同
級
生
で
先
に
慶
應
義
塾
に
奉
職
し
て
い
た
川
合

貞
一
は
、
田
中
が
「
故
郷
で
書
き
上
げ
た
「
東
邦
近
世
史
」
の
原

稿
が
大
體
出
来
上
が
つ
た
と
い
ふ
の
で
、
そ
れ
を
も
つ
て
東
京
へ

来
た
。
話
の
具
合
で
は
、
何
で
も
井
上
哲
次
郎
氏
に
會
い
に
き
た

と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
し（
た

）
211

」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
松
本
信
廣

も
「
故
郷
に
於
て
此
資
料
を
纏
め
ら
れ
、
そ
の
原
稿
を
た
づ
さ
え
、

卅
一
年
四
月
頃
上
京
さ
れ
、
当
時
の
著
名
な
学
者
井
上
哲
次
郎
に

之
を
見
せ
、
同
氏
を
初
め
、
那
珂
通
世
、
鎌
田
栄
吉
の
序
文
、
副

島
種
臣
の
題
字
を
添
え
て
『
東
邦
近
世
史
』
上
・
下
巻
（
卅
三
年

六
月
、
卅
五
年
一
二
月
）
と
し
て
丸
善
よ
り
刊
行
さ
れ
た
」
と
述

べ
て
い（
る

）
212

。

　

こ
の
こ
と
は
井
上
側
の
記
録
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
序

文
を
送
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
井
上
は
「
序
」
に
お
い
て
「
頃
ろ

田
中
萃
一
郎
君
偶
々
余
が
寓
居
を
訪
ひ
、
其
著
東
邦
近
世
史
を
示

し
て
曰
く
、
請
ふ
爲
め
に
序
を
作
れ
と
」
と
求
め
ら
れ
た
と
述
べ

て
い（
る

）
213

。
井
上
哲
次
郎
は
こ
の
時
期
の
日
記
『
巽
軒
日
記
』
を
残

し
て
い
る
が
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
三
月
二
三
日
に
は

「
松
平
直
亮
、
上
田
万
年
、
田
中
萃
一
郎
来
訪（
す

）
214

」
と
あ
り
、
同

年
四
月
一
五
日
「
辻
善
之
助
、
平
山
勝
治
、
田
中
萃
一
郎
、
斎
藤

木
、
川
島
庄
一
郎
来
訪
す
」、
同
年
四
月
一
六
日
「
川
島
庄
一
郎

に
筆
記
を
送
り
、
田
中
萃
一
郎
に
序
文
を
送（
る

）
215

」
と
記
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
は
序
文
執
筆
依
頼
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
田
中
が

『
巽
軒
日
記
』
に
登
場
す
る
の
は
、
あ
と
は
明
治
三
三
年
八
月
五

日
「
田
中
萃
一
郎
、
小
室
龍
之
助
、
境
野
哲
来
訪（
す

）
216

」
と
、
明
治

三
五
年
一
二
月
一
四
日
「
村
上
龍
英
、
田
中
萃
一
郎
、
清
水
金
右

衛
門
来
訪（
す

）
217

」
だ
が
、
こ
れ
は
日
付
か
ら
考
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
上

梓
さ
れ
た
上
巻
と
下
巻
を
進
呈
に
行
っ
た
際
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時

期
の
日
記
に
は
こ
れ
以
外
に
は
登
場
せ
ず
、
ど
う
や
ら
田
中
と
井

上
の
あ
い
だ
に
は
特
別
な
交
流
は
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え（
る

）
218

。

　

で
は
な
ぜ
田
中
は
、
敢
え
て
井
上
に
序
文
を
願
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
当
時
井
上
哲
次
郎
が
ど
の
よ
う
な
人
物
と

見
な
さ
れ
て
い
た
か
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
井
上
哲

次
郎
は
「
日
本
主
義
を
唱
え
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
排
斥
」
す
る
な

ど
右
翼
的
な
政
治
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
最
近
は
評
価
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ（
る

）
219

。

同
時
代
的
に
考
え
る
と
、
井
上
哲
次
郎
は
最
高
の
知
識
人
と
見
な

さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
田
中
萃
一
郎
が
の
ち
に
史
学
科
に
招
聘

し
た
山
路
弥
吉
（
愛
山
）（
一
八
六
四
―
一
九
一
七
）
は
一
八
九

三
（
明
治
二
六
）
年
に
「
天
下
の
人
、
指
を
學
者
に
屈
す
れ
ば
必

ず
井
上
哲
次
郎
君
を
稱
し
、
必
ず
高
橋
五
郎（
君

）
220

を
稱
す
。
吾
人
は

幸
に
し
て
國
民
之
友
紙
上
に
お
い
て
二
君
の
論
爭
を
拜
見
す
る
を

得
た
り
。
井
上
君
拉
甸
語
、
伊
太
利
亜
語
、
以
斯
班
牙
語
を
引
證

せ
ら
る
れ
ば
高
橋
君
一
々
其
出
處
を
論
ぜ
ら
る
。
無
學
の
拙
者
共

に
は
御
兩
君
の
博
學
あ
り
〳
〵
と
見
え
て
何
と
も
申
上
樣
な
し
。

（
中
略
）
二
君
の
博
學
は
感
服
の
至
り
な
れ
ど
も
博
學
だ
け
に
て

は
餘
り
難
■レ
有
く
も
な
し
。
勿
論
こ
は
く
も
な
し
」
と
、
批
判
的

な
が
ら
、
ラ
テ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
駆
使
す
る

井
上
哲
次
郎
に
対
す
る
当
時
の
評
価
の
一
端
を
伝
え
て
い（
る

）
221

。
さ

ら
に
井
上
は
「
東
洋
思
想
史
」
と
い
う
構
想
を
立
て
、
西
洋
の
哲

学
を
前
提
と
し
た
上
で
、
西
洋
人
に
は
で
き
な
い
よ
う
な
イ
ン

ド
・
中
国
・
日
本
の
思
想
を
総
合
し
た
「
東
洋
」
の
思
想
史
を
展

開
し
よ
う
と
し
た
。
結
局
、「
東
洋
思
想
史
」
は
刊
行
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
頃
の
講
義
ノ
ー
ト
は

い
く
つ
も
現
存
し
、
ノ
ー
ト
と
い
う
か
た
ち
で
流
布
し
て
い
た
と

さ
れ（
る

）
222

。

　

井
上
は
『
近
世
東
邦
史
』
の
「
序
」
に
お
い
て
「
東
洋
史
の
研

究
は
困
難
中
の
困
難
な
る
も
の
な
り
。
是
れ
東
洋
史
に
關
し
て
は

整
備
せ
る
史
籍
の
極
め
て
僅
少
な
る
が
爲
め
な
り
。（
中
略
）

抑
々
東
洋
史
の
研
究
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
は
、
支
那
の
史
料
を
利

用
す
る
こ
と
是
れ
な
り
。
此
事
た
る
西
洋
の
學
者
に
取
り
て
は
、

至
難
の
事
業
た
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
が
故
に
、
我
邦
人
自
ら
進
ん
で
、

東
洋
史
の
研
究
を
遂
げ
、
以
て
學
界
の
缺
陷
を
補
ふ
の
任
に
當
ら

ざ
る
べ
か
ら
ず
な
り
。
果
た
し
て
然
ら
ば
東
洋
史
の
研
究
、
豈
に
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五
九　
（
五
九

啻
に
我
邦
人
に
裨
益
す
と
い
ふ
の
み
な
ら
ん
や
」
と
述
べ
、
東
洋

史
研
究
の
意
義
を
推
賞
し
、
さ
ら
に
「
余
其
の
内
容
如
何
を
見
る

に
、
支
那
、
印
度
、
安
南
、
緬
甸
等
よ
り
南
洋
諸
島
の
歷
史
に
至

る
ま
で
、
略
々
之
れ
を
略
述
し
て
其
要
領
を
得
た
り
。
世
の
東
洋

史
を
研
究
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
、
先
ず
此
書
を
讀
ま
ば
、
其
梗
概

を
一
瞥
す
る
を
得
ん
」
と
評
価
し
て
い（
る

）
223

。
漢
籍
だ
け
で
な
く
、

や
は
り
洋
書
を
駆
使
し
て
東
洋
の
歴
史
を
叙
述
し
よ
う
と
し
た
田

中
萃
一
郎
に
と
っ
て
、
井
上
哲
次
郎
は
一
つ
の
目
指
す
べ
き
理
想

で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
井
上
に
評
価
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

も
う
一
つ
の
那
珂
通
世
の
序
文
も
興
味
深
い
。
那
珂
は
当
時
を

代
表
す
る
東
洋
史
家
で
、
代
表
作
の
『
支
那
通
史
』（
一
八
八
八

―
一
八
九
〇
年
）
は
漢
文
で
書
か
れ
た
宋
代
ま
で
の
中
国
通
史
で

は
あ
る
が
、
東
西
交
渉
史
に
つ
い
て
は
漢
籍
だ
け
で
な
く
欧
米
文

献
を
用
い
た
点
で
画
期
的
な
内
容
と
さ
れ
る
。
那
珂
は
さ
ら
に
一

八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
歴
史
教
育
を
「
国
史
」「
東
洋
史
」

「
西
洋
史
」
に
三
区
分
す
べ
き
と
い
う
提
案
を
行
っ
て
い
た
。
そ

の
「
東
洋
史
」
と
は
「
支
那
を
中
心
と
し
て
東
洋
諸
国
の
治
乱
興

亡
の
大
勢
を
説
く
も
の
」
と
い
う
が
、「
中
国
の
史
書
を
主
軸
に

日
本
・
朝
鮮
の
古
典
を
批
判
的
に
分
析
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際

関
係
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
中
央
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、

イ
ス
ラ
ム
圏
を
も
含
め
た
全
ア
ジ
ア
史
の
体
系
を
構
築
し
よ
う
と

す
る
」
雄
大
な
構
想
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ（
る

）
224

。

　

那
珂
は
『
支
那
通
史
』
の
続
編
を
書
こ
う
と
し
た
が
、「
資
治

通
鑑
」
や
正
史
で
あ
る
「
元
史
」
の
史
料
と
し
て
の
質
に
疑
い
を

持
ち
、
い
わ
ゆ
る
『
元
朝
秘
史
』
の
存
在
を
知
り
、
独
学
し
た
モ

ン
ゴ
ル
語
の
知
識
を
駆
使
し
て
、
晩
年
は
そ
の
訳
業
に
没
頭
し
、

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
一
月
『
成
吉
思
汗
実
録
』
と
し
て
翻

訳
を
完
成
さ
せ（
た

）
225

。
那
珂
も
慶
應
義
塾
出
身
で
、
田
中
を
号
に
よ

っ
て
「
我
友
田
中
金（
嶺

）
226

」
と
呼
ん
で
お
り
、
二
人
に
は
か
ね
て
よ

り
交
流
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ（
う

）
227

。
田
中
の
歴
史
分
野
に
お
け

る
も
う
一
つ
の
代
表
的
業
績
で
あ
る
ド
ー
ソ
ン
『
蒙
古
史
』
の
翻

訳
（
一
九
〇
九
年
）
に
つ
い
て
、
松
本
信
廣
は
、
田
中
は
那
珂
の

「
意
図
を
つ
ぎ
、
四
十
二
年
に
ド
ー
ソ
ン
の
「
蒙
古
史
」
の
訳
述

を
刊
行
し
た
」
と
記
し
て
い（
る

）
228

。
強
い
影
響
関
係
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
那
珂
通
世
の
校
閲
、
桑
原
隲
藏
（
一

八
七
一
―
一
九
三
一
）
の
編
著
で
一
八
九
八
年
『
中
等
東
洋
史
』

が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
桑
原
は
そ
の
序
に
お
い
て
東

洋
史
を
定
義
し
て
「
東
方
亞
細
亞
に
於
け
る
民
族
の
盛
衰
邦
國
の

興
亡
を
明
に
す
る
一
般
歷
史
に
し
て
、
西
洋
史
と
相
並
ん
で
、
世

界
史
の
一
半
を
構
成
す
る
者
な
り
」
と
述
べ
て
い（
る

）
229

。
こ
れ
は
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『
近
世
東
邦
史
』
と
通
底
す
る
構
想
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
桑
原

の
『
中
等
東
洋
史
』
も
漢
籍
だ
け
で
な
く
欧
書
も
利
用
し
て
、
そ

れ
ま
で
試
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
東
洋
史
」
を
論
じ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
が
、
一
方
で
紀
年
法
と
し
て
は
「
皇
紀
」
を
採
用

し
、
西
域
や
モ
ン
ゴ
ル
と
の
関
係
を
若
干
論
述
す
る
に
と
ど
ま
り

中
国
史
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
田
中
の
『
近
世
東
邦

史
』
は
、
紀
年
法
と
し
て
「
西
紀
」
を
採
用
し
て
、
一
四
九
八
年

「
歐
人
通
商
の
初
期
」
か
ら
一
九
〇
〇
年
頃
ま
で
の
東
洋
の
形
勢

を
論
じ
、
中
国
だ
け
で
な
く
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、

南
洋
を
対
象
と
し
、
使
用
し
た
和
漢
籍
、
新
聞
雑
誌
、
欧
文
書
籍

を
「
引
用
竝
參
考
図
書
」
と
し
て
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は

リ
ー
ス
が
伝
え
た
西
洋
の
歴
史
方
法
論
も
影
響
し
て
い
よ
う
。
訂

正
第
二
版
扉
裏
の
「
撰
者
識

）
230

」（
明
治
三
六
年
六
月
一
一
日
付
）

を
読
む
と
批
判
も
厳
し
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
田
中
に
と
っ
て
は
渾

身
の
野
心
作
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

ま
た
重
要
で
あ
る
と
筆
者
が
考
え
る
の
は
刊
行
者
の
「
東
邦
協

会
」
で
あ
る
。
東
邦
協
会
と
は
「
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年

五
月
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
目
的
は
、「
小
は
以
て
移
住
貿
易
航
海

の
業
に
参
稽
の
材
料
を
与
へ
、
大
は
以
て
域
内
の
経
綸
及
び
国
家

王
道
の
実
践
に
万
一
の
補
益
を
為
し
、
終
に
東
洋
人
種
全
体
の
将

来
に
向
つ
て
木
鐸
た
る
の
端
を
啓
く
」
に
あ
り
、
事
業
と
し
て
は

規
約
に
、
東
洋
諸
邦
お
よ
び
南
洋
諸
島
に
関
す
る
地
理
・
貿
易
・

兵
制
・
植
民
・
国
交
・
近
世
史
・
統
計
を
講
究
す（
る

）
231

」
団
体
で
、

当
時
の
名
簿
を
見
る
と
田
中
自
身
も
会
員
で
あ
っ（
た

）
232

。
那
珂
は

「
東
邦
近
世
史
序
」（
一
九
九
〇
（
明
治
三
三
）
年
六
月
付
）
に
お

い
て
「
大
陸
で
異
変
が
あ
る
と
聞
く
。
対
岸
の
火
災
の
よ
う
に
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
陸
に
お
い
て
日
本
は
一
定
の
利
権
を
得

た
が
、
か
の
地
は
多
く
、
利
は
遺
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
東
洋
に
出

る
と
外
国
人
に
先
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
ら
が
東
洋
の
事
情

を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
我
々
は
通
じ
て
い
な

い
。
本
書
を
使
う
な
ら
ば
、
東
洋
事
情
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
」
と
い
う
趣
旨
を
漢
文
で
述
べ
て
い（
る

）
233

。
実
際
、
東
邦

協
会
は
『
東
邦
近
世
史
』
下
巻
に
つ
い
て
「
最
近
五
十
年
間
に
於

け
る
東
南
洋
の
政
變
を
組
織
的
に
敍
述
せ
る
も
の
、
實
に
經
濟
家
、

軍
人
、
學
者
必
讀
の
書
な（
り

）
234

」
と
広
告
し
て
、
同
時
期
の
一
九
〇

〇
（
明
治
三
三
）
年
九
月
に
は
『
東
邦
小（
鑑

）
235

』
と
い
う
東
洋
お
よ

び
南
洋
に
関
す
る
地
理
・
政
治
・
制
度
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

も
出
版
し
て
い
る
。『
東
洋
近
世
史
』
で
は
な
く
『
東
邦
近
世

史
』
と
い
う
書
名
で
あ
る
の
は
、
東
邦
協
会
の
後
援
を
得
て
会
頭

の
副
島
種
臣
に
よ
る
題
字
を
戴
い
た
た
め
で
あ
り
、
日
清
戦
争
か

ら
日
露
戦
争
に
か
け
て
の
状
況
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
。
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
田
中
が
歴
史
学
を
志
し
た
「
動
機
の
一

つ
は
日
清
戦
争
と
「
其
後
に
つ
ゞ
く
三
国
干
渉
、
列
強
の
中
国
に

於
る
勢
力
範
囲
の
分
割
と
極
東
の
危
急
を
告
げ
る
状（
勢

）
236

」
で
あ
り
、

田
中
も
「
時
代
の
子
」
だ
っ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
、
松
本
信
廣
は

田
中
の
歴
史
観
に
つ
い
て
「「
歴
史
は
重
に
戦
争
と
商
業
と
の
記

録
な
り
」（
再
販
岩
波
文
庫
版
に
よ
る
）
と
い
う
書
き
出
し
は
、

文
化
史
の
盛
ん
に
な
っ
た
今
日
吾
々
の
意
表
を
つ
く
も
の
が
あ
る

が
、
列
強
の
帝
国
主
義
が
ア
ジ
ア
、
大
洋
洲
を
席
捲
し
て
い
た
当

時
日
本
人
と
し
て
氏
の
如
き
史
観
を
抱
く
こ
と
は
無
理
で
は
な
か

っ（
た

）
237

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

田
中
は
西
欧
か
ら
の
歴
史
学
に
強
く
影
響
さ
れ
、
考
証
は
必
須

と
考
え
な
が
ら
も
、
単
な
る
実
証
で
は
飽
き
足
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。「
史
学
の
考
証
と
い
う
の
は
必
要
で
あ
る
が
、
あ
ま
り

こ
ま
か
い
こ
と
ば
か
り
研
究
し
て
い
る
と
世
間
の
人
が
興
味
を
感

じ
な
い
、
史
学
は
死
学
と
な
っ
て
詰
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
う
批

難
を
う
け
る
。
私
の
見
る
所
に
依
る
と
即
ち
人
類
の
進
化
の
大
法

を
研
究
し
て
そ
の
間
に
法
則
を
認
め
て
い
く
」
と
述
べ
、
国
家
の

重
要
性
を
強
調
し
た
と
さ
れ
る
。
歴
史
が
な
け
れ
ば
政
治
に
根
が

な
く
、
ま
た
政
治
が
な
け
れ
ば
歴
史
に
果
実
が
無
い
と
説
き
、

「
国
家
を
主
と
し
て
人
事
の
変
遷
を
研
究
し
て
い
く
の
が
史
学
の

本
分
」
で
あ
り
、
歴
史
家
で
あ
る
と
共
に
政
治
学
者
で
も
あ
ら
ん

と
し（
た

）
238

。
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
理
財
科
を
卒
業
し
た
三

辺
金
蔵
（
一
八
八
〇
―
一
九
六
二
）
に
よ
れ
ば
、
田
中
萃
一
郎
は

教
科
書
で
あ
るSchw

ill

のH
istory of M

odern Europe

を

非
常
な
速
さ
で
訳
し
、
追
い
つ
い
て
い
く
の
が
困
難
で
、「
欧
州

最
近
の
情
勢
ま
で
私
た
ち
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
、
そ
の
時
々
の

ニ
ュ
ー
ス
を
ノ
ー
ト
に
と
ら
せ
ら
れ
た
」
と
い（
い

）
239

、
福
澤
諭
吉
の

講
義
を
ど
こ
か
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
明
治
の
最
初
期
に
は
「
文
学
」
に
政
治
が
含

ま
れ
て
い
た
が
、
東
京
大
学
の
「
政
治
学
及
理
財
学
科
」
が
一
八

八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
文
学
部
か
ら
法
学
部
に
移
さ
れ
た
よ
う（
に

）
240

、

こ
の
頃
に
文
学
の
概
念
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。
文
科
卒
業
の

林
毅
陸
が
大
学
部
政
治
科
の
教
授
と
な
っ
た
よ
う
に
、
田
中
は
政

治
文
学
の
両
科
に
教
授
を
兼
ね
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
推
さ

れ
て
法
学
博
士
と
な
り
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
国
家
学

を
東
京
商
科
大
学
に
講
じ
て
い（
る

）
241

。
そ
れ
ゆ
え
慶
應
義
塾
大
学
法

学
部
政
治
学
科
は
田
中
萃
一
郎
を
「
政
治
学
科
創
設
の
教
授
の
一

人
」
と
し
、
英
国
憲
政
史
を
専
門
と
す
る
卜
部
百
太
郎
も
そ
の
よ

う
に
見
な
し
て
い（
る

）
242

。

　

そ
し
て
田
中
は
政
治
に
理
解
が
深
く
、
関
心
も
強
か
っ
た
。
川

合
貞
一
は
「
お
そ
ら
く
先
考
の
鳥
雄
さ
ん
が
、
政
友
会
で
有
力
な

地
位
を
占
め
て
い
た
関
係
で
、
政
友
会
に
知
己
が
多
か
っ（
た

）
243

」
と
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述
べ
て
い
る
。
ま
た
前
述
の
堀
切
善
兵
衛
は
田
中
が
予
科
主
任
を

務
め
て
い
る
頃
に
理
財
科
主
任
を
務
め
、
の
ち
に
代
議
士
と
な
っ

た
が
、
田
中
は
「
一
面
非
常
に
學
究
的
な
方
で
あ
り
、
又
一
面
非

常
に
政
治
好
き
」
と
評
し
、
第
二
次
西
園
寺
内
閣
で
慶
應
義
塾
出

身
の
山
本
達
雄
が
大
蔵
大
臣
に
な
る
と
、
そ
の
幕
下
の
代
議
士
が

要
る
と
い
う
こ
と
で
堀
切
が
出
馬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
地

方
政
界
の
実
情
を
知
り
止
め
よ
う
と
し
た
が
、
田
中
に
奮
起
す
る

よ
う
奨
め
ら
れ
て
決
意
し
、
そ
の
後
も
選
挙
（
選
挙
区
は
福
島
）

の
た
び
に
応
援
演
説
に
来
て
く
れ
た
と
回
想
し
て
い（
る

）
244

。
当
時
の

慶
應
義
塾
の
塾
長
や
教
員
に
は
政
治
家
と
な
る
者
が
多
く
、
塾
長

経
験
者
だ
け
を
と
っ
て
も
門
野
幾
之
進
（
衆
議
院
議
員
・
貴
族
院

勅
選
議
員
）、
鎌
田
栄
吉
（
貴
族
院
勅
選
議
員
）、
林
毅
陸
（
衆
議

院
議
員
）
が
い
る
が
、
晩
年
の
弟
子
で
あ
る
今
宮
新
（
一
九
〇
〇

―
一
九
八
二
）
は
「
も
し
な
お
幾
ば
く
の
長
寿
を
保
た
れ
た
な
ら

ば
、
そ
の
学
問
の
完
成
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
或
は
勅
選
議
員
と

し
て
、
ま
た
は
代
議
士
と
し
て
、
そ
の
政
治
的
理
想
を
実
現
す
る

機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
生
も
ま
た
父
君
の
後

を
う
け
て
、
後
年
は
議
政
檀
上
に
於
け
る
活
躍
を
期
す
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ（
る

）
245

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
田
中
は
多
く
の
政
治
論
考
を
著
し
新
聞
雑
誌
に
寄

稿
し
た
が
、
議
論
の
た
め
に
議
論
す
る
傾
向
が
無
い
で
は
な
く

「
直
學
逆
世
」
と
評
さ（
れ

）
246

、「
偽
悪
的
傾
向
」
が
あ
っ
た
と
い（
う

）
247

。

林
陸
毅
も
、
田
中
は
「
社
会
各
般
の
問
題
に
對
し
て
一
家
透
徹
の

識
見
を
抱
き
、
観
察
鋭
利
、
論
斷
明
快
、
其
の
所
信
に
向
つ
て
邁

進
す
る
や
、
千
萬
人
と
雖
も
吾
れ
行
か
ん
の
概
が
あ
つ
た

）
248

」
と
述

べ
て
い
る
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
普
選
運

動
と
病
的
思
想
』（
三
洋
堂
、
一
九
二
〇
年
）
に
お
い
て
、
田
中

は
激
し
く
普
通
選
挙
に
反
対
し
、
社
会
主
義
な
ど
を
「
病
的
思

想
」
と
し
て
痛
罵
し
て
い
る
。
田
中
が
急
逝
す
る
と
、
あ
る
新
聞

記
者
が
「「
先
生
は
上
杉
博
士
の
や
う
な
國
家
主
義
で
あ
つ
た
ん

で
す
ね
？
」
と
半
ば
肯
定
的
な
質
問
を
し（
た

）
249

」
と
い
う
。
上
杉
慎

吉
（
一
八
七
八
―
一
八
二
九
）
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
天
皇
主
権
説

を
主
張
し
て
、
晩
年
に
は
軍
部
と
結
び
、
右
翼
団
体
の
有
力
な
保

護
者
と
な
っ
た
人
物
だ
が
、
彼
に
比
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

だ
が
田
中
は
教
え
子
に
対
し
て
「
普
選
反
對
に
し
て
も
「
こ
れ

は
自
分
一
個
の
考
へ
で
、
學
生
諸
君
が
普
選
主
義
で
あ
る
こ
と
は

一
向
構
う
は
な
い
」
と
云
ふ
調
子
で
あ
っ
た
。
此
點
に
於
て
博
士

は
、
あ
く
ま
で
自
由
主
義
の
人
で
あ
っ
て
、
私
共
の
敬
服
に
堪
へ

ぬ
所
で
あ（
る

）
250

」
と
い
う
が
、
死
去
直
後
の
『
三
田
評
論
』
三
一
五

号
（
一
九
二
三
年
）
に
寄
せ
ら
れ
た
教
え
子
た
ち
の
追
悼
文
に
は

田
中
の
政
治
面
に
お
け
る
発
言
に
関
し
て
弁
明
し
て
い
る
も
の
が



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

六
三　
（
六
三

い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。「
著
作
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
二

（
明
治
四
五
）
年
頃
か
ら
政
治
時
評
が
増
え
て
お
り
、
一
九
二
二

（
大
正
一
一
）
年
か
ら
は
『
實
業
』
に
多
く
の
政
治
評
論
を
掲
載

し
て
い（
る

）
251

。
小
泉
信
三
も
没
後
一
七
回
忌
の
『
三
田
評
論
』
に
お

い
て
「
博
士
が
雑
誌
『
實
業
』
の
主
筆
な
ど
に
な
ら
れ
た
事
に
對

し
て
も
少
く
と
も
私
一
個
は
同
様
の
遺
憾
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。

『
實
業
』
に
掲
げ
ら
れ
た
田
中
博
士
の
諸
種
の
文
章
は
、
断
じ
て

博
士
の
學
殖
と
識
見
を
持
た
ざ
る
も
の
で
あ
つ
た
。『
實
業
』
經

營（
者

）
252

が
博
士
を
其
主
筆
に
迎
へ
た
動
機
の
何
で
あ
つ
た
か
を
私
は

知
ら
ぬ
。
併
し
若
し
其
人
が
よ
く
故
博
士
を
知
る
人
で
あ
つ
た
な

ら
ば
、
何
故
に
博
士
を
す
ゝ
め
て
其
本
領
の
研
究
に
其
力
を
傾
注

せ
し
む
こ
と
に
心
を
用
ゐ
な
か
つ
た（
か

）
253

」
と
惜
し
ん
で
い
る
。

　

ま
た
田
中
の
「
台
湾
人
同
化
論
」
な
ど
を
読
む
と
、
そ
こ
に
は

強
い
進
歩
史
観
、
国
家
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
田
中
は
、
台
湾
の

人
々
の
民
族
主
義
を
否
定
し
、
当
地
で
の
学
校
教
育
を
改
良
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、「
偏
狭
な
る
愛
國
心
を
懐
抱
す
る
も
の
は
到
底

異
民
族
を
抱
擁
し
て
よ
り
大
な
る
日
本
國
民
を
陶
冶
す
る
の
資
格

な
き
も
の
な
り
」
と
し
て
、「
よ
り
大
な
る
大
和
民
族
の
陶
冶
」

を
望
む
と
し
て
い（
る

）
254

。
弟
子
の
松
本
芳
夫
（
一
八
九
三
―
一
九
八

二
）
は
、
田
中
は
「
ぼ
く
の
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
ド
イ
ツ
流
の
保

守
的
國
家
主
義
者
」
で
は
な
か
っ
た
。
先
生
の
中
心
思
想
は
「
や

は
り
塾
の
傳
統
的
思
想
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
流
の
自
由
思
想
で
あ
つ

た
や
う
に
思（
う

）
255

」
と
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
杉
慎
吉
の
よ

う
に
「
國
家
主
義
」
思
想
を
奉
じ
て
は
い
な
い
が
、
二
〇
世
紀
的

な
意
味
の
「
自
由
思
想
」
で
は
な
く
、
自
由
貿
易
帝
国
主
義
を
唱

え
て
ア
ロ
ー
号
戦
争
な
ど
を
主
導
し
た
パ
ー
マ
ス
ト
ン
（
一
七
八

四
―
一
八
六
五
）
の
よ
う
な
一
九
世
紀
的
「
自
由
思
想
」
を
説
い

て
い
た
と
い
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

三
田
史
学
会
が
発
足
し
た
際
の
「
慶
應
義
塾
と
史
學
の
研
究
法

―
三
田
史
學
會
發
會
記
念
講
演
―
」
に
お
い
て
、
田
中
は
「
歷
史

を
蔑
視
し
た
啓
蒙
主
義
、
唯
理
主
義
、
實
理
主
義
の
行
は
れ
た
慶

應
義
塾
に
於
て
史
學
の
研
究
の
起
こ
ら
な
か
つ
た
こ
と
は
固
よ
り

怪
し
む
こ
と
を
要
せ（
ぬ

）
256

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、

啓
蒙
主
義
歴
史
家
の
代
表
者
で
あ
る
福
沢
諭
吉
を
暗
に
批
判
し
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
だ
が
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
田

中
萃
一
郎
の
歴
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
方
法
論
的
に
は
福
澤
な

ど
の
や
り
方
に
満
足
し
て
い
な
い
が
、
主
張
に
お
い
て
は
福
沢
諭

吉
の
系
譜
上
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
で
、
小
泉
信
三
は
、
田
中
は
授
業
中
は
素
っ
気
な
く
「
自

分
は
し
や
べ
る
。
聽
く
度
い
者
は
聽
く
が
好
い
」
と
い
う
趣
き
だ

っ
た
が
、
自
ら
教
員
室
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
と
「
同
僚
の

間
で
は
最
も
戲
謔
を
喜
び
、
最
も
よ
く
笑
ふ
人
」
で
あ
る
こ
と
を
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六
四　
（
六
四

発
見
し
た
と
述
べ
て
い
る（
が

）
257

、
今
宮
新
も
「
教
室
で
は
こ
わ
い
先

生
も
、
個
人
的
に
接
す
る
と
実
に
親
切
で
穏
や
か
な
先
生
で
あ
っ

た
。
眼
鏡
の
中
か
ら
細
い
目
を
さ
ら
に
細
め
て
、
冗
談
も
言
え
ば
、

ひ
や
か
し
も
す
る
本
当
に
や
さ
し
い
先
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
接
触

に
よ
っ
て
先
生
は
門
下
生
を
指
導
し
、
門
下
生
は
先
生
の
人
格
学

殖
に
ふ
れ
て
、
多
く
の
学
生
が
先
生
の
下
に
集
っ
た
の
で
あ
る
。

先
生
の
趣
味
は
書
籍
の
蒐
集
と
門
下
生
の
指
導
に
あ
っ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ（
う

）
258

」
と
懐
か
し
ん
で
い
る
。
他
に
も
、

田
中
の
毅
然
さ
と
同
時
に
優
し
さ
を
回
想
し
て
い
る
者
が
多
い
。

　

間
崎
万
里
は
、
田
中
は
「
健
啖
よ
く
談
ぜ
ら
れ（
た

）
259

」
と
証
言
し

て
い
る
。
田
中
は
自
ら
の
主
張
に
お
い
て
は
頑
な
で
「
博
士
の
歷

史
觀
は
、
時
流
を
抽
ん
で
て
を
り
、
當
代
流
行
の
歷
史
哲
学
よ
り

も
寧
ろ
舊
式
の
史
觀
に
同
情
を
持
つ
て
を
つ
た
が
之
を
學
生
に
強

ふ
る
と
云
ふ
様
な
こ
と
は
曾
つ
て
な
か
つ（
た

）
260

」
と
い
う
。
田
中
は

学
生
た
ち
と
と
も
に
多
く
の
史
書
を
読
ん
だ
。
間
崎
万
里
は
授
業

に
お
い
て
「
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
のw

hat is history?

（
日
本
に
お

け
る
文
化
史
な
る
も
の
の
流
行
す
る
端
緒
）、
バ
ッ
ク
ル
の
英
國

文
明
史
、
メ
ー
ン
の
古
代
法
、
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の
古
代
市
邦
論
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
歷
史
哲
學
、
チ
ェ
ス
タ
ト
ン
の
文
學
上
の
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ヤ
時
代
」
な
ど
を
相
前
後
し
て
講
ぜ
ら
れ
た
と（
し

）
261

、
鈴
木
錠
之

助
と
は
「
チ
イ
グ
ラ
ア
（Ziegler

）
敎
授
の
第
十
九
世
紀
獨
逸

思
潮
史
」
を
講
読
し
て
い（
る

）
262

。
昼
休
み
に
は
史
学
科
の
学
生
を
集

め
て
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
のE

inleitung

（『
歴
史
と
は
何
ぞ
や
』
の

原
著
）
の
講
読
を
行
っ
た
と
も
い（
う

）
263

。

　

松
本
信
廣
は
「
本
科
進
学
当
時
に
、
な
に
か
新
設
課
目
の
希
望

は
な
い
か
と
質
問
さ
れ
、
人
類
学
を
と
い
う
自
分
の
希
望
を
い
れ
、

移
川
子
之
蔵
氏
（
一
八
八
四
―
一
九
四
七
）
が
講
師
と
し
て
委
嘱

さ
れ
た
。（
中
略
）
塾
に
推
薦
さ
れ
た
の
は
同
郷
の
池
田
成
彬
氏

で
あ
っ
た
ら
し（
い

）
264

（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
）」
と
い
う
よ
う

に
、
歴
史
学
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
認
め
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
前
述
の
「
歷
史
新
敎
授
法
の
一
例
」
で
は
、「
史
料
と

は
歷
史
家
が
其
研
究
に
際
し
て
使
用
す
る
根
本
の
材
料
な
り
」
と

し
て
、「
要
す
る
に
之
に
よ
り
て
以
て
過
去
に
對
す
る
吾
人
の
智

識
を
推
究
し
得
可
き
過
去
の
遺
物
は
皆
史
料
な
り
」
と
、
文
書
だ

け
に
よ
る
歴
史
学
を
退
け
て
い（
る

）
265

。

　

ま
た
記
録
さ
れ
た
名
称
に
は
差
異
が
あ
る
が
、「
史
学
科
旅

行
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
〇
月
が
第

一
回（
で

）
266

、「
春
秋
の
三
田
史
学
会
旅
行
も
伊
木
さ
ん
（
後
述
）
を

中
心
と
し
て
各
地
の
古
文
書
を
採
訪
研
究
す
る
主
目
的
を
も
っ
て

お
り
、
会
員
達
の
親
交
を
深
め
る
に
功
献
し
た
」
と
い（
う

）
267

。
こ
れ

は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
実
施
さ
れ
た
と
い
う
。
筆
者
は
一
九
七
七

年
の
入
学
だ
が
、
す
で
に
史
学
科
に
は
ひ
じ
ょ
う
に
多
数
の
学
生
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六
五　
（
六
五

が
在
籍
し
て
い
た
時
代
で
、
西
洋
史
学
専
攻
の
学
生
で
あ
っ
た
筆

者
に
は
記
憶
が
な
い
。
た
だ
『
史
学
』
の
記
述
な
ど
を
見
る
と
、

専
攻
に
関
係
な
く
教
員
は
参
加
し
て
い
た
よ
う
で
、
ま
た
西
洋
史

学
専
攻
の
恩
師
た
ち
か
ら
も
史
学
科
旅
行
の
思
い
出
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。

　

そ
し
て
「
凡
そ
史
學
に
志
し
た
も
の
は
た
と
ひ
東
洋
史
な
り
西

洋
史
な
り
國
史
な
り
の
一
科
を
専
攻
す
る
に
も
せ
よ
、
必
ず
常
に

自
分
は
廣
く
歷
史
を
研
究
す
る
も
の
だ
と
い
ふ
決
心
を
持
つ
て
ゐ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
汝
の
専
門
は
何
で
あ
る
か
と
問
は
れ
た
な

ら
ば
い
つ
で
も
唯
だ
歷
史
を
研
究
し
て
ゐ
る
と
答
へ
る
だ
け
で
あ

る
、
敢
て
東
洋
史
だ
西
洋
史
だ
國
史
だ
と
は
言
は
な
い
」
と
い
う

の
が
田
中
の
持
論
だ
っ
た
と
い（
う

）
268

。
学
生
は
個
々
の
専
攻
に
属
す

る
の
で
は
な
く
「
史
学
科
一
本
だ
け
で
あ
り
、
国
史
も
、
東
洋
史

も
、
西
洋
史
も
学
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
す

べ
て
必
修
で
あ
り
、
選
択
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。（
中
略
）
史
学

科
が
今
日
の
よ
う
に
三
専
攻
に
分
か
れ
た
の
は
、
新
大
学
令
に
よ

っ
て
文
学
科
（
文
科
）
が
文
学
部
（
一
九
二
〇
年
）
に
な
っ
て
か

ら
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
）」
で）

（26
（

、
専
攻
制
移
行
時
（
一
九

二
八
年
）
に
も
史
学
科
は
三
専
攻
に
分
た
れ
る
こ
と
に
抵
抗
し
た

と
い（
う

）
270

。
現
在
、
文
学
部
で
、
他
専
攻
の
科
目
を
専
攻
内
規
で
卒

業
条
件
科
目
と
し
て
い
る
専
攻
は
他
に
は
な
い
。
史
学
科
を
一
体

の
も
の
と
し
て
構
想
し
た
の
は
田
中
萃
一
郎
の
歴
史
方
法
論
と
連

動
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
に
至
る
慶
應
義
塾
の
史
学
科
の
在
り

方
を
よ
く
規
定
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
史
学
科
の
成
立

　

田
中
萃
一
郎
は
「
学
風
」
と
い
う
意
味
で
の
慶
應
義
塾
の
史
学

科
を
つ
く
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。「
人
的
な
構
成
」
と
い
う
意
味

で
も
つ
く
っ
た
と
い
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
学
制
の
改
定
に
応

じ
て
、
私
学
は
専
任
教
員
の
確
保
な
ら
び
に
教
員
資
格
な
ど
の
条

件
を
考
慮
し
な
く
て
は
い
け
な
く
な
っ
て
い
た
。
一
九
一
八
（
大

正
七
）
年
の
「
大
学
令
」
に
よ
っ
て
条
件
は
厳
し
く
な
り
、
優
れ

た
帝
国
大
学
の
「
学
士
」
を
見
出
し
て
採
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

慶
應
義
塾
出
身
者
を
養
成
し
、
帝
国
大
学
の
「
学
士
」
と
同
等
程

度
の
資
格
を
得
さ
せ
る
た
め
二
～
三
年
の
海
外
留
学
の
機
会
を
教

員
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
仕
組
み
に
田
中
は
強

い
影
響
力
を
有
し
た
の
で
あ
る
。

　

田
中
は
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
予
科
な
ら
び
普
通
部
教
員

と
な
り
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
帰
国
後
に

慶
應
義
塾
大
学
部
文
科
教
員
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
機
を
同
じ
く

し
て
文
科
に
史
学
科
設
置
の
動
き
が
あ
り
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
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六
六　
（
六
六

一
）
年
の
第
七
期
評
議
員
会
で
決
議
さ
れ
、
一
九
一
〇
（
明
治
四

三
）
年
度
か
ら
、
文
科
は
文
学
・
哲
学
・
史
学
の
三
専
攻
の
編
成

と
な
っ
て
い（
る

）
271

。
こ
れ
が
田
中
一
人
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ
っ

た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
の

時
点
で
大
学
部
に
お
い
て
「
史
」
と
い
う
科
目
を
担
当
し
て
い
る

の
は
、
他
に
は
理
財
科
に
属
し
経
済
史
お
よ
び
経
済
学
を
担
当
し
、

学
生
た
ち
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い
た
福
田
徳（
三

）
272

（
一
九
七
四

―
一
九
三
〇
）
と
、
政
治
科
に
属
し
て
外
交
史
を
担
当
す
る
林
毅

陸
で
あ
る
。
田
中
が
文
科
の
「
歴
史
」
部
門
を
背
負
い
、
再
建
を

指
導
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

慶
應
義
塾
の
「
歴
史
」
を
立
て
直
そ
う
と
す
る
際
に
、
田
中
が

招
い
た
最
初
の
二
人
の
教
員
が
山
路
愛
山
と
幸
田
成
友
（
一
八
七

三
―
一
九
五
四
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
愛
山
は
明
治
・
大
正
時
代

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
人
権
運
動
と
平
民
の
啓
蒙
の
た
め
に
多

く
の
歴
史
書
を
残
し
た
が
、
現
在
入
手
が
比
較
的
容
易
な
著
作
の

中
で
は
『
豊
臣
秀
吉
』『
徳
川
家
康
』
な
ど
の
人
物
史
が
多
い
。

愛
山
は
民
友
社
に
入
社
し
て
『
国
民
新
聞
』
の
記
者
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
）（
一
八
六
三
―
一
九
五
七
）

的
な
歴
史
家
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
著
作
を

読
む
と
、
田
中
萃
一
郎
と
の
類
似
点
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
る
。

愛
山
は
北
村
門
太
郎
（
透
谷
）（
一
八
六
八
―
一
八
九
四
）
と
の

「
人
生
相
渉
論
争
」
で
有
名
と
な
っ
た
が
、
こ
の
論
争
は
一
八
九

三
（
明
治
二
六
）
年
の
『
頼
襄
を
論
ず
』
に
お
い
て
「
文
学
は
事

業
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
愛
山
に
対
し
て
、
透
谷
が
「
文
学
は
虚

業
で
あ
る
」
と
し
、
愛
山
を
反
動
と
批
判
し
て
「
純
文
学
／
美
文

学
」
を
主
張
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ（
た

）
273

。
愛
山
は
、
た
と
え
ば

「
吾
人
が
文
章
は
事
業
な
り
と
曰
ひ
し
は
文
章
は
即
ち
思
想
の
活

動
な
る
が
故
な
り
。
思
想
一
た
び
活
動
す
れ
ば
世
に
影
響
す
る
が

故
な
り
。
苟
も
寸
毫
も
世
に
影
響
な
か
ら
ん
か
、
言
換
ゆ
れ
ば
此

世
を
一
層
善
く
し
、
此
世
を
一
層
幸
福
に
進
む
る
こ
と
に
於
て
寸

功
な
か
つ
せ
ば
彼
は
詩
人
に
も
文
人
に
も
非
る
な（
り

）
274

」
と
述
べ
て

お
り
、
こ
れ
は
福
澤
ら
の
伝
統
的
な
「
文
学
」
観
と
近
い
と
い
え

る
だ
ろ
う
。　

　

慶
應
義
塾
で
の
愛
山
の
講
義
は
「
他
科
に
も
公
開
し
た
の
で
聴

講
者
も
多
か
っ
た
。（
中
略
）
考
古
学
や
民
族
学
の
ま
だ
な
い
時

代
に
、
日
本
民
族
原
初
の
由
来
を
、
古
文
献
伝
説
の
上
に
求
め
て

考
証
し
、
異
色
あ
る
示
唆
多
き
講
義
で
あ
っ（
た

）
275

」
と
い
う
。
や
は

り
文
科
出
身
で
愛
山
の
講
義
を
聴
い
た
小
沢
愛
圀
（
一
八
八
七
―

一
九
七
八
）
は
「
当
時
の
独
立
評
論
主
筆
、
山
路
愛
山
先
生
の
日

本
史
も
、
官
僚
軍
閥
の
栄
え
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
ま
っ

た
く
自
由
な
態
度
の
研
究
で
、
約
半
世
紀
を
過
ぎ
た
終
戦
後
に
於

て
初
め
て
聴
く
を
許
さ
れ
得
る
よ
う
な
内
容
の
講
義
で
あ
っ（
た

）
276

」
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六
七　
（
六
七

と
振
り
返
っ
て
い
る
。
小
沢
の
記
憶
は
時
系
列
的
に
若
干
合
わ
な

い
こ
と
も
あ
る
が
、
愛
山
の
講
義
が
強
い
印
象
を
与
え
た
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
講
義
で
は
な
く
「
三
田
史
學
講
演
大
會
」
で
の
講
演
だ
が
、

「
近
世
史
之
虛
談
」
と
題
し
て
愛
山
は
「
近
世
史
と
は
時
代
に
近

き
歷
史
の
謂
に
し
て
そ
は
多
く
虛
談
な
り
。
さ
れ
ば
次
期
時
代
に

な
れ
る
前
代
の
歷
史
は
多
く
信
ず
る
に
足
ら
ず
と
の
前
提
よ
り
其

例
證
と
し
て
源
平
盛
衰
記
に
現
は
れ
た
る
淸
盛
、
德
川
時
代
に
な

れ
る
史
上
の
石
田
三
成
の
如
き
は
共
に
其
肯
綮
を
得
た
る
も
の
に

非
ず
と
述
べ
、
維
新
史
を
引
き
て
一
々
其
例
を
擧
げ
、
要
す
る
に

近
世
史
な
る
も
の
は
文
書
に
依
ら
ず
し
て
多
く
古
老
の
言
に
よ
り

て
編
み
た
る
も
の
な
れ
ば
虛
談
た
る
を
免
れ
ず
、
是
れ
個
人
の
記

憶
心
象
な
る
も
の
は
目
擊
せ
る
事
實
と
大
に
相
違
す
る
所
の
も
の

な
る
に
依
れ
ば
な
り
と
論
じ
、
所
詮
信
頼
す
べ
き
史
實
の
編
輯
は

時
代
を
達
觀
せ
る
眞
正
の
史
家
に
俟
つ
の
外
な
し
と
結
ば
れ

た（
り

）
277

」
と
し
、
史
料
吟
味
の
重
要
性
を
や
は
り
説
い
て
い
る
。

　

愛
山
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
『
現
代
金
権
史
』
を
発

表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
治
期
日
本
の
資
本
主
義
の
発
展
に
つ

い
て
、
そ
の
時
々
の
事
件
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
社
会
的
経
済
的
要

因
、
さ
ら
に
財
閥
な
ど
に
も
触
れ
て
、
独
自
の
歴
史
的
展
望
を
提

示
し
て
い
る
。
西
洋
的
な
歴
史
研
究
法
を
習
得
は
し
て
い
な
い
が
、

単
な
る
時
代
遅
れ
の
「
史
論
」
と
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
考

え（
る

）
278

。
さ
ら
に
慶
應
義
塾
は
多
く
の
政
商
を
輩
出
し
た
が
、
そ
れ

は
福
澤
の
志
で
は
な
い
と
し
、『
現
代
金
権
史
』
で
一
貫
し
て

「
福
澤
先
生
」
と
呼
び
、
福
澤
の
影
響
を
強
く
受
け
た
と
愛
山
は

述
べ
て
い（
る

）
279

。
だ
が
愛
山
の
在
任
は
二
年
間
で
終
わ
る
。

　

こ
れ
以
降
、
田
中
は
帝
国
大
学
の
学
士
た
ち
を
教
員
に
選
ぶ
よ

う
に
な
る
。
最
初
の
学
士
が
幸
田
成
友
で
あ
る
。
幸
田
は
一
八
九

六
（
明
治
二
九
）
年
に
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
同
大
学
院
に
入
学

し
て
リ
ー
ス
に
師
事
し
た
。
き
わ
め
て
優
秀
で
学
問
に
対
し
て
真

摯
で
あ
っ
た（
が

）
280

、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
的
に
は
不
遇
だ
っ
た
よ
う
で

あ（
る

）
281

。
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
か
ら
『
大
阪
市
史
』
編
纂
主

任
と
な
っ
て
八
年
間
活
動
し
、
そ
の
成
果
で
あ
る
『
大
阪
市
史
』

は
模
範
的
な
市
史
と
今
日
で
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
九

（
明
治
四
二
）
年
幸
田
成
友
は
京
都
帝
国
大
学
講
師
を
嘱
託
さ
れ

た
が
、
翌
年
慶
應
義
塾
大
学
部
教
員
に
就
任
し
た
。
翌
一
九
一
〇

（
明
治
四
四
）
年
に
は
「
学
士
」
で
史
料
編
纂
所
所
員
で
あ
っ
た

伊
木
寿
一
（
一
八
八
三
―
一
九
七
〇
）
が
「
古
文
書
学
」
の
講
師

と
し
て
招
か
れ
た
。
伊
木
は
「
時
間
講
師
」
で
あ
っ
た
が
、
準
専

任
の
よ
う
な
位
置
に
あ
り
、「
史
学
科
旅
行
」
な
ど
を
行（
い

）
282

、
戦

後
ま
で
長
く
同
科
目
を
担
当
し（
た

）
283

。
翌
一
九
一
一
（
明
治
四
五
）

年
に
は
理
財
科
の
福
田
徳
三
が
「
日
本
経
済
史
」、
政
治
科
の
林



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

六
八　
（
六
八

毅
陸
が
「
外
交
史
」、
松
本
彦
次
郎
（
一
八
八
〇
―
一
九
五
八
）

が
「
時
代
史
」「
名
著
研
究
」
を
担
当
し
た
。
松
本
彦
次
郎
も

「
学
士
」
で
、
慶
應
義
塾
の
大
学
部
教
員
を
経
て
、
そ
の
後
六
高

教
授
、
昭
和
六
年
東
京
文
理
科
大
教
授
と
な
る
人
物
で
、
鎌
倉
新

仏
教
を
専
門
と
し
た
。
田
中
が
西
洋
史
と
東
洋
史
を
担
当
し
、
塾

内
の
専
任
者
の
助
力
を
得
て
、
日
本
史
で
は
実
力
あ
る
若
手
「
学

士
」
を
起
用
す
る
と
い
う
よ
く
考
え
ら
れ
た
布
陣
と
言
え
よ
う
。

　

政
治
に
対
す
る
関
心
が
強
い
田
中
は
、
ま
た
学
内
の
政
治
に
通

じ
て
い
た
。
川
合
貞
一
は
「
学
校
内
の
「
ポ
リ
チ
ー
ク
」
で
も
田

中
君
に
聞
く
と
よ
く
わ
か
る
政
治
に
關
し
て
非
常
に
關
心
を
有
し

て
い（
た

）
284

」
と
述
べ
て
い
る
。「
塾
の
教
務
の
中
最
も
事
件
が
多
く
、

治
め
る
に
難
し
い
の
は
予
科
主
任
の
職
と
目
さ
れ
る
が
、
行
政
手

腕
に
富
む
先
生
は
よ
く
之
を
乗
切
り
、
長
年
月
に
及
ん
だ
。
一
九

一
七
（
大
正
六
）
年
に
予
科
の
向
軍
治
氏
が
辞
職
を
勧
告
さ
れ
た

が
、
学
生
た
ち
は
そ
の
留
任
を
求
め（
た

）
285

」。
向
軍
治
（
一
八
六
五

―
一
九
四
三
）
は
ド
イ
ツ
語
教
員
だ
が
、
放
言
癖
が
あ
り
、
た
び

た
び
筆
禍
・
舌
禍
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
福
澤

が
「
向
さ
ん
何
も
遠
慮
す
る
所
は
な
い
思
ひ
切
っ
て
や
り
な
さ
い
。

遣
り
損
な
っ
た
處
が
多
寡
の
知
れ
た
塾
だ
。
國
家
を
潰
さ
れ
て
は

困
る
が
塾
位
は
何
日
潰
し
て
も
差
支
は
な
い
」
と
言
っ
た
と
い
う

ほ
ど
の
人
物
で
あ（
る

）
286

。
向
に
た
い
す
る
処
分
撤
回
を
求
め
る
松
本

信
廣
ら
の
予
科
生
た
ち
に
対
し
、
田
中
は
「
も
う
処
分
は
決
ま
っ

た
の
で
、
留
任
さ
せ
ら
れ
な
い
。
留
任
を
求
め
る
な
ら
ば
、
自
分

の
不
信
任
を
求
め
よ
と
決
然
と
し
た
態
度
を
示
し
て
断
っ
た
」
と

い（
う

）
287

。

　

田
中
の
実
力
は
広
く
認
め
ら
れ
、
名
取
和
作
は
「
鎌
田
先
生
が

亡
く
な
ら
れ（
て

）
288

、
そ
の
後
を
福
澤
一
太
郎
さ
ん
が
塾
長
を
し
て
居

つ
て
、
誰
か
塾
長
を
拵
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
際
に
田
中
君

が
隨
一
の
候
補
者
に
な
つ
た
。
田
中
君
は
性
格
も
良
い
し
抱
負
も

あ
り
技
量
も
あ
り
塾
長
と
し
て
立
派
な
人
だ
か
ら
一
つ
塾
長
に
し

よ
う
と
い
ふ
の
で
サ
ゥ
ン
ド
し
て
見
た
。
所
が
田
中
君
は
直
情
徑

行
の
人
で
思
つ
た
こ
と
は
遠
慮
な
く
言
ふ
。
そ
れ
だ
か
ら
妙
な
所

に
敵
が
あ
つ
た
。
こ
れ
は
田
中
君
を
塾
長
に
し
て
は
慶
應
義
塾
が

ゴ
タ
〳
〵
す
る
。
塾
が
ゴ
タ
〳
〵
す
る
こ
と
は
避
け
た
方
が
い
ゝ

と
い
ふ
の
で
、
そ
れ
で
林
君
を
塾
長
に
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
ほ

ど
で
あ（
る

）
289

。

　

田
中
の
学
内
で
の
地
位
は
給
与
に
も
見
て
と
れ
る
。
一
九
一
二

（
明
治
四
五
）
年
度
の
給
与
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
傾
向
と
し
て
、

慶
應
義
塾
に
よ
っ
て
海
外
留
学
に
派
遣
さ
れ
た
者
が
、
塾
内
で
高

い
役
職
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
高
給
を
得
て
お
り
、
ま

た
予
科
よ
り
も
本
科
を
担
当
す
る
者
が
待
遇
が
よ
い
。
そ
の
給
与

表
に
よ
れ
ば
田
中
は
年
間
給
与
と
し
て
二
〇
二
八
円
を
得
て
、
全
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六
九　
（
六
九

教
員
の
う
ち
で
八
位
を
占
め
て
い
る
。
外
国
人
教
員
五
名
を
除
く

と
、
法
律
科
主
任
を
務
め
る
神
戸
寅
次
郎
の
二
二
九
二
円
、
気
賀

勘
重
の
二
二
二
八
円
に
次
い
で
日
本
人
三
位
で
あ
る
。
理
財
科
主

任
の
堀
江
帰
一
は
一
九
八
二
円
で
田
中
に
次
ぐ
九
位
、
文
科
主
任

と
普
通
部
主
任
を
兼
ね
る
川
合
貞
一
は
一
八
〇
〇
円
で
一
〇
位
、

政
治
科
主
任
の
林
毅
陸
は
一
六
二
〇
円
で
一
二
位
で
あ
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
担
当
時
間
数
や
単
位
時
間
当
た
り
の
給
与
な
ど
も
考
慮
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
前
に
触
れ
た
阿
部
秀
助
の
八
二
〇
円
、

船
田
三
郎
の
八
一
二
円
、
廣
瀬
哲
士
の
六
三
六
円
の
倍
以
上
と
な

っ
て
い（
る

）
290

。

　

こ
の
田
中
の
力
の
源
泉
は
、
予
科
主
任
と
し
て
一
〇
年
以
上
に

わ
た
っ
て
そ
の
運
営
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
こ

の
時
期
に
大
学
部
の
学
生
数
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
本
科
と
予
科

を
合
わ
せ
た
大
学
部
の
学
生
数
が
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
の

六
八
二
名
か
ら
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
は
五
九
八
五
名

と
八
倍
以
上
に
増
加
し
た
。
本
科
と
予
科
を
区
別
す
る
と
、
一
九

〇
三
（
明
治
三
六
）
年
で
は
「
大
学
部
本
科
」
全
体
で
二
四
九
名
、

予
科
が
四
三
三
人
で
あ
り
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
で
は

「
大
学
部
本
科
」
全
体
で
二
八
四
九
名
、
予
科
が
三
一
三
六
名
だ

っ
た
。
本
科
が
拡
張
し
予
科
が
占
め
る
割
合
は
下
が
っ
た
も
の
、

な
お
予
科
は
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
た
の
で
あ（
る

）
291

。
世
間
で
の

評
価
に
お
い
て
慶
應
で
は
理
財
科
に
対
す
る
評
価
が
図
抜
け
て
お

り
、
学
生
数
も
多
か
っ
た
が
、
予
科
は
そ
れ
と
拮
抗
す
る
数
を
有

し
、
慶
應
義
塾
の
経
営
に
お
い
て
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
た
。

　

ま
た
当
時
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
教
学
部
門
の
管
理
運
営
組
織
が

確
立
し
た
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
以
降
、
予
科
の
人
事
に
つ
い

て
、
予
科
主
任
は
「
教
員
の
任
免
に
関
し
て
は
塾
長
に
稟
議
す
る

も
の
と
す
」
る
と
あ
る
が
、
予
科
の
「
教
員
会
議
が
教
員
の
任
免

に
つ
い
て
諮
詢
を
受
け
る
」
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
学
部
本
科
そ

れ
ぞ
れ
の
教
授
会
を
構
成
す
る
教
員
に
は
教
員
人
事
権
を
認
め
た

が
、
大
学
部
予
科
お
よ
び
そ
の
他
の
付
属
機
関
で
は
現
職
教
員
に

教
員
人
事
権
を
認
め
ず
、
塾
長
と
主
任
の
間
で
教
員
の
任
免
手
続

き
が
完
結
し
て
い
た
と
さ
れ（
る

）
292

。
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
以

来
塾
長
の
任
に
あ
る
鎌
田
栄
吉
と
は
、
田
中
は
若
い
頃
か
ら
自
ら

の
著
作
に
序
を
依
頼
で
き
る
ほ
ど
親
密
で
あ
っ
た
。
鎌
田
と
の
連

携
に
よ
っ
て
、
田
中
は
、
予
科
と
普
通
部
な
ど
に
か
な
り
の
人
事

権
を
行
使
で
き
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
と
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
の

予
科
教
員
は
専
任
教
員
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
時
間
講
師
の
採
用
は

避
け
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る（
が

）
293

、
次
第
に
時
間
講
師
も
任
用
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
松
本
信
廣
は
、
田
中
が
予
科
主
任
と
し
て
赤
門

な
ど
出
身
の
英
才
を
多
く
登
用
し
た
と
し
、
そ
の
可
能
性
と
し
て



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

七
〇　
（
七
〇

哲
学
の
安
倍
能
成
（
一
八
八
三
―
一
九
六
六
）、
小
山
鞆
絵
（
一

八
八
四
―
一
九
七
六
）、
伊
藤
吉
之
助
（
一
八
八
五
―
一
九
六

一
）
な
ど
を
挙
げ
て
い（
る

）
294

。
の
ち
に
文
部
大
臣
も
務
め
た
哲
学
者

安
倍
能
成
は
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
か
ら
一
九
二
〇
（
大
正

九
）
年
に
予
科
及
び
本
科
で
講
じ
、
東
北
帝
国
大
学
教
授
と
な
る

小
山
鞆
絵
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
か
ら
一
九
一
九
（
大
正

八
）
年
に
や
は
り
予
科
及
び
本
科
で
講
じ
て
い
る
。
東
京
帝
国
大

学
教
授
と
な
る
伊
藤
吉
之
助
は
も
っ
と
も
長
く
一
九
一
七
（
大
正

六
）
年
か
ら
、
少
な
く
と
も
記
録
が
確
か
な
一
九
四
三
（
昭
和
一

八
）
年
ま
で
予
科
及
び
本
科
で
授
業
を
担
当
し
た
。
伊
藤
は
、
普

通
部
で
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
か
ら
一
九
二
二
（
大
正
一

一
）
年
に
歴
史
を
教
え
て
い
た
飯
田
忠
純
と
共
訳
で
、
チ
ー
グ
レ

ル
（T

heobald Ziegler

）『
独
逸
思
潮
史
』（
国
民
図
書
、
一
九

二
六
年
―
一
九
二
七
年
）
を
上
梓
し
て
い
る
。
こ
れ
は
鈴
木
錠
之

助
が
田
中
と
講
読
し
た
本
で
あ
る
。

　

ま
た
史
学
科
の
教
員
に
は
、
時
間
講
師
と
し
て
前
述
の
移
川
子

之
蔵
が
い
る
。
彼
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
、
一

九
一
九
（
大
正
八
）
年
か
ら
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
慶
應

義
塾
で
「
人
類
学
」
を
「
外
講（
師

）
295

」
と
し
て
講
じ
た
の
ち
、
台
北

帝
大
教
授
と
な
っ
た
。
田
中
が
急
逝
し
た
翌
年
で
あ
る
一
九
二
四

（
大
正
一
三
）
年
に
は
日
本
に
お
け
る
西
洋
文
化
史
の
創
始
者
で

あ
る
大
類
伸
（
一
八
八
四
―
一
九
七
五
）
や
民
俗
学
の
祖
で
あ
る

柳
田
國
男
（
一
八
七
五
―
一
九
六
二
）
な
ど
が
招
か
れ
、
特
に
後

者
は
五
年
間
に
わ
た
っ
て
教
え
続
け
た
。
そ
の
後
も
、
多
く
の
す

ぐ
れ
た
研
究
者
が
時
間
講
師
と
し
て
招
か
れ
て
、
史
学
科
に
刺
激

を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な（
る

）
296

。
他
に
も
、
前
述
の
松
本
彦
次
郎
、

東
京
商
科
大
学
に
転
じ
た
川
上
多
助
（
一
八
八
四
―
一
九
五（
九

）
297

）、

の
ち
に
京
城
帝
国
大
学
に
転
じ
た
松
本
重
彦
（
一
八
八
八
―
一
九

四
九
以（
降

）
298

）
な
ど
も
い
る
が
、
専
任
で
あ
る
か
時
間
講
師
で
あ
る

か
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

時
間
講
師
以
外
に
も
、
田
中
が
採
用
・
養
成
し
た
教
員
に
は
い

く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
一
つ
は
帝
国
大
学
卒
業

者
で
最
初
は
予
科
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
に
史
学
科
教

員
と
な
っ
て
定
着
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
そ
の
初
期
の
事
例
は
橋

本
増
吉
（
一
八
八
〇
―
一
九
五
六
）
で
あ
る
。
橋
本
は
帝
国
大
学

の
白
鳥
庫
吉
の
弟
子
で
、
阿
部
秀
助
が
留
学
に
行
く
際
、
後
任
と

し
て
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
予
科
で
「
経
済
地
理
」
を
担
当

す
る
教
員
と
し
て
慶
應
義
塾
に
奉
職
し
、
一
九
一
二
（
明
治
四

五
）
年
史
学
科
の
講
師
を
兼
ね
た
。
橋
本
は
慶
應
義
塾
の
教
員
と

し
て
定
着
し
、
田
中
亡
き
後
の
史
学
科
に
お
い
て
重
き
を
な
し（
た

）
299

。

阿
部
秀
助
は
文
科
で
講
義
を
行
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
福
田
徳

三
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
理
財
科
に
属
し
た
の
で
、
厳
密
に
い
え
ば



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

七
一　
（
七
一

田
中
が
養
成
し
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
は
帝
国
大
学
出
身
者
で
、
慶
應
に
採
用
さ
れ
た
が
、

の
ち
に
転
出
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
多
く
い
る
が
、

代
表
的
な
例
が
加
藤
繁
（
一
八
八
〇
―
一
九
四
六
）
で
あ
る
。
加

藤
の
採
用
及
び
経
歴
に
つ
い
て
は
、『
加
藤
繁
先
生
小（
傳

）
300

』
に
記

述
が
あ
り
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
「
慶
應
義
塾
に
は
当
時
予

科
に
空
席
が
あ
り
、
予
科
長
の
田
中
萃
一
郎
が
頻
り
に
適
任
者
を

物
色
し
て
い
た
が
、
福
田
徳
三
が
こ
れ
を
聞
き
、
内
田
銀
蔵
と
諮

っ
て
、
推
薦
し
た
」
結
果
で
あ
り
、
加
藤
は
講
師
と
し
て
予
科
で

漢
文
を
、
学
部
の
史
学
科
で
支
那
古
代
史
を
講
じ
た
。
学
生
時
代

に
教
え
を
受
け
た
書
家
の
西
川
寧
（
一
九
〇
二
―
一
九
八
九
）
も
、

田
中
萃
一
郎
が
加
藤
繁
の
『
古
田
制
の
研
究
』（
一
九
一
七
年
）

を
推
賞
し
た
と
加
藤
繁
か
ら
聞
い
て
い（
る

）
301

。
最
初
加
藤
は
慶
應
義

塾
と
宮
内
属
を
兼
任
し
た
が
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
慶
應
義

塾
大
学
部
講
師
の
専
任
と
な
り
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
大

学
令
が
改
正
さ
れ
る
と
翌
年
五
月
教
授
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
二

五
（
大
正
一
四
）
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
講
師
と
な
り
、
一
九

二
七
（
昭
和
二
）
年
に
福
田
徳
三
の
推
薦
に
よ
っ
て
『
唐
宋
時
代

に
於
け
る
金
銀
の
研
究
』
で
学
士
院
賞
・
恩
賜
賞
を
受
賞
し
、
一

九
二
八
（
昭
和
三
）
年
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
就
任
と
と
も
に
慶

應
義
塾
大
学
教
授
を
辞
任
し
た
が
、
そ
の
後
も
講
師
と
し
て
出
講

し
続
け
た
。『
史
学
』
の
字
様
は
加
藤
繁
の
選
定
に
よ
る
と
さ
れ

る
が
、
松
本
信
廣
は
「
加
藤
繁
さ
ん
に
選
定
を
お
願
い
し
た
所
、

氏
は
当
時
の
予
科
学
生
西
川
寧
君
に
依
頼
し
、
北
魏
張
猛
龍
の
碑

文
拓
本
か
ら
選
ば
れ
た
」
と
述
べ
て
い（
る

）
302

。
草
創
期
を
築
い
た
幸

田
成
友
も
、
慶
應
義
塾
で
の
講
義
を
後
年
ま
で
長
く
担
当
し
て
い

る
が
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
か
ら
東
京
商
科
大
学
助
教
授

兼
予
科
教
授
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
に
含
む

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
、
東
京
の
私
学
か
ら
地
方

の
帝
国
大
学
な
ど
へ
の
転
出
は
多
か
っ
た
。
官
学
の
威
信
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
た
上
に
、
東
京
帝
国
大
学
に
重
点
的
に
投
資
さ
れ

て
い
た
た
め
、
地
方
の
帝
国
大
学
は
教
員
ス
タ
ッ
フ
確
保
の
た
め

に
優
遇
措
置
を
講
じ
、
留
学
の
機
会
を
早
め
た
り
、
俸
給
を
一
、

二
号
高
く
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い（
う

）
303

。

　

ま
た
慶
應
義
塾
出
身
者
で
教
員
と
な
っ
た
タ
イ
プ
が
あ
る
。
予

科
教
員
と
な
り
予
科
に
留
ま
っ
た
者
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
竹
内

左
馬
次
郎
が
い
る
。
彼
は
大
学
部
文
科
二
回
生
で
、
卒
業
後
は
故

郷
岡
山
に
戻
っ
て
私
立
中
学
閑
谷
黌
に
勤
め
る
が
、
台
湾
総
督
府

国
語
学
校
を
経
て
、
そ
の
後
慶
應
義
塾
予
科
教
員
と
な（
り

）
304

、
一
九

〇
八
（
明
治
四
一
）
年
か
ら
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
ま
で
教

鞭
を
執
っ
た
。
他
に
も
幾
人
も
の
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
う
一
つ
が
慶
應
義
塾
出
身
で
、
留
学
な
ど
の
機
会
を
与
え
ら



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

七
二　
（
七
二

れ
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
前
述
の
卜
部
百
太
郎
で
、
彼
は

留
学
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
本
科
の
教
授
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
草

創
期
の
学
生
た
ち
の
多
く
が
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
。
初
期
の
史

学
科
の
学
生
数
は
少
な
く
、
松
本
芳
夫
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
第
一

回
（
一
九
一
三
年
）
か
ら
第
五
回
（
一
九
一
九
年
）
ま
で
の
五
年

間
は
毎
年
卒
業
生
は
一
名
ず
つ
し
か
お
ら
ず
、
教
員
の
方
が
多
か

っ
た
と
い（
う

）
305

。
だ
が
、
そ
の
う
ち
第
二
回
生
の
間
崎
万
里
、
第
四

回
生
の
鈴
木
錠
之
助
、
第
五
回
生
の
松
本
芳
夫
が
学
校
に
残
り
、

そ
の
下
に
も
松
本
信
廣
や
日
本
史
の
今
宮
新
が
い
た
。
そ
の
う
ち

間
崎
万
里
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
普
通
部
教
員
、
一
九
一

八
（
大
正
七
）
年
予
科
教
員
と
な
り
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

年
よ
り
史
学
科
で
教
え
初
め
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
九
月

か
ら
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
三
月
に
留
学
し
、
翌
一
九
二
九

（
昭
和
四
）
年
よ
り
教
授
と
な
っ
て
い（
る

）
306

。
松
本
芳
夫
は
一
九
一

九
（
大
正
八
）
年
に
商
工
学
校
教
員
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

年
に
予
科
教
員
と
な
っ
て
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
一
九

三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
二
月
に
留
学
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
こ
の

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
文
学
部
助
教
授
と
な
っ
て
い（
る

）
307

。
松

本
信
廣
は
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
普
通
部
教
員
と
な
り
、
一
九

二
四
（
大
正
一
三
）
年
か
ら
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
九
月
留
学

し
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
文
学
部
助
教
授
と
な
っ
て
い（
る

）
308

。

今
宮
新
は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
商
工
学
校
教
員
、
一
九

二
六
（
大
正
一
五
）
年
予
科
教
員
と
な
り
、
一
九
三
一
（
昭
和

六
）
年
五
月
よ
り
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
八
月
ま
で
留
学
し
、

こ
の
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
文
学
部
助
教
授
と
な
っ
て
い（
る

）
309

。

前
述
の
橋
本
増
吉
は
史
学
科
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
留

学
の
機
会
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
留
学
も
必
ず
し
も
順
調
に
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
間
崎
は
「
文
科
は
科
目
が
多
く
学
生
は
少
な
い
の
で
、

経
費
が
多
く
か
か
る
と
い
う
の
で
留
学
生
の
如
き
も
自
費
で
行
っ

て
い
る
者
を
後
か
ら
留
学
生
に
直
す
と
い
う
風
で
、
僕
の
行
く
と

き
に
は
、
横
か
ら
勢
力
の
あ
る
学
生
の
人
が
割
り
込
ん
で
来
て
、

年
次
を
後
ら
し
、
旅
費
の
如
き
も
一
部
自
弁
す
る
様
な
始
末
で
あ

っ（
た

）
310

」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
養
成
さ

れ
た
間
崎
、
松
本
芳
夫
、
松
本
信
廣
は
三
田
史
学
科
の
「
三
羽

烏
」
と
呼
ば（
れ

）
311

、
前
述
の
間
崎
以
下
の
四
名
全
員
が
戦
後
に
文
学

部
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
の
総
人
口
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
時
点
で
五
九
七

三
七
〇
〇
〇
人
と
明
治
初
期
か
ら
比
べ
る
と
倍
増（
し

）
312

、
前
述
の
よ

う
に
進
学
熱
も
高
ま
る
と
い
う
状
況
に
お
い
て
、
専
門
学
校
令
が

公
布
さ
れ
た
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
は
四
四
名
で
あ
っ
た

「
慶
應
義
塾
大
学
」
卒
業
生
数
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

七
三　
（
七
三

に
は
八
〇
八
名
に
急
増
し
て
い（
る

）
313

。
こ
の
よ
う
な
好
条
件
を
背
景

に
し
て
、
史
学
科
の
学
生
数
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
最
初
期

の
卒
業
生
で
あ
る
間
崎
の
発
言
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
田
中

没
後
十
七
年
の
追
悼
会
（
一
九
四
〇
年
）
に
お
い
て
「
大
正
二

（
一
九
一
三
）
年
に
初
め
て
卒
業
生
を
出
し
て
以
来
十
一
年
を
經

過
致
し
て
居
り
ま
す
が
、
當
時
は
毎
年
史
學
科
に
新
入
學
生
が
あ

る
と
い
ふ
譯
に
は
参
り
ま
せ
ず
二
三
年
缺
け
た
年
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
先
生
（
一
九
二
三
年
没
）
御
在
世
中
に
合
計
一
九
名
の

卒
業
生
を
出
し
て
居
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
中
三
名
が
亡
く
な

つ
て
居
り
ま
す
の
で
、
今
日
ま
で
生
存
し
て
居
り
ま
す
も
の
は
十

六
名
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
十
名
は
塾
内
に
勤
務
致
し
て
居
り

ま
し
て
、
一
人
は
敎
務
の
方
に
、
他
は
全
員
教
員
を
や
つ
て
居
り

ま
す
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
）」
と
し
、
田
中
没
後
の
十
七

年
間
に
「
卒
業
生
を
出
す
こ
と
十
五
囘
、
そ
の
数
は
九
十
名
」
で
、

「
卒
業
生
の
総
数
は
前
後
を
通
じ
ま
し
て
二
十
四
囘
、
百
九
名
」

に
な
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
卒
業
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
進
路
を
挙

げ
た
の
ち
に
「
今
日
塾
内
で
敎
師
及
び
事
務
員
と
し
て
勤
務
致
し

て
居
り
ま
す
者
が
二
十
四
名
に
達
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

あ
り
ま
す
か
ら
先
ず
出
身
者
の
四
分
の
一
は
塾
内
に
於
て
直
接
塾

の
爲
に
盡
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま（
す

）
314

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

新
た
に
生
ま
れ
た
助
手
制
度
な
ど
も
用
い
て
、
塾
外
の
俊
英
を

招
く
と
同
時
に
自
前
の
教
員
養
成
を
し
な
が
ら
史
学
科
は
成
立
・

成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅴ　

三
田
史
学
会
と
『
史
学
』

（
１
）
明
治
期
日
本
に
お
け
る
「
学
会
」
の
始
ま
り

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
慶
應
義
塾
は
長
い
歴
史
を
有

す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
歩
み
を
た
ど
る
と
、
た
び
た
び
現
在
と
は

異
な
る
概
念
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。
三
田
史
学
会
に
関
し
て
も
、

同
じ
よ
う
な
面
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
『
精
選
版
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
「
学
会
」
を
調
べ
る
と
「
①

学
術
研
究
の
機
関
。
ア
カ
デ
ミ
ー
。
②
互
い
に
学
習
す
る
た
め
の

組
織
や
会
合
。
研
修
会
。
③
学
術
研
究
の
推
進
、
学
者
相
互
の
連

絡
な
ど
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
、
専
門
研
究
者
の
団
体
。
ま
た
は
、

そ
の
会（
合

）
315

」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
語
釈
は
大
学
関
係
者
に
と
っ
て

耳
慣
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
起
源
を
問
え
ば
、
学
会
は
「
ア
カ
デ
ミ
ー（academ

y

）」

「
サ
ロ
ン
（salon

）」
な
ど
西
洋
の
「
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
・
ソ
サ
イ

エ
テ
ィvoluntary society

」
に
発
す
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら

は
一
五
世
紀
頃
か
ら
俗
人
の
識
字
率
が
向
上
し
、
知
的
活
動
の
余

裕
が
増
す
に
つ
れ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、「
学
芸
の
共
同
体la 

République des Lettres

」
を
形
成
し
た
。
こ
の
表
現
は
フ
ラ



史
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九
一
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第
一
・
二
号

）

七
四　
（
七
四

ン
ス
の
思
想
家
ピ
エ
ー
ル
・
ベ
ー
ル
（
一
六
四
七
―
一
七
〇
六
）

に
よ
る
も
の
で
、
彼
は
書
評
誌N

ouvelles de la république 
des lettres

（
一
六
八
四
―
一
七
一
八
）
を
創
刊
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
権
威
を
批
判
し
て
宗
教
的
寛
容
と
思
想
の
自
由
を
説
い（
た

）
316

。
こ

の
動
き
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
世
俗
的
（secular

）
親
密
（in-

tim
ate

）
愛
好
的
（am

ateur

）
な
性
格
を
有
し
、
教
会
と
は
離

れ
た
自
由
な
議
論
の
場
を
提
供
す
る
い
く
つ
も
の
団
体
が
創
ら
れ
、

活
版
印
刷
と
い
う
革
命
に
も
助
け
ら
れ
て
、
そ
こ
で
は
国
際
的
な

交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
啓
蒙
主
義
に
代
表
さ
れ

る
一
七
世
紀
西
洋
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

だ
が
、
も
し
学
会
を
「
世
俗
的
（secular

）
親
密
（inti-

m
ate

）
愛
好
的
（am

ateur

）
な
性
格
を
有
し
、
自
由
な
議
論
の

場
」
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
西
洋
に
限
ら
れ
た
現
象
で
は
な
く
、

江
戸
期
の
日
本
に
も
見
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
木
村
蒹

葭（
堂

）
317

（
一
七
三
六
―
一
八
〇
二
）
の
活
動
や
交
流
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
福
澤
諭
吉
が
影
響
を
受
け
た
幕
末
の
儒
者
た
ち

の
直
接
あ
る
い
は
書
面
を
通
じ
た
交
流
も
、
実
態
に
お
い
て
近
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
文
明
開
化
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

た
「
学
会
」
に
、
多
く
の
伝
統
的
な
知
識
人
も
入
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
科
学
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
科
学
の
発
展
が
国
力

に
影
響
を
与
え
る
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
フ

ラ
ン
ス
財
務
総
監
ジ
ャ
ン
・
バ
テ
ィ
ス
ト
・
コ
ル
ベ
ー
ル
（
一
六

一
九
―
一
六
八
三
）
の
政
策
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
家
を
背
景

と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
六
六
〇
年

に
ロ
ン
ド
ン
で
設
立
さ
れ
た
「
王
立
学
会
（the Royal Soci-

ety

）」
や
一
六
六
六
年
に
設
立
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
（lA̓

cadém
ie des sciences

）」
は
そ
れ
ら
の
最
古
の
試

み
の
一
つ
で
あ（
る

）
318

。
権
力
の
関
与
は
増
し
、
学
会
は
自
由
な
議
論

と
、
有
用
性
と
統
制
と
い
う
二
極
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
た
。

　

日
本
に
お
け
る
最
初
の
学
会
が
何
で
あ
る
か
は
議
論
の
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
も
し
福
澤
諭
吉
も
参
加
し
た
一
八
七
三

（
明
治
六
）
年
の
「
明
六
社
」
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
発
起
人
が

森
有
礼
（
一
八
四
七
―
一
八
八
九
）
で
あ
る
よ
う
に
、
国
家
主
導

の
近
代
化
の
た
め
の
機
関
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
な

く
、
政
府
の
意
向
を
そ
れ
ほ
ど
反
映
し
な
い
学
会
と
し
て
は
、
一

八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に
創
設
さ
れ
た
「
東
京
数
学
会
社
」
が

あ
ろ
う
。
幕
末
・
明
治
期
の
洋
算
家
神
田
孝
平
（
一
八
三
〇
―
一

八
九
八
）
と
和
算
家
柳
楢
悦
（
一
八
三
二
―
一
八
九
一
）
を
初
代

総
代
と
し
て
、
洋
算
家
だ
け
で
な
く
和
算
家
な
ど
当
時
の
数
学
関

係
者
を
ほ
と
ん
ど
含
ん
だ
組
織
で
あ
る
。
機
関
誌
『
東
京
数
学
会

社
雑
誌
』
を
発
行
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
和
算
関
係
者
の
多
く



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

七
五　
（
七
五

が
脱
退
し
、
そ
の
後
は
大
学
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
た
と
い（
う

）
319

。

近
代
化
を
目
的
と
す
る
明
治
以
降
の
学
問
世
界
に
と
っ
て
、
こ
の

動
き
は
あ
る
意
味
で
は
避
け
が
た
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

東
京
数
学
会
社
の
経
緯
が
示
す
よ
う
に
、
学
会
は
次
第
に
大
学

関
係
者
が
主
と
な
り
、
特
に
帝
国
大
学
学
士
の
交
流
組
織
と
な
っ

て
い
く
。
自
然
科
学
系
が
先
行
し
、
た
と
え
ば
一
八
七
九
（
明
治

一
二
）
年
に
は
「
東
京
化
学
会
」
や
「
東
京
大
学
生
物
学
会
」
な

ど
が
設
立
さ
れ（
た

）
320

。
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
東
京
大
学
の

卒
業
生
等
が
設
立
し
た
「
東
京
薬
学
会
」
も
そ
う
で
あ
っ（
た

）
321

。
つ

い
で
人
文
社
会
系
の
学
会
が
続
き
、
明
治
一
七
年
に
「
哲
学
会
」

が
、
明
治
一
六
年
に
「
法
学
協
会
」
が
、
明
治
二
〇
年
に
「
国
家

学
会
」
が
東
京
大
学
関
係
者
を
中
心
に
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
機

関
誌
『
哲
学
会
雑
誌
』『
法
学
協
会
雑
誌
』『
国
家
学
会
雑
誌
』
を

創
刊
し
て
い（
る

）
322

。

　

歴
史
学
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
一
一

月
に
史
学
会
が
設
立
さ
れ
、
学
術
雑
誌
『
史
學
會
雜
誌
』
が
創
刊

さ
れ
た
の
を
最
初
と
す
る
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
リ
ー
ス
の
提

案
に
対
し
て
、
重
野
安
繹
が
賛
同
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

西
洋
に
お
い
て
歴
史
学
単
独
の
学
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
そ
れ
ほ

ど
古
く
な
く
、
英
国
の
「
王
立
歴
史
学
会
（the Royal H

istori-
cal Society

）」
は
一
八
六
八
年
に
設
立
、「
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会

（the A
m

erican H
istorical A

ssociation

）」
は
一
八
八
四
年

に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ（
た

）
323

。
ま
た
歴
史
専
門
の
学
術
雑
誌

に
つ
い
て
も
一
八
五
九
年
にD

ie H
istorische Zeitschrift

、
一

八
七
六
年
にla R

evue historique

、
一
八
八
六
年
にthe E

ng
lish H

istorical R
eview

、
一
八
九
五
年
にthe A

m
erican H

is
torical R

eview

な
ど
が
創
刊
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
史
学

会
と
『
史
學
會
雜
誌
』
の
試
み
は
先
進
的
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

史
学
会
は
、
東
京
大
学
の
歴
史
研
究
教
育
部
門
が
い
く
つ
も
の

系
譜
か
ら
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
東
京
大
学
の
卒
業
生
だ
け
で
構

成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
漢
学
者
の
重
野
安
繹
が
初

代
会
長
に
就
任
し
た
よ
う
に
、
帝
国
大
学
設
立
以
前
に
教
育
を
受

け
た
漢
学
者
や
国
学
者
も
多
く
名
を
連
ね
て
い
る
。
た
と
え
『
史

學
會
雜
誌
』
第
一
三
号
の
「
史
學
會
規
則
摘
要
」
に
よ
れ
ば
「
入

會
ヲ
請
フ
者
ハ
會
員
ノ
紹
介
ヲ
以
テ
其
本
籍
住
所
姓
名
年
齡
職
業

ヲ
書
記
ニ
屆
ケ
置
ク
ベ
シ
〇
入
會
ハ
會
員
ノ
無
名
投
票
ヲ
行
ヒ
出

席
會
員
ノ
過
半
數
ヲ
得
ル
に
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
許
サ（
ス

）
324

」
と
あ
り
、

同
号
に
付
せ
ら
れ
た
「
史
學
會
職
員
會
員
姓
名
錄
」
に
は
「
博

士
」
や
「
学
士
」
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
和
漢
学
者
や
、
田
口
卯

吉
（
一
八
五
五
―
一
九
〇
五
）
や
高
瀬
真
卿
（
一
八
五
三
―
一
九

二
四
）
ら
の
在
野
系
の
歴
史
家
の
名
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
当
時
の
日
本
の
歴
史
学
界
全
体
を
代
表
す
る
横
断



史
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第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

七
六　
（
七
六

的
な
団
体
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
慶
應
義
塾
に
お
け
る
「
学
会
」
と
雑
誌

①
「
維
持
会
」
と
『
慶
應
義
塾
學
報
』『
三
田
評
論
』
な
ど

　

同
時
に
、
三
田
史
学
会
が
慶
應
義
塾
固
有
の
条
件
に
大
き
く
左

右
さ
れ
て
い
た
面
も
否
定
で
き
な
い
。
慶
應
義
塾
に
は
、
い
く
つ

も
の
先
行
す
る
「
学
会society/association

」
が
存
在
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
大
別
す
る
と
、
慶
應
義
塾
と
塾
員
・
塾
生
を
結

ぶ
団
体
で
あ
る
「
維
持
会
」
の
系
列
と
、
学
生
団
体
と
し
て
の

「
学
会
」
の
系
列
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
慶
應
義
塾
の
構
成
員
を

「
社
中
」
と
捉
え
る
考
え
方
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
『
慶
應
義

塾
學
報
』
や
『
三
田
評
論
』、『
三
田
学
会
雑
誌
』
な
ど
の
雑
誌
を

刊
行
し
た
。
こ
れ
ら
に
触
れ
る
の
も
迂
遠
で
は
あ
る
が
、『
史

学
』
が
創
刊
さ
れ
る
以
前
は
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
に
も
歴
史
学
関
係

の
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
触
れ
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
る
。

　

時
系
列
的
に
考
え
て
、
そ
れ
ら
「
学
会
」
の
共
通
の
原
型
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
の
が
大
学
部
設
立
以
前
の
一
八
八
三
（
明
治
一

六
）
年
に
で
き
た
「
文
学
会
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
福
澤
的
な

「
文
学
」
概
念
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
先
輩
の
講
演
を
聞
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
そ
れ
を
の
ち
に
ま
と
め
て
『
文
学
会
雑
誌
』
と

し
て
第
一
巻
を
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
四
月
、
第
二
巻
を
同

年
六
月
に
発
行
し
た
。
福
澤
諭
吉
、
小
幡
篤
次
郎
ら
を
講
師
と
し
、

内
容
も
文
学
、
経
済
学
、
植
物
学
等
に
わ
た
っ
て
い
た
と
い（
う

）
325

。

　

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
三
月
寄
付
金
を
元
本
と
す
る
基
本

金
の
利
子
収
入
に
よ
っ
て
大
学
部
の
教
育
を
充
実
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
慶
應
義
塾
基
本
金
の
募
集
が
行
わ
れ（
た

）
326

。
そ
し
て
、
募
金

活
動
に
資
す
る
た
め
『
慶
應
義
塾
學
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の

趣
旨
は
「
其
精
神
抱
負
を
世
間
に
發
揚
す
る
が
爲
に
し
て
所
載
の

事
項
は
福
澤
先
生
を
始
め
と
し
て
同
社
先
輩
の
論
說
談
話
叉
は
內

外
學
術
敎
育
の
新
設
等
を
掲
げ
之
に
附
す
る
に
本
塾
學
事
の
景
況

塾
員
の
消
息
移
動
等
を
以
て
毎
月
一
回
發
兌
し
て
廣
く
世
間
に
公

に
す
る
事
と
な
し
た
り
」
と
し
、
学
ぶ
こ
と
は
在
学
期
間
に
留
ま

る
も
の
で
は
な
く
生
涯
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
福
澤
の
考

え
に
基
づ
く
と
と
も
に
、
当
時
は
な
か
な
か
知
り
え
な
か
っ
た
最

新
の
外
国
事
情
や
、
塾
外
か
ら
も
高
名
な
学
者
の
寄
稿
が
掲
載
さ

れ（
た

）
327

。『
時
事
新
報
』
は
外
信
が
多
く
高
級
紙
と
目
さ
れ
た
と
い

う
が
、
同
じ
よ
う
な
戦
略
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
塾
員
の
名
簿
や
消

息
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た
寄
付
者
の
氏
名
と
金
額
も
細
か
く
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
福
澤
の
没
後
、
慶
應
義
塾
は
一
九
〇
一
（
明

治
三
四
）
年
「
慶
應
義
塾
維
持
会
」
を
結
成
し
て
、
廃
校
の
瀬
戸



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

七
七　
（
七
七

際
を
脱
し
た
。
卒
業
生
で
あ
る
塾
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
し
て
財
政
支
援
を
募
り
、
ま
た
維
持
会
員
た
ち
に
何
ら
か

の
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
門
野
幾
之
進
の
発
案
に
よ

り
、
す
で
に
発
刊
さ
れ
て
い
た
『
慶
應
義
塾
學
報
』
を
会
員
に
送

る
こ
と
が
定
め
ら
れ（
た

）
328

。『
慶
應
義
塾
學
報
』
第
一
号
の
奥
付
で

は
、
発
行
所
は
「
交
詢
社
内　

慶
應
義
塾
學
報
發
行
所
」
に
あ
り
、

活
動
の
主
体
が
交
詢
社
か
慶
應
義
塾
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
一

九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
一
二
月
刊
行
の
第
三
四
号
に
は
発
行
所

を
慶
應
義
塾
内
に
移
転
す
る
旨
の
広
告
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
学
術
評
論
雑
誌
と
し
て
市
販
を
目
指
す
動
き
が
あ
り
、
一

九
一
五
（
大
正
四
）
年
第
二
一
〇
号
か
ら
『
三
田
評
論
』
に
改
称
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
後
述
の
学
生
団
体
が
発
行
し
休
刊
と
な

っ
て
い
た
『
三
田
評
論
』
と
同
一
名
称
で
あ
る
が
、『
慶
應
義
塾

學
報
』
で
は
一
般
受
け
が
し
な
い
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
と
い（
う

）
329

。

現
在
の
『
三
田
評
論
』
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
そ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ほ
と
ん
ど
公
開
し
て
い
な
い
の
も
、
掲
載
さ
れ
た
情
報
が
維

持
会
会
員
に
対
す
る
返
礼
と
い
う
性
格
を
な
お
有
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。

②
学
生
団
体
と
そ
の
雑
誌
：『
三
田
評
論
』『
三
田
学
会
雑

誌
』
な
ど

　

も
う
一
つ
は
、
学
生
団
体
と
し
て
の
「
学
会
」
の
系
譜
を
受
け

継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
で
は
、
寄
宿
舎
に
お
い
て
教
員
と

学
生
が
集
う
会
食
な
ど
で
教
員
と
塾
生
の
一
体
感
が
形
成
さ（
れ

）
330

、

さ
ら
に
学
生
と
教
員
、
あ
る
い
は
学
生
と
卒
業
生
の
親
睦
を
深
め

る
「
学
会
」
や
ク
ラ
ブ
が
い
く
つ
も
誕
生
し
た
。
た
と
え
ば
一
八

九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
は
文
科
学
生
で
あ
っ
た
林
毅
陸
ら
に
よ

っ
て
「（
第
一
期
）
三
田
文
学（
会

）
331

」
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
活
動

は
「
林
毅
陸
日
記
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
林
ら
の
卒

業
と
と
も
に
振
る
わ
な
く
な
っ
た
と
い（
う

）
332

。
一
時
的
な
団
体
で
、

活
動
の
中
心
人
物
が
留
学
や
卒
業
な
ど
で
い
な
く
な
る
と
活
動
休

止
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

純
粋
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
活
動
を
指
向
す
る
の
で
は
な
く
、
親

睦
を
深
め
教
養
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
他
の
ク
ラ
ブ
も
い

く
つ
か
組
織
さ
れ
た
。
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
設
立
の
「
三

田
社
交
倶
楽
部
」、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
設
立
の
「
大
学

俱
楽
部
」、
少
な
く
と
も
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
は
活
動

の
記
録
が
あ
る
「
慶
應
義
塾
レ
ク
チ
ュ
ア
倶
楽
部
」
な
ど
で
あ（
る

）
333

。

こ
れ
ら
の
倶
楽
部
は
知
名
人
を
招
い
て
例
会
を
開
い
た
が
、
た
と

え
ば
「
三
田
社
交
俱
楽
部
」
は
大
隈
重
信
や
末
松
謙
澄
（
一
八
五

五
―
一
九
二
〇
）
ら
を
演
者
と
し
た
。
演
者
の
一
人
で
あ
る
徳
富

蘇
峰
は
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
六
月
に
「
文
学
論
」
を
展
開

し
て
「
純
文
学
／
美
文
学
」
を
攻
撃
し
て
「
拍
手
大
喝
采
」
を
得



史
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七
八　
（
七
八

て
い（
る

）
334

。

　

そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
慶
應
義
塾
は
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）

年
に
「
大
学
部
」
廃
止
を
否
決
し
、
大
学
た
ら
ん
と
決
意
し
た
。

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
前
後
に
行
わ
れ
た
学
制
改
革
を
受
け

て
、
慶
應
義
塾
で
は
さ
ま
ざ
ま
に
活
発
な
学
生
の
動
き
が
見
ら
れ

た
。
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
は
学
生
自
治
を
求
め
て
「
自
治

制
委
員
会
」
が
つ
く
ら
れ
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
機
関

誌
の
『
三
田
評
論
』
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
名
称
は
同

じ
だ
が
、
現
在
の
『
三
田
評
論
』
と
は
異
な
る
。
こ
の
雑
誌
は
慶

應
義
塾
の
行
政
や
人
事
に
対
す
る
論
難
が
激
し
く
、
と
き
に
検
閲

当
局
か
ら
の
検
閲
を
受
け
な
が
ら
も
、
次
第
に
研
究
論
文
も
掲
載

し
な
が
ら
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
一
月
ま
で
継
続
さ
れ（
た

）
335

。

　

こ
の
動
き
と
並
行
し
て
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
三
月
に

理
財
科
の
学
生
お
よ
び
卒
業
生
に
よ
っ
て
「
三
田
理
財
学
会
」
が

組
織
さ
れ
て
、
講
演
会
や
討
論
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
法
律
科

で
も
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
頃
か
ら
討
論
会
が
行
わ
れ
、
一

八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
五
月
に
は
「
大
学
部
法
学
会
討
論
会
」

が
開
催
さ
れ
て
い（
る

）
336

。
こ
れ
ら
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
一
八
九
九

（
明
治
三
二
）
年
に
「（
第
二
期
）
三
田
文
学
会
」
が
再
興
さ
れ
た
。

こ
れ
も
「
純
文
学
の
み
を
研
究
す
る
狭
い
意
味
で
の
文
学
会
で
は

な
く
、（
中
略
）
純
文
学
は
申
す
ま
で
も
な
く
哲
学
理
学
倫
理
学

等
の
学
理
を
探
て
見
よ
う
と
云
ふ
広
い
意
味
で
の
文
学
会
」
で
あ

っ（
た

）
337

。
や
は
り
福
澤
以
来
の
「
文
学
」
の
伝
統
を
強
く
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
学
生
が
主
体
と
な
り
、
文
科
が
対
象
と
す
る
学
問
全
体

を
傘
の
よ
う
に
覆
う
「
学
会
」
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
、
そ
れ
ま
で
学
生
が
発
行
し
て

い
た
『
三
田
評
論
』
を
改
組
し
て
『
三
田
学
会
雑
誌
』
が
創
刊
さ

れ（
た

）
338

。
そ
の
際
の
三
田
評
論
社
の
「
社
告
」
に
は
「
學
報
は
義
塾

經
營
上
の
機
關
な
り
。
義
塾
金
庫
の
報
告
な
り
。
缺
く
べ
か
ら
ず
。

さ
れ
ど
純
學
術
上
の
内
容
を
充
す
に
由
な
し
」
と
し
、
そ
れ
ま
で

の
『
三
田
評
論
』
の
状
況
を
反
省
し
、「
果
然
、
茲
に
我
社
覚
醒

の
時
は
來
れ
り
。
即
ち
來
年
早
々
よ
り
義
塾
大
學
各
分
科
の
純
學

術
機
関
と
し
て
世
に
見
え
、
毎
月
一
囘
の
定
期
刊
行
物
」
と
な
す

と
宣
言
し（
た

）
339

。
そ
の
発
行
主
体
は
「
三
田
學
會
」
だ
が
、
こ
れ
は

「
三
田
法
学
会
、
三
田
政
治
学
会
、
理
財
学
会
、
三
田
文
学
会
の

総
称
」
で
、
文
科
だ
け
で
な
く
三
田
全
体
を
さ
ら
に
傘
の
よ
う
に

覆
う
団
体
で
、
教
員
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た
。
実
際
、
第

一
号
の
奥
付
を
見
る
と
、
発
行
人
は
文
科
で
国
文
学
を
教
え
て
い

た
神
戸
弥
作
（
一
八
六
六
―
一
九
二
七
）
で
、
発
行
所
は
「
三
田

學
會
」
と
な
っ
て
い（
る

）
340

。
そ
し
て
そ
の
『
三
田
学
会
雑
誌
』
初
期

の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
文
科
教
授
の
田
中
萃
一
郎
で
、
多
く

の
論
文
を
投
稿
し
、
第
一
巻
一
号
で
は
「
會
計
監
督
」
を
務
め
、



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

七
九　
（
七
九

第
三
巻
六
号
よ
り
「
編
輯
主
任
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
に

塾
長
代
理
や
文
部
大
臣
を
務
め
る
高
橋
誠
一
郎
（
一
八
八
四
―
一

九
八
二
）
は
そ
の
指
揮
下
に
い（
た

）
341

。

　

こ
の
『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
一
号
（
一
九
〇
九
年
）
に
記
載
さ

れ
た
「
現
計
報
告
」
を
見
る
と
、
収
入
の
約
七
割
が
寄
付
金
（
六

三
万
円
）
と
慶
應
義
塾
の
補
助
（
一
〇
万
円
）
か
ら
な
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か（
る

）
342

。
や
は
り
資
金
面
が
大
き
な
課
題
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。『
慶
應
義
塾
學
報
』
第
一
七
二
号
（
一
九
一
一
年
）
に

「
義
塾
三
田
學
會
に
て
は
從
來
理
財
法
律
政
治
文
學
各
科
の
研
究

機
關
と
し
て
毎
月
一
回
三
田
學
會
雜
誌
を
發
行
し
來
り
し
が
十
月

發
行
の
第
五
巻
第
四
號
よ
り
年
四
囘
發
行
の
大
册
と
爲
し
且
主
と

し
て
經
濟
及
政
治
に
重
き
を
置
く
こ
と
と
爲
せ
り
叉
執
筆
者
は
義

塾
敎
授
の
み
な
ら
ず
一
般
知
名
の
專
門
家
に
も
依
賴
す
る
筈
、
雜

誌
費
は
郵
稅
共
年
一
圓
な
り
」
と
告
知
し
て
い（
る

）
343

。
そ
し
て
『
三

田
学
会
雑
誌
』
第
五
巻
四
号
（
一
九
一
一
年
）
に
は
「
休
刊
の
止

む
な
き
に
至
れ
り
。（
中
略
）
茲
に
於
て
か
月
刊
は
一
變
し
て
季

刊
と
な
り
、
從
來
の
巻
數
號
數
を
繼
續
し
、
聊
か
面
目
を
更
新
し

て
讀
者
に
見
え
ん
と
す
。（
中
略
）
故
に
敢
て
三
田
學
會
雜
誌
の

舊
偁
は
之
を
改
め
ざ
る
も
、
大
方
同
志
の
公
學
た
る
慶
應
義
塾
の

發
行
に
係
る
本
誌
に
協
力
を
與
へ
ら
れ
ん
こ
と
は
余
輩
の
切
望
し

て
止
ま
ざ
る
處
な
り
」
と
の
「
小（
引

）
344

」
が
載
せ
ら
れ
、
編
輯
主
任

は
理
財
科
教
授
の
高
城
仙
次
郎
（
一
八
八
一
―
一
九
三
四
）
に
交

代
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
八
巻
二
号
（
一
九
一
四
年
）
の

「
理
財
學
會
々
報
」
に
理
財
学
会
組
織
変
更
が
告
げ
ら
れ
「
元
來

理
財
學
會
な
る
も
の
は
、
堀
切
敎マ

マ

が
未
だ
本
塾
塾
生
た
り
し
頃
同

志
の
學
生
と
共
に
、
明
治
三
十
六
年
三マ

マ

初
め
て
組
織
し
た
る
も
の

に
し
て
、
其
目
的
は
純
理
經
濟
學
を
研
究
、
時
事
問
題
を
討
議
す

る
と
同
時
に
時
々
講
演
會
を
開
き
、
朝
野
知
名
經
濟
學
者
又
は
財

政
家
を
招
聘
し
て
、
其
の
說
を
聞
く
事
に
あ
り
き
」
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
振
る
わ
ず
学
生
の
討
論
研
究
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
述

べ
、「
飜
つ
て
三
田
學
會
雜
誌
を
見
る
に
、
經
費
の
都
合
上
時
々

發
行
を
停
止
し
、
明
治
四
十
三
年
ご
ろ
は
會
員
組
織
の
下
に
月
刊

雜
誌
た
り
し
も
、
學
生
の
入
會
は
任
意
た
り
し
を
以
て
、
經
費
問

題
の
爲
め
、
一
時
發
行
を
停
止
し
、
其
の
後
明
治
四
十
五
年
に
至

り
、
高
城
教
授
を
編
輯
主
任
と
し
、
装
丁
を
新
に
し
、
四
季
刊
と

し
て
發
行
を
繼
續
す
る
に
至
り
ぬ
。
然
れ
ど
も
發
行
部
數
多
か
ら

ざ
り
し
を
以
て
、
常
に
經
費
問
題
の
爲
め
に
諸
種
の
困
難
に
遭
遇

し
た
り
。
近
來
理
財
學
生
中
に
理
財
學
會
の
組
織
目
的
を
會
得
す

る
者
少
な
く
且
亦
幹
事
も
其
の
目
的
の
常
道
を
逸
し
た
る
を
知
り
、

之
を
改
正
せ
ん
と
の
議
論
を
生
じ
た
る
所
、
三
田
學
會
雜
誌
を
理

財
學
會
に
於
て
經
營
し
て
は
如
何
と
の
議
論
を
生
じ
た
れ
ば
、
本



史
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〇　
（
八
〇

會
は
理
財
科
諸
敎
授
の
贊
同
を
經
、
會
の
組
織
を
變
更
し
て
、
理

財
科
學
生
全
部
を
包
含
す
る
會
員
組
織
の
も
の
と
な
さ
ん
と
し
、

理
財
科
學
生
の
贊
成
を
得
、
茲
に
新
に
會
員
組
織
の
理
財
學
會
な

る
も
の
を
組
織
す
る
に
至
り
ぬ
」
と
し
、
理
財
学
会
は
「
經
濟
の

研
究
を
目
的
」
と
し
、「
理
財
科
學
生
全
部
及
び
塾
員
有
志
よ
り

な
り
前
者
を
通
常
會
員
と
し
後
者
を
特
別
會
員
」
と
し
て
会
費
等

を
定
め
て
い（
る

）
345

。
こ
れ
以
降
、
な
お
歴
史
学
や
政
治
学
の
論
文
が

初
期
に
は
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、『
三
田
学
会
雑
誌
』

は
季
刊
か
ら
月
刊
に
な
り
、
理
財
科
と
理
財
学
会
の
雑
誌
に
な
る
。

　

こ
の
動
き
は
、
財
源
問
題
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
学
術
研
究
が

発
展
す
る
と
と
も
に
、
経
済
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
に
も
関
わ
る
だ
ろ
う
。
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
は
年

東
京
帝
国
大
学
に
経
済
学
科
が
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に

は
商
業
学
科
が
設
け
ら
れ
て
い（
た

）
346

。
さ
ら
に
両
者
を
統
合
し
て
一

九
一
九
（
大
正
八
）
年
経
済
学
部
が
組
織
さ
れ
、
森
戸
事
件
に
と

も
な
い
創
刊
号
だ
け
で
廃
刊
さ
れ
た
が
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年

に
経
済
学
部
機
関
誌
で
あ
る
『
経
済
学
研
究
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

そ
し
て
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
改
め
て
経
済
学
部
機
関
誌

『
経
済
学
論
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い（
る

）
347

。
日
本
に
お
け
る
経
済
学

研
究
の
中
心
と
自
負
す
る
理
財
科
に
と
っ
て
、
学
術
雑
誌
の
刊
行

は
不
可
欠
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
理
財
学
会
は
そ
の
起
源
に
お
い

て
は
「
学
生
学
術
団
体
」
で
あ
り
、
学
生
と
教
員
か
ら
構
成
さ
れ

る
と
い
う
方
針
を
現
在
ま
で
維
持
し
て
い（
る

）
348

。

（
３
）『
三
田
文
学
』

　

同
時
に
、
こ
の
『
三
田
学
会
雑
誌
』
の
改
組
に
は
「（
第
三
期

あ
る
い
は
第
一
期
）
三
田
文
学
会
」
が
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）

年
に
組
織
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
よ
う
。

　

当
時
、
文
科
は
き
わ
め
て
不
振
で
、
明
治
二
五
年
か
ら
明
治
四

二
年
ま
で
の
卒
業
者
累
計
が
五
一
名
に
過
ぎ
ず
、
理
財
科
の
六
一

九
名
、
法
律
科
の
一
二
〇
名
に
遠
く
及
ば
ず
、
明
治
三
四
年
に
最

初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
政
治
科
五
一
名
と
並
ぶ
数
字
で
あ
っ

た
。
慶
應
義
塾
参
事
と
し
て
内
情
に
通
じ
て
い
た
小
沢
愛
圀
は

「
塾
の
文
科
は
物
の
数
で
は
な
い
。
当
時
世
間
で
は
そ
の
存
在
す

る
知
る
者
が
な
く
、
塾
内
で
も
堀
江
教
授
等
を
初
め
廃
止
の
論
を

な
す
者
が
あ
っ
た
と
い（
う

）
349

」
と
証
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
堀
江
帰

一
が
留
学
か
ら
帰
っ
て
理
財
科
の
教
員
と
な
っ
た
一
九
〇
二
（
明

治
三
五
）
年
、
あ
る
い
は
理
財
科
主
任
就
任
の
一
九
〇
七
（
明
治

四
一
）
年
以
降
の
発
言
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
慶
應
義
塾
が
ラ
イ
バ
ル
と
目
す
早
稲
田
大
学
で
は
商
科

と
政
治
経
済
学
科
が
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
た
が
、
文

科
の
な
か
で
「
最
も
特
色
も
あ
り
、
勢
力
も
あ
る
の
は
、
英
文
科



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

八
一　
（
八
一

と
哲
学
科
と
で
、
世
間
で
普
通
に
「
早
稲
田
の
文
科
」
と
い
ふ
時

に
は
、
こ
の
二
科
を
さ
し
て
居（
る

）
350

」
と
い
う
。
当
時
英
文
科
に
は

自
然
主
義
の
『
早
稲
田
文
学
』
の
旗
頭
で
あ
る
坪
内
逍
遥
や
島
村

瀧
太
郎
（
抱
月
）（
一
八
七
一
―
一
九
一
八
）
を
擁
し
、
哲
学
科

で
は
大
西
祝
（
一
八
六
四
―
一
九
〇
〇
）
が
育
て
た
金
子
馬
治

（
筑
水
）（
一
八
七
〇
―
一
九
三
七
）
ら
が
活
躍
し
て
い
た
。
つ
ね

に
数
百
人
の
レ
ベ
ル
で
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
よ
う
で
あ（
る

）
351

。
一

方
、
慶
應
義
塾
で
「
外
国
語
」
学
習
で
は
な
く
、
今
の
よ
う
な
意

味
で
の
「
純
文
学
／
美
文
学
」
が
講
じ
ら
れ
る
の
は
一
九
〇
五

（
明
治
三
八
）
年
に
詩
人
の
野
口
米
次
郎
（
一
八
七
五
―
一
九
四

七
）
が
「
英
米
文
学
史
」
を
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
馬

場
辰
猪
の
弟
で
あ
る
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）（
一
八
六
九
―
一
九
四

〇
）
が
文
学
科
の
教
員
に
就
い
て
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
影

響
力
は
早
稲
田
と
は
比
較
に
な
ら
ず
、
小
沢
愛
圀
は
「
済
々
た
る

た
る
多
士
に
よ
っ
て
自
然
派
を
標
榜
し
た
「
早
稲
田
文
学
」
は
、

わ
が
文
壇
の
一
角
に
鬱
然
た
る
勢
力
を
示
し
て
い
た
。（
中
略
）

主
任
の
川
合
先
生
に
衷
情
を
披
瀝
し
て
塾
の
文
科
の
改
革
と
発
展

と
を
嘆
願
し
た
が
、
な
か
な
か
埓
は
あ
か
ず
に
、
一
年
経
っ
て
し

ま
っ（
た

）
352

」
と
い
う
。

　

さ
ら
に
早
稲
田
に
負
け
る
な
と
い
う
思
い
に
は
、
野
球
を
め
ぐ

る
愛
校
心
の
過
熱
が
影
響
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
最
初
の
早
慶
戦
が
行
わ
れ
た

の
を
皮
切
り
に
、
白
熱
し
た
試
合
が
続
き
、
一
九
〇
六
（
明
治
三

九
）
年
に
は
不
測
の
事
態
を
避
け
る
た
め
第
三
戦
を
中
止
し
て
、

こ
れ
以
降
一
九
年
間
実
施
し
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い（
た

）
353

。

た
か
が
野
球
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
小
沢
愛
圀

は
『
三
田
文
学
』
の
始
ま
り
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
、
わ
ざ
わ
ざ

「
四
十
年
（
筆
者
：
記
憶
で
話
し
て
い
る
た
め
の
間
違
い
だ
ろ

う
）
は
早
慶
戦
で
揉
め
ぬ
い
た
年
だ
と
思
う（
が

）
354

」
と
し
て
話
を
切

り
出
し
て
お
り
、
の
ち
に
永
井
壮
吉
（
荷
風
）（
一
八
七
九
―
一

九
五
九
）
も
「
わ
た
く
し
は
経
営
者
中
の
一
人
か
ら
、
三
田
の
文

学
も
稲
門
に
負
け
な
い
よ
う
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
言
わ

れ
て
、
そ
の
愚
劣
な
る
に
眉
を
顰
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
等
は

文
学
芸
術
を
以
て
野
球
と
同
一
に
視
て
い
た
の
で
あ
つ（
た

）
355

」
と
憤

っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
体
面
に
お
い
て
も
、
経
営
面
に
お
い
て

も
、
文
科
は
危
機
的
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　

文
科
の
テ
コ
入
れ
を
す
べ
く
動
い
た
の
が
、
石
田
新
太
郎
（
一

八
七
一
―
一
九
二
七
）
で
あ
る
。
彼
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）

年
に
文
科
を
卒
業
し
、
そ
の
後
陸
軍
士
官
学
校
や
台
湾
総
督
府
国

語
学
校
等
の
教
員
や
教
頭
を
務
め
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
一
）
年

に
大
学
部
の
教
員
と
な
っ
た
。
同
年
に
そ
の
経
験
や
識
見
を
買
わ

れ
、
鎌
田
塾
長
の
下
で
新
設
さ
れ
た
「
幹
事
」
に
就
任
し
た
。
幹
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八
二　
（
八
二

事
と
は
「
塾
長
を
補
佐
し
、
塾
務
一
半
を
処
理
す
る
役
職
」
で
、

そ
の
権
限
は
大
き
く
「
塾
長
不
在
の
時
は
其
代
理
を
為
す
」
と
さ

れ
た
。
ま
た
一
九
〇
九
（
明
治
四
三
）
年
に
大
学
部
各
部
と
予
科

に
主
任
（
学
部
長
に
相
当
）
が
置
か
れ
る
と
、「
主
任
は
塾
長
の

命
を
承
け
幹
事
と
協
議
し
、
担
当
部
内
に
於
け
る
教
務
に
当
る
も

の
と
す
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
石
田
の
業
績
は
広
範
で
、
在
任

中
に
文
科
の
学
科
課
程
を
再
編
し
、
医
学
科
創
設
に
尽
力
し
、
大

学
令
に
と
も
な
う
総
合
大
学
化
に
貢
献
し（
た

）
356

。

　

石
田
は
慶
應
義
塾
に
お
け
る
「
文
学
」
を
振
興
す
る
た
め
森
林

太
郎
（
鷗
外
）（
一
八
六
二
―
一
九
二
二
）
に
相
談
し（
た

）
357

。
鷗
外

は
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
慶
應
義
塾
の
審
美
学
（
美
学
の

旧
称
）
講
師
を
委
嘱
さ
れ
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
ま
で
講
じ

て
い
た
。
講
師
委
嘱
の
前
年
で
あ
る
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年

か
ら
九
二
年
に
か
け
て
鷗
外
は
逍
遥
と
「
没
理
想
論
争
」
を
交
わ

し
て
お
り
、
そ
れ
が
影
響
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
記
実

（
リ
ア
リ
ズ
ム
）
を
重
ん
じ
た
逍
遙
と
、
理
想
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
）

を
堅
持
し
た
鷗
外
に
は
基
本
理
念
の
対
立
が
あ
っ
た
の
で
あ（
る

）
358

。

当
時
、『
早
稲
田
文
学
』
を
中
心
と
し
た
「
自
然
主
義
文
学
」
に

対
抗
し
て
、
帝
国
大
学
出
身
者
を
中
心
と
す
る
『
帝
国
文
学
』
な

ど
が
力
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
。『
帝
国
文
学
』
は
帝
国
大
学
文
科

大
学
の
関
係
者
に
よ
る
文
学
団
体
「
帝
国
文
学
会
」
が
編
集
に
あ

た
り
、
一
八
九
五
年
一
月
か
ら
中
断
を
含
ん
で
一
九
二
〇
年
一
月

ま
で
に
計
二
九
六
冊
が
発
行
さ
れ
、
ロ
マ
ン
主
義
も
し
く
は
反
自

然
主
義
の
拠
点
と
な
っ
た
雑
誌
で
あ（
る

）
359

。
鷗
外
は
そ
れ
ら
の
運
動

の
指
導
的
人
物
の
一
人
で
、
早
稲
田
と
対
照
的
な
カ
ラ
ー
を
つ
く

る
に
は
最
適
の
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
。
結
果
と
し
て
、
慶
應
義
塾

伝
統
の
「
文
学
」
と
は
系
譜
の
異
な
る
新
し
い
血
を
導
入
し
て
活

性
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

石
田
は
鷗
外
を
訪
れ
鷗
外
自
身
を
招
聘
し
た
が
断
ら
れ
、
小
沢

に
よ
れ
ば
「
三
田
の
文
科
の
中
心
と
な
る
べ
き
人
物
の
推
挙
方
を

鷗
外
先
生
に
懇
請
し
た
。
鷗
外
先
生
は
、
然
ら
ば
京
都
大
学
の
上

田
敏
（
一
八
七
四
―
一
九
一
六
）
教
授
と
協
議
の
上
適
任
者
を
推

薦
し
て
も
よ
い
が
、
何
人
で
あ
ろ
う
と
無
条
件
で
学
校
は
承
諾
す

る
の
覚
悟
あ
り
や
否
や
を
反
問
し
た
。
石
田
先
生
は
私
の
生
涯
の

う
ち
で
嘗
て
見
た
こ
と
の
な
い
程
の
果
断
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
即

座
に
応
諾
し
た
と
い
う
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ（
る

）
360

）」。
石
田
は

鷗
外
の
推
薦
を
受
け
入
れ
て
、
永
井
荷
風
ら
を
招
き
、
一
九
一
〇

（
明
治
四
三
）
年
五
月
『（
第
三
期
あ
る
い
は
第
一
期
）
三
田
文

学
』
を
発
刊
さ
せ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
二
月
一
九
日
付

け
の
『
時
事
新
報
』
に
は
「
慶
應
義
塾
大
学
に
て
は
昨
年
四
月
以

来
時
勢
の
進
運
に
鑑
み
理
財
、
法
律
、
政
治
、
文
科
の
各
科
課
程



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

八
三　
（
八
三

に
夫
れ
〳
〵
改
正
を
加
へ
て
現
に
新
学
制
を
実
施
中
な
る
が
殊
に

文
科
は
英
文
科
、
哲
学
、
史
学
の
三
科
に
分
ち
学
生
の
志
望
に
応

じ
て
研
鑽
に
便
な
ら
し
め
大
に
其
発
展
を
謀
り
つ
ゝ
あ
り
」
と
学

制
一
新
を
伝
え
、
鷗
外
ら
の
顧
問
招
聘
、
荷
風
ら
の
教
授
就
任
、

文
学
雑
誌
の
刊
行
、
さ
ら
に
史
学
科
の
開
講
な
ど
を
挙
げ
た
の
ち

に
「
従
て
是
迄
は
本
科
一
年
へ
入
学
を
一
切
謝
絶
し
居
り
た
る
に

拘
ら
ず
文
科
に
限
り

0

0

0

0

0

此
際
大
に
門
戸
を
開
放
し
て
相
当
の
学
力
あ

る
者
は
詮
衡
の
上
入
学
を
許
可
し
て
文
学
志
望
の
学
生
を
収
容
す

る
筈
な
り
と
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）」
と
し
て
い（
る

）
361

。
実
際
、

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
三
月
二
日
の
『
時
事
新
報
』
に
掲
載

さ
れ
た
「
慶
應
義
塾
学
生
募
集
」
に
は
「
入
学
資
格　

予
科
は
中

学
卒
業
者
文
科
一
年
は
予
科
二
年
修
了
と
同
等
以
上
の
者
」
と
あ

る
と
い（
う

）
362

。
つ
ま
り
文
科
だ
け
入
学
資
格
を
大
き
く
緩
め
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
荷
風
の
招
致
に
は
、
父
で
あ
る
永
井
久
一
郎
（
一
八
五
二

―
一
九
一
三
）
が
慶
應
義
塾
に
か
つ
て
在
籍
し
、
そ
の
後
も
鎌
田

栄
吉
な
ど
の
慶
應
義
塾
の
有
力
者
た
ち
と
交
友
が
あ
っ
た
こ
と
も

影
響
し
た
だ
ろ（
う

）
363

。
塾
当
局
の
支
援
を
受
け
て
、
荷
風
は
高
額
の

給
与
を
許
さ
れ（
た

）
364

。
ま
た
荷
風
だ
け
で
な
く
、
小
山
内
薫
（
一
八

八
一
―
一
九
二
八
）
や
戸
川
明
三
（
秋
骨
）（
一
八
七
一
―
一
九
三

九
）
ら
の
「
反
自
然
主
義
」
の
講
師
陣
も
招
か
れ
た
。
そ
の
衝
撃

は
大
き
か
っ
た
。「
水
上
滝
太
郎
」
こ
と
阿
部
章
蔵
（
一
八
八
七

―
一
九
四
〇
）
は
福
澤
の
高
弟
で
明
治
生
命
創
業
者
で
あ
る
阿
部

泰
蔵
の
四
男
で
、『（
第
三
期
あ
る
い
は
第
一
期
）
三
田
文
学
』
創

刊
当
時
は
理
財
科
の
学
生
で
あ
っ
た
が
、
荷
風
の
登
場
に
よ
っ
て

「
新
し
い
世
界
が
開
か
れ
た
喜
び
」
を
感
じ
、「
久
し
く
鬱
屈
し
て

居
た
自
分
の
胸
に
、
何
か
し
ら
明
い
希
望
が
芽
を
吹
い
て
來（
た

）
365

」

と
い
う
。
同
じ
よ
う
な
喜
び
を
久
保
田
万
太
郎
（
一
八
八
九
―
一

九
六
三
）
も
感
じ
「
其
時
分
の
塾
の
文
科
と
い
つ
た
ら
、
そ
れ
は

お
話
に
な
ら
な
い
位
悲
慘
な
も
の
で
し
た
。
本
科
と
豫
科
と
を
合

し
て
學
生
の
數
が
や
う
や
く
七
人
か
八
人
―
屋
根
裏
の
物
置
み
た

や
う
な
と
こ
ろ
が
敎
室
で
、
其
處
に
三
四
人
の
本
科
の
學
生
が
始

終
薄
暗
い
顏
を
あ
つ
め
て
ゐ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
課
目
と
い
つ

た
ら
敎
育
學
と
心
理
學
と
で
萬
事
持
ち
き
り
、
そ
こ
に
は
一
週
に

唯
の
一
時
間
、
馬
場
（
孤
蝶
）
先
生
の
大
陸
文
學
の
講
義
が
あ
る

つ
き
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
中
略
）
豫
科
の
二
年
に
な
つ
た
と

き
、
急
に
世
の
中
が
か
は
つ
て
、
文
科
に
大
き
な
改
革
が
あ
り
ま

し
た
。
と
に
か
く
森
（
鷗
外
）
先
生
と
上
田
（
敏
）
先
生
と
が
顧

問
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
永
井
先
生
の
主
宰
で
「
三
田
文
學
」
と

い
ふ
雜
誌
が
出
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
中
略
）
眞
實
に
私
ど
も
は
そ
の
と
き
な
ん
だ
か
夢
の
や
う
な
氣

が
い
た
し
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ（
る

）
366

）」
と
述
べ
て
い



史
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八
四　
（
八
四

る
。
文
科
に
新
風
が
吹
き
、『（
第
三
期
あ
る
い
は
第
一
期
）
三
田

文
学
』
の
部
数
は
五
〇
〇
〇
部
を
超
え
て
普
通
の
総
合
雑
誌
を
大

き
く
上
回
っ
た
と
い（
う

）
367

。

　

そ
の
影
響
は
他
科
に
も
波
及
し
た
よ
う
で
一
九
一
〇
（
明
治
四

三
）
年
六
月
「
近
來
本
塾
文
學
科
頓
に
勃
興
し
、
就
中
純
文
學
の

發
展
は
殊
に
顯
著
な
る
を
以
て
同
哲
學
科
は
稍
遜
色
あ
る
を
見
る

に
至
り
し
が
茲
に
同
學
専
攻
者
十
數
人
聊
か
察
す
る
所
あ
っ
て
相

結
ん
で
三
田
哲
學
會
な
る
も
の
を
組
織
し
た（
り

）
368

」
と
い
う
。
一
方

で
、
新
し
い
試
み
は
逆
風
を
呼
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
。
慶
應
義
塾

で
は
、
福
澤
以
来
、「
純
文
学
／
美
文
学
」
に
対
す
る
拒
否
は
強

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
荷
風
の
回
想
に
よ
れ
ば
、『（
第
三
期
あ
る

い
は
第
一
期
）
三
田
文
学
』
第
一
号
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
掲
載
さ

れ
た
三
木
操
（
露
風
）（
一
八
八
九
―
一
九
六
三
）
の
詩
な
ど
を

め
ぐ
っ
て
批
判
し
た
新
聞
記
事
を
「
慶
應
義
塾
大
学
部
教
員
室
の

壁
に
れ
い
〳
〵
し
く
張
付
け
た
も
の
が
あ
つ
た
。
無
論
誰
の
業
と

も
わ
か
ら
な
い
。
其
の
悪
評
は
半
年
ば
か
り
も
張
つ
た
ま
ゝ
に
な

つ
て
ゐ
た
が
何
時
の
間
に
や
ら
又
誰
が
取
つ
つ
た
と
も
知
ら
ず
剥

が
さ
れ
て
し
ま
つ（
た

）
369

」
と
い
う
。
ま
た
『（
第
三
期
あ
る
い
は
第

一
期
）
三
田
文
学
』
の
ほ
と
ん
ど
の
原
稿
は
塾
外
の
作
家
に
よ
る

も
の
で
、
多
額
の
資
金
が
投
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
対
す
る
学
内
の
反

発
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
逆
風
は
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に

谷
崎
潤
一
郎
の
「
颷
（
飇
）
風
」
の
た
め
二
度
目
の
発
禁
処
分
を

受
け
て
さ
ら
に
高
ま
っ（
た

）
370

。

　
『（
第
三
期
あ
る
い
は
第
一
期
）
三
田
文
学
』
は
石
田
の
主
導
権

で
生
ま
れ
た
と
述
べ
た
が
、
石
田
自
身
が
「
純
文
学
／
美
文
学
」

を
評
価
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
文
科
の
学
生
数
を
増
や
す
べ

く
評
議
員
会
の
意
を
体
し
て
行
動
し
て
い
た
だ
け
な
の
か
は
っ
き

り
し
な
い
。
石
田
自
身
は
『（
第
三
期
あ
る
い
は
第
一
期
）
三
田

文
学
』
一
〇
周
年
の
際
に
「
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
居
つ
た
に

も
拘
ら
ず
、
其
当
時
尚
文
壇
の
上
に
活
躍
す
る
の
機
運
に
到
達
し

な
か
つ
た
こ
と
は
吾
人
の
斉
し
く
遺
憾
と
し
た
処
で
あ
つ
た
。
而

し
て
ま
た
義
塾
の
学
風
と
し
て
も
有
力
な
る
実
際
家
の
み
を
養
成

す
る
す
る
こ
と
が
決
し
て
目
的
の
全
部
で
は
な
く
、
深
遠
な
る
哲

学
の
上
に
、
幽
玄
な
る
芸
術
の
上
に
等
し
く
其
基
礎
を
築
か
な
け

れ
ば
な
る
筈
で
あ（
る

）
371

」
と
そ
の
時
の
思
い
を
振
り
返
っ
て
い
る
が
、

激
し
く
石
田
を
攻
撃
す
る
人
々
も
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
急
先
鋒
が
水
上
滝
太
郎
で
あ
る
。
彼
は
『（
第
三
期
あ
る

い
は
第
一
期
）
三
田
文
学
』
を
愛
し
、
の
ち
に
一
九
二
六
（
大
正

一
五
）
年
以
降
『（
第
五
期
あ
る
い
は
第
三
期
）
三
田
文
学
』
を

物
心
と
も
に
背
負
っ
た
が
、『（
第
三
期
あ
る
い
は
第
一
期
）
三
田

文
学
』
の
休
刊
に
つ
い
て
、
石
田
と
思
わ
れ
る
人
物
や
塾
当
局
を

激
し
く
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
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史
学
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史
学
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れ
ま
で

）

八
五　
（
八
五

「
夢
が
た
り
評
議
員（
會

）
372

」
お
よ
び
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の

「
三
田
文
學
の
復（
活

）
373

」
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
荷
風
も
「
理
財
科

教
授
に
し
て
衆
議
院
議
員
た
る
堀
切
善
兵
衛
君
は
交
詢
社
の
或
会

合
に
於
て
永
井
荷
風
は
い
か
ん
、
中
村
春（
雨

）
374

を
代
り
に
入
れ
ろ
と

遊
説
し
た
事
が
あ
っ（
た

）
375

」
と
実
名
を
挙
げ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
福
澤
的
な
「
文
学
」
の
伝
統
の
強
い
慶
應

義
塾
に
お
い
て
、
荷
風
ら
の
文
学
は
想
定
外
で
あ
っ
た
可
能
性
は

高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
評
議
員
を
務
め
、
比
較
的
文
学
に
好

意
的
と
さ
れ
る
波
多
野
承
五
郎
（
一
八
五
八
―
一
九
二
九
）
で
さ

え
「
何
故
「
三
田
文
学
」
を
発
刊
し
た
か
と
言
ふ
と
、
慶
応
義
塾

の
文
科
が
繁
盛
し
て
居
な
か
つ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
を
繁
盛
さ
せ
る

に
は
、
日
本
第
一
の
文
学
雑
誌
を
発
行
し
た
い
。
さ
う
す
れ
ば
素

質
の
良
い
学
生
が
全
国
か
ら
集
つ
て
来
る
か
ら
だ
と
言
ふ
意
見
で

あ
つ
た
。
併
し
今
に
な
つ
て
考
へ
る
と
、
当
時
私
達
は
果
し
て
十

分
に
文
学
を
理
解
し
て
居
た
か
ど
う
か
、
随
分
怪
し
い
や
う
な
気

が
す
る
」
と
述
べ
て
い（
る

）
376

。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
荷
風
は
慶

應
義
塾
を
去
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
文
科
の
教
員
で
あ
る
澤
木
四
方
吉
（
一

八
八
六
―
一
九
三（
〇

）
377

）
ら
が
中
心
と
な
っ
た
『（
第
四
期
あ
る
い

は
第
二
期
）
三
田
文
学
』
の
時
代
が
訪
れ
る
。
当
初
は
「
新
し
き

芸
術
の
道
を
開
拓
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
新
人

発
掘
な
ど
に
努
め
て
い
た（
が

）
378

、『
三
田
学
会
雑
誌
』
が
経
済
学
の

雑
誌
に
な
っ
た
結
果
、「
純
文
学
／
美
文
学
」
以
外
の
教
員
学
生

に
も
発
表
の
場
を
求
め
る
声
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九

一
八
（
大
正
七
）
年
九
月
一
四
日
、「
哲
学
科
と
史
学
科
の
教
授

学
生
と
が
万
来
舎
に
会
合
し
て
、
雑
誌
発
行
に
つ
い
て
談
合
、
百

五
十
頁
位
の
も
の
、
年
三
回
発
行
、
雑
誌
名
は
投
票
の
結
果
「
三

田
批
判
」
と
決
定
、
し
か
し
案
は
実
現
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

雑
誌
発
行
の
要
望
の
つ
よ
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

っ（
た

）
379

」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
声
に
応
え
て
か
、
一
九
二
二
（
大
正

一
一
）
年
『
三
田
文
学
』
三
月
号
は
「
従
来
文
学
上
の
「
創
作
」

に
傾
い
た
本
誌
に
、
更
に
広
く
芸
術
上
哲
学
上
の
「
思
索
」
と

「
批
判
」
と
「
研
究
」
と
を
加
へ
た
い
と
い
ふ
希
望
を
抱
い
て
居

り
ま
し
た
が
、
此
度
漸
く
機
が
熟
し
ま
し
て
、
こ
れ
を
実
現
す
る

計
画
を
立
得
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
」
と
予
告
し
た
。
実
際
、
そ

れ
以
降
の
目
次
な
ど
を
見
る
と
、「
純
文
学
／
美
文
学
」
だ
け
で

な
く
、
哲
学
や
歴
史
な
ど
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い（
る

）
380

。

　

し
か
し
、
文
科
／
文
学
部
（
一
九
二
〇
年
設
置
）
の
学
問
に
つ

い
て
も
す
で
に
専
門
化
が
進
ん
で
お
り
、
呉
越
同
舟
は
長
続
き
し

な
か
っ
た
。
哲
学
科
、
文
学
科
、
史
学
科
は
そ
れ
ぞ
れ
に
雑
誌
の

刊
行
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
後
述
の
よ
う
に
一
九
二
一
（
大
正



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

八
六　
（
八
六

一
一
）
年
に
は
『
史
学
』
が
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
は

『
哲
学
』
が
創
刊
さ
れ
、
そ
の
間
に
『（
第
四
期
あ
る
い
は
第
二

期
）
三
田
文
学
』
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
二
月
に
休
刊
す

る
。
再
興
を
目
指
す
際
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、『
三
田
学
会
雑

誌
』
の
時
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
や
は
り
資
金
の
問
題
で
あ
っ

た
。
水
上
は
『
三
田
文
学
』
の
復
刊
を
目
指
す
が
な
か
な
か
う
ま

く
い
か
ず
、「
三
田
文
學
の
復
活
」（
大
正
一
五
年
三
月
『
時
事
新

報
』）
と
い
う
記
事
に
お
い
て
慶
應
義
塾
の
無
理
解
を
責
め
、「
哲

學
側
は
独
立
し
て
年
二
囘
の
雜
誌
類
似
の
も
の
を
出
す
事
に
な
つ

た
。
そ
れ
は
勝
手
で
あ
る
が
、
困
つ
た
事
に
は
も
と
も
と
不
足
で

弱
つ
て
居
た
『
三
田
文
學
』
の
補
助
金
の
幾
分
を
資
金
と
し
て
持

つ
て
行
つ
て
し
ま
つ
た
事
で
あ（
る

）
381

」
と
述
べ
て
い
る
。「
純
文

学
／
美
文
学
」
志
向
の
水
上
滝
太
郎
ら
か
ら
す
れ
ば
、
許
し
難
い

こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
哲
学
科
の
教
員
で
戦
後
に
理
事
な
ど
を
務
め
た

橋
本
孝
（
一
八
九
五
―
一
九
七
五
）
は
「
文
学
部
が
哲
、
史
、
文

の
三
学
科
に
分
か
れ
て
い
る
以
上
、
何
時
ま
で
も
三
田
文
学
に
依

存
す
る
こ
と
は
、
本
来
の
目
的
達
成
か
ら
見
る
と
邪
道
で
あ
る
と

な
し
、
史
学
の
よ
う
に
、
独
立
の
機
関
誌
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と

い
う
議
論
が
圧
倒
的
に
な
つ
て
来
て
、
当
局
へ
も
そ
の
旨
要
請
す

る
と
即
座
に
応
諾
さ
れ
、
い
よ
い
よ
各
学
科
別
に
発
表
機
関
を
持

つ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）「
哲
学
」
を
発
刊
す
る
に

当
つ
て
、
三
田
文
学
へ
の
補
助
金
を
減
額
す
る
よ
う
な
こ
と
を
一

言
た
り
と
も
口
に
出
し
た
こ
と
も
な
い
し
、
ま
た
策
動
し
た
覚
え

も
な
く
、
こ
の
点
は
一
つ
に
塾
当
局
の
独
自
の
決
定
で
あ
る
こ
と

を
は
つ
き
り
お
断
り
し
て
お
き
度
い
と
思
う
の
で
あ（
る

）
382

」
と
反
論

し
て
い
る
。
文
学
部
に
許
さ
れ
た
資
金
を
考
え
れ
ば
、
仕
方
の
な

い
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
三
田
史
学
会
と
『
史
学
』

　

史
学
会
を
最
初
に
し
て
、
歴
史
学
会
が
各
地
に
つ
く
ら
れ
て
い

く
が
、
こ
れ
ら
に
は
大
学
を
基
盤
と
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
。
た

と
え
ば
「
史
学
研
究
会
」
は
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
京
都

大
学
文
学
部
（
当
時
は
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
）
史
学
科
の
教

官
・
学
生
を
中
心
に
創
立
さ
れ
た
学
会
で
、
会
誌
『
史
林
』
は
一

九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
創
刊
さ
れ
て
い（
る

）
383

。
三
田
史
学
会
も
、

日
本
の
学
術
研
究
が
発
展
し
て
い
く
中
で
、
次
々
と
生
ま
れ
て
い

っ
た
学
会
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

三
田
史
学
会
の
発
足
は
、
松
本
信
廣
に
よ
れ
ば
一
九
〇
〇
（
明

治
四
三
）
年
で
あ（
る

）
384

。
同
じ
年
の
二
月
に
「
史
學
講
演
大
會
」
が

三
田
文
学
会
の
主
催
で
開
か
れ
、
川
合
貞
一
の
開
会
の
辞
に
続
い

て
、
帝
大
教
授
箕
作
元
八
（
一
八
六
二
―
一
九
一
九
）、
同
志
社



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

八
七　
（
八
七

出
身
で
「
宗
教
改
革
史
」
な
ど
の
著
作
が
あ
っ
た
日
本
女
子
大
教

授
村
田（
勤

）
385

（
一
八
六
六
―
一
九
四
七
）、
当
時
早
稲
田
大
学
教
授

で
あ
っ
た
久
米
邦
武
（
一
八
三
九
―
一
九
三
一
）
と
い
う
錚
々
た

る
学
者
の
講
演
が
な
さ
れ（
た

）
386

。
ま
た
『
三
田
学
会
雑
誌
』
は
「
史

學
会
例
會
」
と
し
て
同
年
五
月
二
八
日
に
開
か
れ
た
史
学
会
第
一

回
例
会
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
小
沢
愛
圀
と
阿
部

秀
助
の
講
演
題
目
や
内
容
を
伝
え
、
来
会
者
を
記
録
す
る
の
み
で

「
三
田
史
学
会
」
の
発
足
を
伝
え
て
お
ら
ず
、
二
月
の
「
史
學
講

演
大
會
」
と
五
月
の
例
会
の
間
の
い
ず
れ
か
に
三
田
史
学
会
は
発

足
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
に
は
、
こ
の
「
三
田

史
学
会
」
の
規
約
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

「
一
、
本
会
の
目
的
は
史
学
研
究
心
を
鼓
吹
す
る
に
あ
り
。

一
、
本
会
は
三
田
史
学
会
と
称
す
。

一
、
本
会
は
毎
月
一
回
例
会
を
開
き
会
員
各
々
分
担
し
て
、

或
は
独
創
の
研
究
を
発
表
し
或
は
史
学
界
の
近
況
を
報

告
す
。

一
、
本
会
々
員
は
慶
應
義
塾
教
授
学
生
に
限
る
。

一
、
入
会
せ
ん
と
す
る
も
の
は
会
員
の
同
意
を
得
る
こ
と
を

要
す
。

一
、
入
会
希
望
者
は
左
の
諸
氏
の
下
ま
で
申
し
出
ら
れ
た
し
。

　
　

田
中
教
授
、
阿
部
教
授
、
史
一　

石
川
一
太
郎
君
、
予

二　

間
崎
万
里
君
、
文
三　

小
沢
愛
圀（
君

）
387

」

と
な
っ
て
い
る
。
会
員
は
慶
應
義
塾
関
係
者
に
限
定
さ
れ
、
間
崎

は
「
史
学
科
の
学
生
は
少
な
か
っ
た
の
で
他
科
の
学
生
を
か
り
集

め
て
三
田
史
学
会
を
作
っ
た
。
こ
ん
に
ゃ
く
版
の
趣
旨
書
に
は
石

川
君
と
僕
と
小
沢
愛
圀
君
の
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
史
学
研
究
を

目
的
と
す
る
者
は
だ
れ
で
も
会
員
に
な
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
当
時
の
写
真
（
本
稿
で
は
割
愛
）
で
あ
る
。
毎
月
例

会
を
開
き
、
春
秋
に
は
大
講
演
会
を
開
い
た
も
の
で
あ（
る

）
388

」
と
述

べ
て
い
る
が
、
名
前
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
時
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
写
真
に
は
田
中
萃
一
郎
、
阿
部
秀
助
、
石
川

一
太
郎
、
間
崎
万
里
、
小
沢
愛
圀
と
と
も
に
、
政
治
科
の
村
田
岩

次
郎
、
の
ち
に
政
治
学
科
の
教
授
と
な
る
及
川
恒
忠
（
一
八
九
〇

―
一
九
五
九
）、
の
ち
に
日
大
総
長
と
な
る
法
律
科
の
呉
文
炳

（
一
八
九
〇
―
一
九
八
一
）、
法
律
科
予
科
の
山
口
達
也
の
計
九
名

が
写
っ
て
い
る
。

　

そ
の
活
動
は
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
に
は

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
二
月
の
第
三
回
講
演
大
会
ま
で
が
記

録
さ
れ
て
い
る（
が

）
389

、
記
録
の
不
備
だ
け
で
な
く
、
休
会
状
態
の
時
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八
八　
（
八
八

も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
松
本
信
廣
は
「
私
の
本
科
に
進
学

し
た
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
田
中
さ
ん
の
発
意
で
復
興

0

0

し
た

三
田
史
学
会
例
会
（
傍
点
お
よ
び
西
暦
は
筆
者
に
よ（
る

）
390

）」
と
述

べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
初
の
三
田
史
学
会
は
、
間
崎
が
「
か

き
集
め
た
」
と
い
う
よ
う
に
学
生
団
体
で
あ
り
、
田
中
萃
一
郎
が

一
九
二
三
年
に
没
す
る
ま
で
史
学
科
に
は
合
計
一
九
名
の
卒
業
生

し
か
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
後
も
会
員
数
は
多
く

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
松
本
信
廣
が
言
う
「
再
興
さ
れ
た
三
田
史
学
会
例
会
」
と
、

松
本
芳
夫
の
日
記
に
記
さ
れ
た
「
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
五
月

七
日
の
「
史
学
研
究
会
」（
一
時
中
絶
し
て
い
た
の
を
、
こ
の
時

再
興
す
）」
が
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
三
田
史
学
会
例
会
は
史

学
科
内
の
授
業
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
隔
週
ご
と
に
開
か
れ
る
「
史
學
研
究
會
」
は
每
囘
學
生
卒
業
生

敎
授
の
中
か
ら
一
人
ず
つ
都
合
三
人
が
研
究
を
發
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
講
演
が
濟
む
と
敎
授
も
學
生
も
番
茶
を
啜
り
な
が

ら
和
氣
藹
々
と
し
て
歡
談
し
た
。
談
笑
の
中
心
は
何
時
も
博
士
。

史
學
科
が
人
數
が
少
な
い
わ
り
に
團
結
に
富
み
機
關
雜
誌
の
公
刊

の
出
来
た
の
も
、
實
に
此
研
究
會
で
の
絕
え
ざ
る
訓
練
の
賜
物
で

あ
っ（
た

）
391

」
と
い
う
。
地
味
だ
が
、
着
実
に
実
績
を
重
ね
て
い
た
と

い
え
よ（
う

）
392

。

　

教
員
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
学
生
や
卒
業
生
が
育
っ
て
い
く
中

で
、
歴
史
研
究
の
発
表
の
場
の
必
要
は
高
ま
っ
て
い
た
。『
三
田

学
会
雑
誌
』
に
は
い
く
つ
も
歴
史
学
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
た（
が

）
393

、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
理
財
学
会
の
機
関
誌
と
な
っ
て
お
り
、

前
述
の
よ
う
に
『
三
田
批
判
』
と
い
う
雑
誌
も
構
想
さ
れ
た
が
実

現
し
な
か
っ
た
。
研
究
成
果
は
松
本
芳
夫
『
神
代
史
研
究
』（
国

文
堂
、
一
九
二
〇
年
）
の
よ
う
に
書
籍
と
な
り
、
あ
る
い
は
松
本

信
廣
「
支
那
古
代
姓
氏
の
研
究
」
の
よ
う
に
『
三
田
評
論
』
第
二

八
四
号
（
一
九
二
一
年
三
月
号
）
か
ら
第
二
八
七
号
（
同
年
六
月

号
）
に
掲
載
さ
れ（
た

）
394

。

　

松
本
信
廣
は
「
そ
こ
で
な
ん
と
か
し
て
専
門
の
雑
誌
を
出
し
た

い
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
遂
に
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
一

一
月
三
日
に
雑
誌
『
史
学
』
が
創
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
頃
大
正
八
年
卒
の
芳
夫
君
は
、
商
工
学
校
に
、
大
正
九
年
卒
の

私
は
普
通
部
に
教
え
て
い
た
。
そ
の
外
に
一
年
後
輩
で
や
は
り
普

通
部
の
教
員
だ
っ
た
飯
田
忠
純
君
が
加
わ
り
、
初
号
発
刊
に
こ
ぎ

つ
け
た
の
で
あ
る
。
創
刊
の
辞
は
芳
夫
君
が
執
筆
し
、
な
か
な
か

名
文
で
あ
っ（
た

）
395

」
と
述
べ
て
い
る
。
奥
付
に
よ
る
と
編
集
兼
発
行

者
は
飯
田
忠
純
で
あ
り
、「
三
田
史
學
會
規
約
」
は
、

第
一
條　

本
會
は
三
田
史
學
會
と
称
す



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

八
九　
（
八
九

第
二
條　

本
會
は
史
學
を
研
究
す
る
を
目
的
と
す

第
三
條　

本
會
は
毎
年
四
囘
雑
誌
「
史
學
」
を
發
行
し
會
員
に

配
布
す

第
四
條　

會
費
は
年
四
圓
と
す
（
半
年
宛
分
納
を
妨
げ
ず
）

第
五
條　

一
時
に
金
五
拾
圓
以
上
寄
附
し
た
る
者
は
以
後
會
費

を
要
せ
ず
し
て
終
身
會
員
た
る
を
得
べ
し

第
六
條　

會
員
た
ら
ん
と
す
る
す
る
者
は
會
員
の
紹
介
に
よ
る

か
直
接
慶
應
義
塾
大
學
文
學
部
研
究
室
内
三
田
史
學

會
事
務
所
に
申
込
む
べ
し

と
な
っ
て
い（
る

）
396

。
会
員
資
格
は
慶
應
義
塾
関
係
者
に
限
定
さ
れ
て

は
い
な
か
っ
た
が
、
発
刊
の
辞
も
、
編
集
兼
発
行
者
も
学
生
と
い

う
態
勢
で
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

　

印
刷
は
学
生
で
あ
る
松
本
信
廣
が
担
当
し
、「
家
の
近
所
の
印

刷
職
人
に
ぜ
ひ
引
き
受
け
さ
せ
て
く
れ
と
言
わ
れ
、
前
金
で
原
稿

を
渡
し
、
結
局
出
来
上
が
ら
ず
、
大
変
困
っ
て
田
中
先
生
の
所
に

泣
き
つ
く
と
、
座
に
居
合
わ
せ
た
竹
内
書
店
の
主
人
（
塾
員
）
が
、

み
か
ね
て
職
人
と
の
間
に
入
り
、
金
を
立
替
え
弁
償
し
て
く
れ
た

の
で
吻
と
一
息
つ
い
た
と
い
う
失
敗
談
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
口
絵

費
用
と
し
て
田
中
さ
ん
が
毎
号
五
円
づ
つ
寄
附
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
で
創
刊
号
に
は
御
所
蔵
の
ヘ
ロ
ド
タマ

マス
と
ツ
キ
ヂ

デ
ス
の
両
面
塑
像
の
写
真
を
掲
載
し
、
先
生
自
ら
そ
の
写
真
の
為

に
「
希
臘
の
二
大
史
家
」
と
い
う
巻
頭
論
文
を
執
筆
さ
れ（
た

）
397

」
と

い
う
。

　
『
史
学
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
、『
史
学
雑
誌
』
の
「
彙
報
」
に

「
豫
て
田
中
萃
一
郎
博
士
其
他
慶
應
大
學
の
史
學
者
一
派
を
以
て

組
織
せ
ら
れ
た
る
三
田
史
學
會
が
、
今
囘
季
刊
雜
誌
『
史
學
』
を

發
刊
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
斯
學
の
爲
吾
人
の
大
に
慶
賀
す
る
所

で
あ
る
。
其
發
刊
の
辭
に
『
わ
れ
ら
は
あ
り
し
お
の
れ
を
知
つ
て
、

さ
ら
に
あ
る
べ
き
お
の
れ
に
目
醒
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
け
れ
ど
も
あ

る
べ
き
お
の
れ
の
目
醒
は
、
あ
り
し
お
の
れ
を
た
だ
し
く
知
つ
て

の
み
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
』
と
い
へ
る
は
、
吾
等
の
全
然
同
感

す
る
所
で
あ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
ツ
キ
ヂ
デ
ス
の
兩
面
像
は
、
巻

頭
を
飾
る
に
ふ
さ
は
し
き
も
の
で
あ
り
、
本
文
に
田
中
博
士
の

「
希
臘
二
大
史
家
」、
橋
本
學
士
の
「
古
事
記
及
び
日
本
書
紀
の
新

研
究
を
讀
む
」
を
始
め
、
國
史
東
西
洋
史
に
關
す
る
諸
家
の
有
益

な
硏
究
が
滿
載
さ
れ
て
あ
る
。
體
裁
は
京
都
史
學
會
の
『
史
林
』

に
甚
肖
て
、
姉
妹
雜
誌
の
觀
が
あ
る
。
吾
人
は
同
誌
の
健
全
な
る

發
達
を
祈
つ
て
止
ま
な（
い

）
398

」
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

会
員
の
確
保
も
大
変
で
あ
っ
た
ろ
う
。
年
会
費
四
円
は
、
当
時

の
慶
應
義
塾
の
学
部
授
業
料
が
百
円
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る（
と

）
399

、

現
在
の
貨
幣
価
値
に
し
て
数
万
円
に
な
ろ
う
。
松
本
信
廣
が
「
此



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

九
〇　
（
九
〇

の
新
し
い
雑
誌
を
後
援
し
て
入
会
さ
れ
た
人
々
の
中
に
は
京
都
大

学
の
東
洋
史
関
係
の
先
生
が
多
か
っ
た
の
は
、
加
藤
（
繁
）
さ
ん

が
旧
知
の
方
々
に
依
頼
状
を
書
い
て
下
す
っ
た
お
蔭
で
あ
っ
た

（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
）」
と
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
単
に

個
人
的
な
依
頼
の
結
果
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
一
九
一
六

（
大
正
五
）
年
に
会
誌
『
史
林
』
を
創
刊
し
た
「
京
都
史
学
会
」

は
「
京
都
文
学
会
」
の
下
部
組
織
と
し
て
「
明
治
四
十
年
九
月
史

學
科
開
講
の
後
間
も
な
く
同
科
學
生
生
徒
に
よ
り
組
織
せ
ら
れ
諸

敎
授
誘
導
の
下
、
史
學
地
理
學
に
關
す
る
會
員
相
互
の
知
識
の
交

換
硏
究
の
補
助
を
な
す
も
の（
也

）
400

」
で
あ
っ
た
。
京
都
帝
国
大
学
文

科
大
学
史
学
科
の
教
員
・
学
生
を
中
心
に
創
立
さ
れ
た
学
会
と
し

て
、『
史
学
』
に
「
體
裁
」
だ
け
で
な
く
、
共
通
す
る
志
を
感
じ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

学
会
の
維
持
と
会
誌
の
刊
行
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
や
は
り
資

金
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
を
中
心
と
す
る
史
学
会

の
名
簿
に
は
九
〇
〇
名
を
超
え
る
会
員
の
氏
名
住
所
が
記
載
さ
れ
、

慶
應
義
塾
関
係
だ
け
を
挙
げ
て
も
、
そ
の
中
に
は
阿
部
秀
助
や
橋

本
増
吉
な
ど
の
帝
大
出
身
の
教
員
だ
け
で
な
く
、
田
中
萃
一
郎
や

卜
部
百
太
郎
な
ど
の
慶
應
義
塾
出
身
の
教
授
、
さ
ら
に
間
崎
万
里
、

松
本
芳
夫
、
松
本
信
廣
、
今
宮
新
な
ど
の
若
手
の
名
も
見
ら
れ
る

全
国
学
会
で
あ
っ（
た

）
401

。
会
費
は
「
年
五
圓
」
で
あ
っ
た（
が

）
402

、
そ
れ

で
も
「
史
學
會
基
本
金
募
集
」
を
行
っ
て
財
源
の
強
化
を
目
指
し
、

市
村
瓚
次
郎
（
一
八
六
四
―
一
八
四
七
）
以
下
の
教
授
が
先
頭
と

な
っ
て
寄
付
を
行
っ
て
い（
る

）
403

。
ま
し
て
や
三
田
史
学
会
に
は
そ
れ

に
比
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
困
難
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
九

〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
三
田
学
会
補
助
金
一
二
〇
〇
円
、
翌
年

に
三
田
文
学
補
助
金
八
五
九
円
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に

三
田
史
学
会
補
助
三
〇
〇
円
、
法
学
会
補
助
一
〇
〇
〇
円
、
一
九

二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
は
一
本
化
さ
れ
た
学
会
補
助
及
奨
学
金

七
〇
二
六
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ（
が

）
404

、
慶
應
義
塾
か
ら
の

補
助
は
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

　

資
金
確
保
の
た
め
、
慶
應
義
塾
維
持
会
か
ら
想
を
得
た
の
で
あ

ろ
う
か
、「
維
持
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
間
崎
が
繰
り
返
し
触
れ

て
お
り
、
田
中
萃
一
郎
追
悼
会
に
お
い
て
「
困
難
な
時
代
が
あ
り

ま
し
て
自
分
達
で
維
持
會
を
組
織
し
て
經
營
を
續
け
て
參
り
ま
し

た
が
幸
に
皆
樣
の
御
援
助
に
よ
り
ま
し
て
、
今
日
で
は
十
八
巻
一

號
を
出
し
て
近
く
占
部
先
生
の
古
希
紀
念
號
を
出
す
運
び
に
な
つ

て
居
り
ま（
す

）
405

」
と
挨
拶
し
、
戦
後
に
も
「
経
済
困
難
に
陥
り
我
等

同
人
が
維
持
会
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
っ（
た

）
406

」
と
書
い
て
い
る
。
松

本
信
廣
も
「
私
の
留
守（
中

）
407

財
政
難
で
維
持
会
を
組
織
さ
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
と
聞
く
。
大
先
輩
の
間
崎
万
里
さ
ん
は
蔭
に
な
り
日
向

に
な
り
、「
史
学
」
の
た
め
に
尽
し
、
塾
の
先
生
方
の
入
会
を
ひ



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

九
一　
（
九
一

ろ
く
勧
誘
す
る
な
ど
に
大
い
に
力
あ
っ
た
。
又
人
形
芝
居
の
こ
と

を
書
か
れ
た
小
沢
愛
圀
氏
も
三
田
史
学
会
の
古
い
会
員
で
、「
史

学
」
の
親
切
な
援
護
者
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
多
く
の
会
員
の
援

助
で
雑
誌
は
恙
な
く
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ（
る

）
408

」
と
記
し
て
い

る
。『
史
学
』
第
一
巻
に
示
さ
れ
た
会
費
は
「
年
四
円
」
だ
が
、

第
一
〇
巻
で
は
「
年
三
円
」
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
維
持
会
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
会
費
を
下
げ
て
会
員
数
の
増
加
を
図
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
戦
後
に
『
三
田
文
学
』
を
再
興
す
る
際
、
同
人
た

ち
が
伝
手
を
た
ど
っ
て
三
田
派
の
財
界
人
に
援
助
を
願
っ
た
と
い

う（
が

）
409

、
同
じ
よ
う
な
話
を
恩
師
の
一
人
か
ら
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

今
と
な
っ
て
は
分
か
ら
ぬ
苦
労
は
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
『
史
学
』
の
執
筆
者
は
、
外
国
を
直
接
体
験
し
た
人
が
少
な
く

海
外
情
報
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
が
限
ら
れ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
積

極
的
に
「
新
知
識
」
を
発
信
し
た
。
そ
れ
は
歴
史
学
だ
け
で
な
く
、

多
方
面
の
記
事
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
戦
前
の
歴
史
学
者
の
ほ
と
ん
ど

に
見
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
た
と
え
ば
間
崎
万
里
は
ナ
チ
ス
が
政
権

獲
得
し
た
一
九
三
三
年
に
「
餘
白
錄　

ナ
チ
ス
の
人
種
觀
」（『
史

学
』
第
一
二
巻
四
号
（
一
九
三
三
年
））
を
寄
せ
、
さ
ら
に
「
餘

白
錄　

外
交
用
語
の
縺
れ
」（『
史
学
』
第
一
五
巻
二
号
（
一
九
三

六
年
））
や
「
餘
白
錄　

ナ
ポ
レ
オ
ン
父
子
の
合
葬
」（『
史
学
』

第
二
〇
巻
一
号
（
一
九
四
一
年
））
な
ど
の
海
外
事
情
分
析
、
さ

ら
に
多
く
の
外
国
文
献
の
書
評
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
学
術

研
究
と
い
う
だ
け
で
な
く
、『
三
田
評
論
』
と
同
じ
よ
う
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
社
中
）
の
維
持
活
動
と
し
て
の
面
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。「
訃
報
」
な
ど
の
教
員
や
物
故
会
員
を
偲

ぶ
記
事
も
多
い
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
三
田
史
学
会
は
日
吉
矢
上
古
墳
発
掘
、

江
南
踏
査
、
歴
史
叢
書
一
四
巻
刊
行
な
ど
の
活
動
を
行（
い

）
410

、「
第

十
巻
の
二
号
（
昭
和
六
（
一
九
三
一
））
年
か
ら
署
名
人
は
会
長

卜
部
百
太
郎
氏
と
な
っ
た
が
、
此
の
頃
か
ら
実
際
の
編
集
人
の
名

前
を
外
に
出
さ
ず
史
学
会
長
の
名
を
出
す
よ
う
に
な
っ（
た

）
411

」。
学

生
団
体
の
発
行
す
る
雑
誌
で
は
な
く
、
教
員
を
主
た
る
構
成
員
と

す
る
学
会
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
代
が
訪
れ
る
。
松
本
信
廣
は
三

田
史
学
会
を
襲
っ
た
災
難
と
し
て
田
中
萃
一
郎
の
急
逝
や
関
東
大

震
災
と
並
ん
で
「
大
東
亜
戦
争
」
を
挙
げ
て
い
る（
が

）
412

、
や
は
り
戦

争
の
打
撃
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
戦
時
体
制
下
に
あ
っ
て
、

国
策
協
力
へ
と
傾
く
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
印
刷
統
制
が

強
化
さ
れ
る
中
で
、
資
材
の
確
保
も
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
召
集

や
戦
災
の
中
で
、『
史
学
』
は
第
二
二
巻
四
号
（
一
九
四
四
年
一

一
月
）
か
ら
休
刊
し
第
二
三
巻
一
号
（
一
九
四
八
年
一
月
）
で
復

刊
す
る
ま
で
約
三
年
間
の
逼
塞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。



史
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第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

九
二　
（
九
二

　

慶
應
義
塾
は
、「
一
九
四
七
年
五
月
二
四
日
を
期
し
て
、
戦
後

の
復
興
に
一
歩
を
踏
出
す
べ
く
、
創
立
九
十
年
祭
の
式
典
を
擧
げ

た
」。
会
長
の
間
崎
万
里
は
ル
ネ
サ
ン
ス
に
譬
え
な
が
ら
「
再
び

劍
よ
り
も
强
き
ペ
ン
の
力
を
復
興
す
べ
く
、
義
塾
精
神
の
本
源
に

溯
っ
て
、
塾
祖
の
提
唱
さ
れ
た
文
化
移
植
の
ル
ネ
サ
ン
ス
と
し
て
、

こ
こ
に
先
ず
史
學
の
復
刊
を
見
る
に
至
つ
た
。
偏
に
大
方
の
御
支

援
を
仰
ぐ
次
第
で
あ（
る

）
413

」
と
述
べ
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
の
さ

ま
ざ
ま
な
専
攻
の
教
員
の
寄
稿
を
得
て
『
史
学
』
を
復
刊
し
た
。

復
刊
し
て
も
、
第
二
四
巻
一
号
に
は
一
年
以
上
の
刊
行
の
遅
れ
が

見
ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の
困
難
に
な
お
直
面
し
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
だ
が
、
松
本
信
廣
は
「
私
立
大
学
で
は
史
学
科
設
置
は
無

理
だ
と
い
う
世
評
を
よ
そ
に
清
新
な
空
気
を
斯
界
に
注
入
し
、
官

学
万
能
の
時
代
に
自
由
独
立
の
史
風
を
三
田
山
上
に
生
み
出
し
、

今
日
の
盛
運
に
導
い
た
『
史
学
』
の
足
跡
は
輝
か
し
い
も
の
が
あ

る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら（
ぬ

）
414

」
と
記
し
て
い
る
。

Ⅵ　

終
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
自
分
の
能
力
の
範
囲
内
で
、
戦
前
期
を
中
心
に
慶

應
義
塾
に
お
け
る
歴
史
学
の
在
り
方
と
、
三
田
史
学
会
と
『
史

学
』
の
歩
み
を
た
ど
っ
て
き
た
。
準
備
や
執
筆
の
過
程
で
、
慶
應

義
塾
や
三
田
史
学
会
が
つ
ね
に
順
風
に
恵
ま
れ
た
わ
け
で
な
く
、

註（
1
）　

た
と
え
ば
松
本
芳
夫
「
雑
誌
『
史
学
』
が
生
ま
れ
る
ま
で
」

（『
史
学
』
第
四
一
巻
（
一
九
六
九
年
）
六
〇
五
―
一
〇
頁
）、
特
集

「
三
田
史
学
の
百
年
を
語
る
」（『
史
学
』
第
六
〇
巻
（
一
九
九
一

年
））
な
ど
が
企
画
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

本
稿
は
二
〇
二
一
年
六
月
二
六
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た

三
田
史
学
会
大
会
「
総
合
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
の
報
告
「『
史

学
』
か
ら
読
む
三
田
史
学
会
の
こ
れ
ま
で
（
一
九
九
〇
年
以
前
）」

に
大
幅
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
、
ま
た
題
目
は
内
容
に
合

わ
せ
て
変
更
し
た
。
筆
者
は
西
洋
史
学
が
専
門
で
あ
り
、
任
に
堪

え
な
い
と
の
思
い
を
禁
じ
得
な
い
が
、
や
は
り
こ
れ
は
慶
應
義
塾

の
史
学
科
に
属
す
る
者
が
果
た
す
べ
き
責
務
で
あ
る
と
考
え
、
刊

行
史
料
と
二
次
文
献
に
依
拠
し
て
記
す
も
の
で
あ
る
。
内
容
が
長

期
に
関
わ
る
た
め
総
花
的
で
初
歩
的
な
説
明
に
終
わ
っ
て
い
る
こ

と
も
寛
恕
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。

（
3
）　

福
澤
の
生
涯
の
詳
細
、
特
に
そ
の
前
半
生
に
つ
い
て
は
、
河
北

展
生
・
佐
志
傳
編
著
『「
福
翁
自
傳
」
の
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
4
）　
『
福
翁
自
伝
』（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
七
巻
（
一
九
五
九
年
））、

八
〇
―
八
一
頁
。
以
下
に
お
い
て
福
澤
の
著
作
に
つ
い
て
は
基
本

明
治
一
三
年
の
事
件
な
ど
歴
史
的
な
情
報
と
し
て
は
知
っ
て
い
た

こ
と
が
考
え
て
い
た
以
上
に
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。
先
人
の
苦
労
を
知
る
と
同
時
に
、
現
在
に
つ
い

て
も
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
大
き
な
課
題
で
あ
る
。



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

九
三　
（
九
三

的
に
慶
應
義
塾
編
『
福
澤
諭
吉
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
―

一
九
六
四
年
）
に
よ
る
こ
と
と
し
、
文
中
の
ル
ビ
は
外
し
た
。
ま

た
引
用
全
般
に
お
い
て
、
原
文
通
り
の
表
記
に
努
め
た
が
、
フ
ォ

ン
ト
の
問
題
な
ど
に
よ
り
一
部
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
5
）　
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
一
二
月
三
日
ま
で
は
旧
暦
を
使
用
し
、

そ
れ
以
降
は
新
暦
を
使
用
す
る
。

（
6
）　
『
西
洋
事
情
』（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
五
八

年
））
二
八
五
頁
。

（
7
）　
『
西
洋
旅
案
内
』（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
（
一
九
五
九

年
））
一
一
三
―
一
六
七
頁
、
六
七
二
―
七
四
頁
を
参
照
。

（
8
）　
『
訓
蒙
窮
理
圖
解
』（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
（
一
九
五

九
年
））
二
三
三
―
七
九
頁
、
六
七
八
―
七
九
頁
を
参
照
。
そ
の

特
徴
に
つ
い
て
は
、
大
矢
眞
一
「
明
治
初
年
の
理
學
啓
蒙
書
と

『
窮
理
圖
解
』」（『
福
澤
諭
吉
全
集　

第
八
巻
附
録
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
〇
年
））
六
―
八
頁
を
参
照
。

（
9
）　
『
世
界
國
盡
』（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
（
一
九
五
九

年
））
五
七
九
―
六
六
八
頁
、
六
八
三
―
八
七
頁
を
参
照
。

（
10
）　
「
簿
記
」
を
意
味
し
、
福
澤
は
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に

日
本
に
於
け
る
西
洋
簿
記
学
の
最
初
の
文
献
で
あ
る
『
帳
合
之

法
』
を
出
版
し
て
い
る
。「
デ
ジ
タ
ル
で
読
む
福
澤
諭
吉　

帳
合

之
法
」（https://dcollections.lib.keio.ac.jp/ja/fukuzaw

a/
a09/24　

二
〇
二
二
年
一
月
四
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
11
）　
『
学
問
の
す
ゝ
め
』「
初
編
」（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
三
巻

（
一
九
五
九
年
））
二
九
―
三
〇
頁
。

（
12
）　

尾
佐
竹
猛
（『
維
新
前
後
に
於
け
る
立
憲
思
想
』（
文
化
生
活

研
究
会
、
一
九
二
五
年
）
二
五
九
―
二
六
〇
頁
）
は
、「
五
箇
条

の
御
誓
文
」
の
第
三
項
以
下
は
「
時
勢
の
要
求
」
で
あ
る
と
し
、

『
由
利
公
正
傳
』
を
引
き
、「
嘉
永
六
年
米
艦
の
来
航
に
際
し
、

親
し
く
艦
船
銃
砲
の
精
鋭
な
る
を
見
て
攘
夷
鎖
港
の
空
論
な
る

を
悟
り
て
泰
西
の
學
術
を
探
査
し
經
濟
の
道
を
探
求
し
て
、（
中

略
）
國
是
を
定
め
ん
と
謀
り
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
大
久
保
利

謙
「
五
ヶ
条
の
誓
文
に
関
す
る
一
考
察
」『
歴
史
地
理
』
八
八
ノ

二
（『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
一
』「
明
治
維
新
の
政
治
過
程
」

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
に
収
録
、
三
二
―
六
五
頁
）
を
参
照
。

（
13
）　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
（
中
村
正
直
訳
）『
西
国
立
志
編

（
講
談
社
学
術
文
庫
）』（
講
談
社
、
一
九
八
一
年
）。
ま
た
高
橋
昌

郎
『
中
村
敬
宇
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
七
三
―
八
五
頁

を
参
照
。

（
14
）　
「
福
澤
全
集
緒
言
」（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
五
八

年
））
三
八
頁
を
参
照
。

（
15
）　

当
時
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
三
和
良
一
・
原
朗
編
『
近
現
代
日

本
経
済
史
要
覧　

補
訂
版
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）

五
一
頁
を
参
照
。

（
16
）　
「
慶
應
義
塾
之
記
」（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
一
九
巻
（
一
九
六

二
年
））
三
六
七
頁
。

（
17
）　

神
辺
靖
光
「
学
制
期
に
お
け
る
東
京
府
の
私
立
外
国
語
学
校
―

そ
の
形
態
と
継
続
状
況
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
」『
日
本
の
教
育
史

学
（
教
育
史
学
会
）』
一
七
号
（
一
九
七
四
年
）
四
―
二
五
頁
、
お

よ
び
関
口
直
佑
「
明
治
初
期
に
お
け
る
東
京
の
私
塾
―
同
人
社
を

中
心
に
し
て
―
」『
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
科
社
学
研
論
集
』

一
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
九
六
―
二
〇
三
頁
を
参
照
。

（
18
）　

明
六
社
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
利
謙
『
明
六
社
』（
講
談
社
、



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

九
四　
（
九
四

二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
19
）　

秋
山
勇
造
「
東
京
学
士
会
院
と
『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』」『
人

文
研
究
（
神
奈
川
大
学
）』
第
一
五
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）、
九
九

―
一
一
六
頁
を
参
照
。

（
20
）　

大
阪
慶
應
義
塾
、
京
都
慶
應
義
塾
、
徳
島
慶
應
義
塾
な
ど
が
設

置
さ
れ
、
荘
田
平
五
郎
、
矢
野
文
雄
な
ど
が
教
員
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
が
、
数
年
間
し
か
存
続
で
き
な
か
っ
た
。『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』（
慶
應
義
塾
、
一
九
五
八
年
）
五
〇
七
―
四
三
頁
、
お
よ
び

西
澤
直
子
「
慶
応
義
塾
の
分
校
―
大
阪
・
京
都
・
徳
島
―
」『
三
田

評
論
』
第
一
〇
九
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
二
―
三
六
頁
を
参
照
。

（
21
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』
五
六
七
―
八
二
頁
、
お
よ
び
丸

山
信
編
『
人
物
書
誌
大
系
三
〇　

福
澤
諭
吉
門
下
』（
日
外
ア
ソ
シ

エ
ー
ツ
、
一
九
九
五
年
）、
特
に
二
〇
六
―
一
五
頁
を
参
照
。

（
22
）　
『
文
明
論
之
概
略
』「
緒
言
」（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
（
一

九
五
九
年
））
五
頁
。

（
23
）　
『
西
洋
事
情
』
二
八
五
頁
。

（
24
）　

た
と
え
ば
「
慶
應
義
塾
社
中
之
約
束
」（
明
治
六
年
三
月
）

（『
慶
應
義
塾
大
学
一
五
〇
年
史
資
料
資
料
集
』「
基
礎
資
料
編
」

（
慶
應
義
塾
、
二
〇
一
六
年
））、
四
一
―
四
二
頁
を
参
照
。

（
25
）　
『
文
明
論
之
概
略
』
巻
之
五
第
九
章
、
一
五
二
頁
。

（
26
）　

浜
林
正
夫
「
Ｈ
・
Ｔ
・
バ
ッ
ク
ル
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
文
明

史
』」『
一
橋
大
学
社
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
五
号

（
一
九
八
五
年
）、
四
―
八
頁
。

（
27
）　
『
文
明
論
之
概
略
』
巻
之
六
第
一
〇
章
、
二
〇
〇
―
二
〇
一
頁

を
参
照
。

（
28
）　

ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｍ
・
ク
レ
イ
グ
『
文
明
と
啓
蒙
―
初
期
福
澤
諭

吉
の
思
想
―
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
29
）　

小
澤
榮
一
「
文
明
史
と
福
澤
諭
吉
」（『
福
澤
諭
吉
全
集　

第
一

三
巻
附
録
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
五
―
九
頁
を
参
照
。

（
30
）　
『
福
翁
自
傳
』
九
頁
。

（
31
）　

阿
部
隆
一
「
福
澤
百
助
の
學
風
（
上
）―
そ
の
手
澤
本
よ
り
見

た
る
―
」（『
福
澤
諭
吉
全
集　

第
二
巻
附
録
』（
岩
波
書
店
、
一
九

五
九
年
）
一
頁
。

（
32
）　

宇
野
精
一
監
修
、
荒
木
見
悟
『
亀
井
南
冥
・
亀
井
昭
陽
』（
明

徳
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
を
参
照
。

（
33
）　

田
尻
祐
一
郎
『
江
戸
の
思
想
史　

人
物
・
方
法
・
連
環
』（
中

央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
）
九
四
―
一
〇
五
頁
を
参
照
。

（
34
）　
『
福
翁
自
傳
』
一
二
頁
を
参
照
。

（
35
）　

帆
足
図
南
次
『
帆
足
万
里
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）

を
参
照
。

（
36
）　
『
福
翁
自
傳
』
一
六
頁
を
参
照
。

（
37
）　

齋
藤
秀
彦
「
福
澤
諭
吉
を
め
ぐ
る
人
々
―
福
澤
三
之
助
―
」

『
三
田
評
論
オ
ン
ラ
イ
ン
』（https://w

w
w

.m
ita-hyoron.keio.ac.

　

 jp/around-yukichi-fukuzaw
a/201911-1.htm

l　

二
〇
二
二
年

四
月
一
七
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
38
）　
『
福
翁
自
傳
』
一
二
頁
を
参
照
。

（
39
）　
「
慶
應
義
塾
之
記
」
三
六
八
頁
。

（
40
）　

レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
（
椎
名
美
智
他
訳
）『
完
訳　

キ
ー
ワ
ー
ド
辞
典
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
41
）　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概

念
』（
作
品
社
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
42
）　

同
書
一
三
八
頁
を
参
照
。



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

九
五　
（
九
五

（
43
）　

た
と
え
ば
金
文
京
「
福
澤
諭
吉
の
漢
詩
」（
福
澤
諭
吉
協
会

『
福
澤
手
帖
』
一
三
八
号
か
ら
連
載
）
を
参
照
。
さ
ら
に
、
ひ
ろ
た

ま
さ
き
『
福
沢
諭
吉
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
一
八
一
―
八

四
頁
を
参
照
。

（
44
）　

福
澤
諭
吉
「
文
學
會
員
に
告
ぐ
」（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
二
〇

巻
（
一
九
六
〇
年
））
二
六
七
―
七
一
頁
、
特
に
二
六
七
頁
を
参
照
。

（
45
）　

鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』
一
七
一
―
七
二
頁
を
参

照
。

（
46
）　
『
福
翁
自
傳
』
六
八
―
六
九
頁
を
参
照
。

（
47
）　

長
尾
正
憲
「
幕
末
洋
学
史
に
お
け
る
適
塾
の
地
位
―「
福
沢
屋

諭
吉
」
前
史
研
究
と
し
て
―
」『
法
制
史
学
』
第
二
七
巻
（
一
九
七

五
年
）
四
七
―
六
二
頁
を
参
照
。

（
48
）　

前
田
勉
『
江
戸
の
読
書
会
―
会
読
の
思
想
史
―
』（
平
凡
社
、

二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
49
）　

師
岡
淳
也
、
菅
家
知
洋
、
久
保
健
治
「
近
代
日
本
に
お
け
る
討

論
の
史
的
研
究
に
関
す
る
予
備
的
考
察
」『
こ
と
ば
・
文
化
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
立
教
大
学
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
紀
要
）』
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
五
―
四
一
頁
を
参
照
。

（
50
）　

馬
場
辰
猪
「
馬
場
辰
猪
自
伝
」（『
馬
場
辰
猪
全
集
』
第
三
巻

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
））
六
四
―
六
七
頁
を
参
照
。

（
51
）　

石
河
幹
明
『
福
澤
諭
吉
傳
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二

年
）
六
二
〇
―
二
一
頁
参
照
。
本
書
に
は
当
時
の
雰
囲
気
を
伝
え

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）　

今
泉
み
ね
『
名
ご
り
の
夢
―
蘭
医
桂
川
家
に
生
れ
て
―
』（
平

凡
社
、
一
九
六
三
年
）
三
三
―
三
五
頁
を
参
照
。

（
53
）　

河
北
展
生
・
佐
志
傳
編
著
『「
福
翁
自
傳
」
の
研
究
』
一
九
〇

―
九
四
頁
を
参
照
。

（
54
）　

馬
場
辰
猪
「
馬
場
辰
猪
自
伝
」
六
九
頁
を
参
照
。

（
55
）　
「
慶
應
義
塾
新
議
」（
一
八
六
九
年
）『
一
五
〇
年
史
資
料
集
』

一
八
頁
を
参
照
。

（
56
）　

村
田
昇
司
『
門
野
幾
之
進
先
生
事
跡
・
文
集
』（
門
野
幾
之
進

先
生
懐
舊
録
及
論
集
刊
行
會
、
一
九
三
九
年
）
一
二
九
頁
を
参
照
。

（
57
）　

同
書
一
三
〇
―
三
一
頁
を
参
照
。

（
58
）　

同
書
九
八
頁
を
参
照
。

（
59
）　

石
河
幹
明
『
福
澤
諭
吉
傳
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二

年
）
六
三
二
頁
参
照
。

（
60
）　

現
在
の
幼
稚
舎
が
小
学
校
で
あ
る
の
に
対
し
、
揺
籃
期
の
幼
稚

舎
は
生
徒
の
年
齢
も
多
様
で
、
か
な
り
独
自
の
教
育
が
な
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』
五
四
四
―
五
八

頁
を
参
照
。

（
61
）　

田
中
萃
一
郎
「
慶
応
義
塾
と
史
學
の
研
究
―
三
田
史
學
會
發
會

記
念
講
演
―
」『
史
学
』
第
四
八
巻
一
号
（
一
九
七
七
年
）
一
二
頁

を
参
照
。

（
62
）　

白
柳
秀
湖
『
中
上
川
彦
次
郎
傳
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇

年
）
四
一
四
―
一
六
頁
を
参
照
。

（
63
）　

福
澤
自
身
の
英
語
力
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ラ
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

『
ク
ラ
ラ
の
明
治
日
記
（
下
）』（
講
談
社
、
一
九
七
六
年
）
六
三
頁
、

お
よ
び
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
の
手
紙
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

四
年
）
一
六
―
一
七
頁
を
参
照
。

（
64
）　
「
先
學
を
語
る
―
白
鳥
庫
吉
博
士
―
」
東
方
学
会
編
『
東
方
学

回
想
Ⅰ　

先
学
を
語
る
（
１
）』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
二

七
頁
参
照
。



史
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六　
（
九
六

（
65
）　
「
三
田
演
説
会
第
百
回
の
記
」（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
四
巻

（
一
九
五
九
年
））
四
七
六
―
七
八
頁
。
ま
た
西
澤
直
子
「
近
代
化

に
お
け
る
小
幡
篤
次
郎
の
役
割
」、
池
田
幸
弘
・
小
室
正
紀
編
著

『
近
代
日
本
と
経
済
学
―
慶
應
義
塾
の
経
済
学
者
た
ち
―
』（
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
、
七
六
―
七
八
頁
を
参

照
。

（
66
）　

矢
野
文
雄
「
予
が
在
塾
當
時
の
懐
舊
談
」『
慶
應
義
塾
學
報
』

第
四
〇
号
（
明
治
三
四
年
）
四
一
―
四
四
頁
を
参
照
。

（
67
）　

川
合
貞
一
「
大
學
創
立
五
十
年
を
迎
へ
て
」『
三
田
評
論
』
第

五
一
四
号
（
一
九
四
〇
年
）
一
頁
。『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻

（
大
学
編
）』（
慶
應
義
塾
、
一
九
六
二
年
）
六
二
頁
を
参
照
。

（
68
）　K

arl R
athgen, Japans V

olksw
irtschaft und Staat

shaushalt

（Leipzig, 1891

）pp. 115-16

を
参
照
。
な
お
、
こ

の
情
報
の
存
在
は
『
慶
應
義
塾
百
年
史
中
巻
（
前
）』
三
七
二
頁
で

知
っ
た
。

（
69
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』
七
二
〇
―
二
三
頁
を
参
照
。

（
70
）　

同
書
七
二
三
―
二
六
頁
を
参
照
。

（
71
）　

三
輪
洋
資
「
福
澤
諭
吉
を
め
ぐ
る
人
々
―
西
郷
隆
盛
―
」『
三

田
評
論
オ
ン
ラ
イ
ン
』（https://w

w
w

.m
ita-hyoron.keio.ac.jp/

around-yukichi-fukuzaw
a/201711-1.htm

l　

二
〇
二
二
年
一

月
四
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
72
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』（
慶
應
義
塾
、
一
九
五
八
年
）
七

二
六
頁
を
参
照
。

（
73
）　

資
料
の
欠
落
に
よ
っ
て
、
そ
の
金
額
は
明
ら
か
に
は
で
き
な
い

が
、
か
な
り
の
額
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
。『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上

巻
』
五
九
八
頁
を
参
照
。

（
74
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』
七
三
七
―
五
四
頁
を
参
照
。

（
75
）　

土
屋
忠
雄
『
明
治
前
期
教
育
政
策
史
の
研
究
』（
講
談
社
、
一

九
六
二
年
）
九
〇
―
一
〇
七
頁
、
お
よ
び
本
山
幸
彦
「
福
沢
諭
吉

の
啓
蒙
思
想
と
「
学
制
」
の
教
育
思
想
」『
教
育
科
学
セ
ミ
ナ
リ
ー

（
関
西
大
学
）』
第
二
一
号
（
一
九
八
九
年
）
一
―
七
頁
を
参
照
。

（
76
）　

政
変
後
に
創
刊
さ
れ
た
『
時
事
新
報
』
は
「
不
偏
不
党
」
の
立

場
を
取
っ
た
が
（『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』
七
九
四
―
八
〇
四

頁
を
参
照
）、
福
澤
は
こ
の
頃
も
伊
藤
博
文
を
評
価
し
て
い
る
よ
う

で
、
た
と
え
ば
『
時
事
新
報
』「
伊
藤
參
議
を
餞
す
」（
明
治
一
五

年
三
月
二
日
付
、『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九

六
〇
年
）
一
〇
―
一
三
頁
）
を
見
る
と
、
憲
法
取
り
調
べ
の
た
め

に
渡
欧
す
る
伊
藤
を
激
励
し
て
い
る
。

（
77
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』
八
〇
七
―
一
六
頁
を
参
照
。

（
78
）　

中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
―
明
治
太
政
官
文
書
研
究
序

説
―
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
79
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』
八
〇
六
―
八
〇
七
頁
を
参
照
。

（
80
）　

同
書
七
一
五
―
一
六
頁
を
参
照
。

（
81
）　

梅
溪
昇
『
お
雇
い
外
国
人　

明
治
日
本
の
脇
役
た
ち
』（
講
談

社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
三
七
―
四
四
頁
を
参
照
。

（
82
）　

土
屋
忠
雄
『
明
治
前
期
教
育
政
策
史
の
研
究
』
四
一
〇
─
四
三

頁
、
お
よ
び
瀧
井
一
博
『
伊
藤
博
文
―
知
の
政
治
家
―
』
四
五
―

九
二
頁
を
参
照
。

（
83
）　

梅
溪
昇
『
お
雇
い
外
国
人
』
二
二
一
―
二
四
頁
を
参
照
。

（
84
）　

同
書
二
三
七
―
三
九
頁
を
参
照
。

（
85
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』
三
九
五
―
四
〇
六
頁
を
参
照
。

（
86
）　

瀧
井
一
博
『
伊
藤
博
文
』
六
六
―
八
四
頁
を
参
照
。



三
田
史
学
会
と
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史
学
』
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で

）

九
七　
（
九
七

（
87
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
上
）
帝
国
大
学
の
時
代
』（
中
央

公
論
新
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
二
―
一
〇
五
頁
を
参
照
。

（
88
）　

石
附
実
『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』
二
一
三
―
四
九
頁
を
参

照
。

（
89
）　

文
部
科
学
省H

P

「
海
外
留
学
生
と
雇
外
国
人
教
師
」（https://

w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/hakusho/htm

l/others/detail/

　

1317601.htm
　

二
〇
二
一
年
一
月
一
六
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
90
）　

石
附
実
『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』
二
一
三
―
三
二
二
頁
を

参
照
。

（
91
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
上
）』
一
〇
六
―
一
〇
七
頁
を
参

照
。

（
92
）　

慶
應
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』（
慶

應
義
塾
、
二
〇
〇
八
年
）
八
三
三
―
三
四
頁
を
参
照
。

（
93
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
上
）
帝
国
大
学
の
時
代
』
一
〇
五

─
一
一
〇
頁
を
参
照
。

（
94
）　

水
谷
三
公
『
官
僚
の
風
貌
』（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九

年
）
七
二
―
七
五
頁
を
参
照
。

（
95
）　

三
井
家
に
は
藩
閥
や
官
僚
と
の
癒
着
ゆ
え
に
「
無
心
状
」
が
多

数
送
ら
れ
、「
地
獄
箱
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
充
満
し
て
い
た
と
い

う
。
白
柳
秀
湖
『
中
上
川
彦
次
郎
傳
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇

年
）
二
四
五
―
四
七
頁
を
参
照
。

（
96
）　

水
谷
三
公
『
官
僚
の
風
貌
』
七
六
―
七
九
頁
を
参
照
。

（
97
）　

菅
原
亮
芳
『
近
代
日
本
に
お
け
る
学
校
選
択
情
報　

雑
誌
メ
デ

ィ
ア
は
何
を
伝
え
た
か
』（
学
文
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
三
―
五
七

頁
を
参
照
。

（
98
）　

池
田
成
彬
『
財
界
回
顧
』（
図
書
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
三

〇
頁
を
参
照
。

（
99
）　

高
橋
昌
郎
『
中
村
敬
宇
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
二

〇
五
―
二
〇
六
頁
を
参
照
。

（
100
）　

内
田
糺
「
攻
玉
社
」『
国
史
大
事
典
』（https://japanknow

ledge-

　

com
.kras1.lib.keio.ac.jp/lib/display/?kw

=%
E6%

94%
BB%

E7%
8E%

89%
E7%

A
4%

BE&
lid=30010zz171220　

二
〇
二
二

年
一
月
一
六
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
101
）　

富
田
仁
『
フ
ラ
ン
ス
語
事
始
―
村
上
英
俊
と
そ
の
時
代
―
』

（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
。

（
102
）　

小
山
太
輝
「
福
澤
諭
吉
を
め
ぐ
る
人
々
―
鎌
田
栄
吉
―
」『
三

田
評
論
オ
ン
ラ
イ
ン
』（https://w

w
w

.m
ita-hyoron.keio.ac.jp/

around-yukichi-fukuzaw
a/201708-1.htm

l　

二
〇
二
二
年
四

月
一
七
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
103
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

上
巻
』
七
六
九
―
七
四
頁
を
参
照
。

（
104
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
七
一
五
―
一
六
頁
を
参
照
。

（
105
）　

同
書
一
七
―
二
二
頁
、
お
よ
び
玉
置
紀
夫
『
起
業
家
福
沢
諭
吉

の
生
涯
：
学
で
富
み
富
て
学
び
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
二
六

五
頁
を
参
照
。

（
106
）　
『
時
事
新
報
』
に
関
わ
る
最
近
の
研
究
と
し
て
、
松
尾
理
也

『
大
阪
時
事
新
報
の
研
究　
「
関
西
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
福
澤
精

神
』（
創
元
社
、
二
〇
二
一
年
）
が
あ
る
。

（
107
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
玉
置
紀
夫
『
起
業
家
福
沢
諭
吉
の
生
涯
』

お
よ
び
西
川
俊
作
「
時
事
新
報
社
主　

福
澤
諭
吉
」『
三
田
商
学
研

究
』
第
四
八
巻
五
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
三
―
三
九
頁
を
参
照
。

（
108
）　

大
西
理
平
『
福
澤
桃
介
翁
傳
』（
福
澤
桃
介
翁
傳
記
編
纂
所
、

一
九
三
九
年
）、
お
よ
び
林
薫
一
『
尾
張
藩
漫
筆
』（
名
古
屋
大
学



史
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号

）

九
八　
（
九
八

出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
二
七
三
―
九
四
頁
を
参
照
。

（
109
）　

玉
置
紀
夫
『
起
業
家
福
沢
諭
吉
の
生
涯
』
一
五
一
―
七
三
頁
を

参
照
。

（
110
）　

同
書
一
七
五
―
九
七
頁
を
参
照
。

（
111
）　

白
柳
秀
湖
『
中
上
川
彦
次
郎
傳
』
一
七
五
―
九
六
頁
を
参
照
。

（
112
）　
『
一
五
〇
年
史
資
料
集
』「
基
礎
資
料
編
」
九
五
―
一
〇
四
頁
を

参
照
。

（
113
）　

同
書
一
―
四
七
頁
に
よ
る
。
ま
た
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻

（
前
）』
三
六
―
四
三
頁
、『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学

編
）』
五
七
―
六
四
頁
を
参
照
。

（
114
）　

福
澤
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
態
度
を
含
め
、
宣
教
師
の
教
員

採
用
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
白
井
堯
子
『
福
沢
諭
吉
と
宣
教
師
た

ち
―
知
ら
れ
ざ
る
明
治
期
の
日
英
関
係
―
』（
未
來
社
、
一
九
九
九

年
）
な
ど
を
参
照
。

（
115
）　

白
井
堯
子
『
福
沢
諭
吉
と
宣
教
師
た
ち
』
一
六
一
―
二
一
一
頁

を
参
照
。

（
116
）　

同
書
二
四
七
―
九
八
頁
を
参
照
。

（
117
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
四
三
―
四
九
頁
を
参
照
。

三
教
授
の
招
聘
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。
西
川
俊
作
『
大
学
部
開
設
百
年
』

（
慶
応
義
塾
大
学
、
一
九
八
九
年
）、
白
井
堯
子
『
福
沢
諭
吉
と
宣

教
師
た
ち
』
な
ど
を
参
照
。

（
118
）　

文
学
科
に
は
、
三
専
攻
に
分
か
れ
る
以
前
の
広
義
の
「
文
学

科
」
と
、
三
専
攻
に
分
か
れ
た
の
ち
の
狭
義
の
「
文
学
科
」
が
あ

る
。
混
同
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
前
者
を
「
文
科
」
と
表
記

す
る
。

（
119
）　

林
毅
陸
『
生
立
の
記
―
林
毅
陸
手
記
―
』（
非
売
品
、
一
九
五

四
年
）
五
三
頁
を
参
照
。

（
120
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
六
八
―
八
〇
頁
を
参
照
。

（
121
）　

西
川
俊
作
「
Ｇ
・
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
履
歴
と
業
績
」『
三
田
商

学
研
究
』
第
二
六
巻
一
号
（
一
九
八
三
年
）
一
〇
八
―
一
九
頁
を

参
照
。

（
122
）　
〈V

ickers, Enoch H
ow

ard

〉、Bibliographical D
atabase 

of K
eio Econom

ists

（http://bdke.econ.keio.ac.jp/psninfo.
php?sPsnID

=3　

二
〇
二
二
年
四
月
三
日
閲
覧
）。

（
123
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
下
）
大
学
へ
の
挑
戦
』
七
一
―
七

二
頁
を
参
照
。

（
124
）　

土
屋
博
政
『
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
福
澤
諭
吉
』（
慶
應
義
塾
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
125
）　

岩
谷
十
郎
「
ウ
ィ
グ
モ
ア
の
法
律
学
校
―
明
治
中
期
一
ア
メ
リ

カ
人
法
律
家
の
試
み
―
」『
法
学
研
究
』
第
六
九
巻
一
号
（
一
九
九

六
年
）
一
七
五
―
二
三
八
頁
を
参
照
。

（
126
）　

岩
谷
十
郎
「
福
沢
諭
吉
と
法
文
化
」
小
室
正
紀
編
著
『
近
代
日

本
と
福
沢
諭
吉
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
二
二

二
―
二
三
頁
を
参
照
。

（
127
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』（
慶
應
義
塾
、
一
九

六
二
年
）
七
三
―
七
八
頁
を
参
照
。

（
128
）　

林
毅
陸
『
生
立
の
記
』
四
〇
頁
を
参
照
。

（
129
）　
「
幼
稚
舎
」
は
現
在
で
は
小
学
校
に
相
当
す
る
が
、
こ
れ
も
複

雑
な
変
遷
を
有
し
、
や
は
り
注
意
が
必
要
で
あ
る
。『
慶
應
義
塾
百

年
史　

中
巻
（
前
）』
一
三
四
―
四
三
頁
を
参
照
。

（
130
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
下
）』
八
八
―
八
九
頁
を
参
照
。



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

九
九　
（
九
九

（
131
）　

松
永
安
左
衛
門
口
述
、
竹
内
文
平
編
『
松
永
安
左
エ
門 

―
自

叙
傳
―
』（
昭
文
閣
書
房
、
一
九
三
一
年
）、
お
よ
び
天
野
郁
夫

『
大
学
の
誕
生
』
三
四
五
―
四
六
頁
を
参
照
。

（
132
）　

こ
の
時
期
の
議
論
に
つ
い
て
林
毅
陸
が
回
顧
し
て
い
る
。
林
毅

陸
『
生
立
の
記 

』
四
九
―
五
四
頁
を
参
照
。

（
133
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
一
八
九
―
九
九
頁
を
参
照
。

（
134
）　

た
と
え
ば
科
目
の
選
択
制
も
試
み
ら
れ
た
。
門
野
幾
之
進
「
慶

應
義
塾
の
學
制
改
革
」『
慶
應
義
塾
學
報
』
第
二
〇
号
（
一
八
九
九

年
）
一
―
八
頁
を
参
照
。
だ
が
、
実
際
に
は
、
財
政
難
や
入
学
者

の
偏
り
な
ど
か
ら
、
理
財
科
へ
の
縮
小
と
い
う
面
は
否
め
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
二
六
―
三

二
頁
を
参
照
。

（
135
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
三
一
二
頁
、
慶
應
義
塾
編

『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
六
三
七
―
三
八
頁
、
お
よ
び
結
城
大
佑
「
福

澤
諭
吉
を
め
ぐ
る
人
々
―
小
幡
甚
三
郎
―
」『
三
田
評
論
オ
ン
ラ
イ

ン
』（https://w

w
w

.m
ita-hyoron.keio.ac.jp/around-yukichi-

　

fukuzaw
a/201703-1.htm

l　

二
〇
二
二
年
四
月
一
七
日
閲
覧
）

を
参
照
。

（
136
）　

神
吉
創
二
「
福
澤
諭
吉
を
め
ぐ
る
人
々
―
小
泉
信
吉
―
」『
三

田
評
論
オ
ン
ラ
イ
ン
』（https://w

w
w

.m
ita-hyoron.keio.ac.jp/

around-yukichi-fukuzaw
a/201905-1.htm

l　

二
〇
二
二
年
四

月
一
七
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
137
）　

白
柳
秀
湖
『
中
上
川
彦
次
郎
傳
』
四
一
〇
頁
を
参
照
。

（
138
）　
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
七
三
二
―
三
三
頁
お
よ
び
、
小
山
太
輝

「
福
澤
諭
吉
を
め
ぐ
る
人
々
―
福
澤
一
太
郎
―
」『
三
田
評
論
オ
ン
ラ

イ
ン
』（https://w

w
w

.m
ita-hyoron.keio.ac.jp/around-yukichi-

　

fukuzaw
a/201804-1.htm

l　

二
〇
二
二
年
四
月
一
七
日
閲
覧
）

を
参
照
。

（
139
）　
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
七
三
三
頁
を
参
照
。

（
140
）　

池
田
成
彬
『
財
界
回
顧
』
三
五
―
四
一
頁
を
参
照
。

（
141
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
二
五
〇
―
八
八
頁
を
参
照
。

（
142
）　

小
山
太
輝
「
福
澤
諭
吉
を
め
ぐ
る
人
々
―
鎌
田
栄
吉
―
」
を
参

照
。

（
143
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
三
二
四
―
二
五
頁
を
参
照
。

（
144
）　

同
書
三
一
六
―
二
四
頁
を
参
照
。
な
お
青
木
徹
二
に
与
え
ら
れ

た
留
学
費
用
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

（
145
）　
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
五
一
頁
を
参
照
。

（
146
）　

た
と
え
ば
、
武
田
晴
人
『
日
本
経
済
史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一

九
年
）
九
九
―
一
七
三
頁
を
参
照
。

（
147
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
上
）』
三
五
一
頁
を
参
照
。

（
148
）　

戸
村
理
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
―
近
代
日
本
私
立
高

等
教
育
機
関
に
お
け
る
教
育
と
財
務
の
相
克
』―（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
一
七
年
）
四
八
―
一
一
七
頁
を
参
照
。

（
149
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
下
）』
二
七
一
頁
を
参
照
。

（
150
）　
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
八
二
四
頁
を
参
照
。

（
151
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
上
）』
二
四
五
―
七
八
頁
を
参
照
。

（
152
）　

同
書
三
―
八
七
頁
を
参
照
。

（
153
）　
「
専
門
学
校
令
（
明
治
三
六
年
三
月
二
七
日
勅
令
第
六
一
号
）」、

「
学
制
百
年
史　

資
料
編
（
文
部
科
学
省
）」（https://w

w
w

.m
ext.

　

go.jp/b_m
enu/hakusho/htm

l/others/detail/1317930.htm

　

二
〇
二
二
年
五
月
五
日
閲
覧
）。

（
154
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
上
）』
二
四
五
―
七
八
頁
を
参
照
。



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
〇
〇　
（
一
〇
〇

（
155
）　

同
書
三
六
九
―
九
一
頁
を
参
照
。

（
156
）　

江
津
和
也
「
専
門
学
校
令
に
も
と
づ
く
「
大
学
」
予
科
か
ら
大

学
令
に
も
と
づ
く
大
学
予
科
へ
の
改
編
に
つ
い
て
―
慶
応
義
塾
大

学
及
び
早
稲
田
大
学
の
事
例
―
」『
清
和
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』

第
三
八
号
（
二
〇
〇
九
年
）、
五
四
頁
を
参
照
。

（
157
）　

戸
村
理
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
』
四
六
―
五
七
頁
を

参
照
。

（
158
）　

岩
田
弘
三
『
近
代
日
本
の
大
学
教
授
職　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇

一
一
年
）
二
一
四
―
一
五
頁
を
参
照
。

（
159
）　
「
慶
應
義
塾
學
報
編
輯
主
任　

卜
部
百
太
郎
」
三
田
商
業
研
究

會
編
纂
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
傳
』（
實
業
之
世
界
社
、
一
九
〇

九
年
、https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/777715　

二
〇
二

二
年
五
月
七
日
閲
覧
）
四
八
七
―
八
八
頁
、
お
よ
び
慶
應
義
塾
大

学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
編
『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
』（
慶
應
義
塾
大

学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
二
年
）
一
〇
五
―
一
二
頁
を
参

照
。

（
160
）　

高
木
壽
一
「
阿
部
秀
助
先
生
の
学
究
的
生
涯
」『
三
田
学
会
雑

誌
』
第
一
九
巻
第
二
号
（
一
九
二
五
年
）
一
五
四
―
六
四
頁
、
お

よ
び
慶
應
義
塾
大
学
弁
論
部
『
阿
部
先
生
の
追
憶
』（
慶
應
義
塾

辨
論
部
、
一
九
三
四
年
）、
リ
ー
ス
の
娘
で
阿
部
の
義
妹
に
あ
た
る

吉
見
周
子
の
証
言
を
基
に
し
た
金
井
円
／
吉
見
周
子
編
著
『
わ
が

父
は
お
雇
い
外
国
人
』（
合
同
出
版
、
一
九
七
八
年
）
を
参
照
。

（
161
）　
「
三
田
の
史
学
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」『
史
学
』
第
六
〇
巻
二
・
三

号
（
一
九
九
一
年
）
一
七
三
―
七
四
頁
を
参
照
。

（
162
）　

廣
瀬
哲
士
「
慶
大
回
顧
」『
文
藝
春
秋
』
昭
和
一
〇
年
七
月
号

七
―
九
頁
を
参
照
。

（
163
）　
『
一
五
〇
年
史
資
料
集
』「
基
礎
資
料
編
」
に
よ
る
と
、
気
賀
は

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
か
ら
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
ま

で
「
大
学
部
予
科
教
務
主
任
」
を
務
め
て
い
る
。

（
164
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
下
）』
二
八
七
―
三
四
九
頁
を
参

照
。

（
165
）　

佐
藤
秀
夫
「
大
学
令
」『
日
本
国
史
大
辞
典
』（https://

japanknow
ledge-com

.kras.lib.keio.ac.jp/lib/display/?lid=

　

30010zz289730　

二
〇
二
二
年
五
月
五
日
閲
覧
）。

（
166
）　

岩
田
弘
三
『
近
代
日
本
の
大
学
教
授
職
』
二
一
二
―
一
三
頁
、

お
よ
び
天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
上
）』
三
八
五
―
四
一
四
頁
を

参
照
。

（
167
）　

岩
田
弘
三
『
近
代
日
本
の
大
学
教
授
職
』
二
一
四
―
一
五
頁
を

参
照
。

（
168
）　

江
津
和
也
、
前
掲
論
文
五
七
頁
を
参
照
。
だ
が
一
方
で
「
専
門

部
／
高
等
部
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
も
生
ま
れ
、
移
行
の
経
緯
は
実

際
に
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
小
川
原
正
道
「
専

門
部
・
高
等
部
」『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
八
五
―
八
六
頁
を
参
照
。

（
169
）　

当
時
の
歴
史
学
界
の
状
況
や
、
リ
ー
ス
の
生
涯
な
ど
に
つ
い
て

は
、
金
井
圓
『
お
雇
い
外
国
人
一
七
』「
人
文
科
学
」（
鹿
島
出
版

会
、
一
九
七
六
年
）
一
〇
五
―
一
九
七
頁
が
ま
と
ま
っ
て
い
て
参

考
に
な
る
。

（
170
）　

辻
善
之
助
先
生
生
誕
百
年
記
念
會
『
辻
善
之
助
博
士
自
歷
年
譜

稿
』（
辻
善
之
助
先
生
生
誕
百
年
記
念
會
、
一
九
七
七
年
）
一
〇
九

―
一
〇
頁
を
参
照
。

（
171
）　

こ
の
講
義
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
幸
田
成
友
も
自
伝
の
『
凡
人



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

一
〇
一　
（
一
〇
一

の
半
生
』（
共
立
書
房
、
一
九
四
八
年
）
一
五
五
―
一
五
九
頁
に
記

し
て
い
る
。

（
172
）　

三
上
参
次
『
明
治
時
代
の
歴
史
学
界　

三
上
参
次
懐
旧
談
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
三
六
頁
を
参
照
。

（
173
）　

金
井
圓
『
お
雇
い
外
国
人
』
一
四
八
―
四
九
頁
を
参
照
。

（
174
）　
「「
歴
史
を
記
述
す
る
」
と
い
う
こ
と　

史
学
会
一
二
五
年
の
歩

み
と
発
展
」（https://w

w
w

.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/features/

　

f_00061.htm
l　

二
〇
二
二
年
五
月
二
日
閲
覧
）
を
参
照
。
そ
の

成
果
は
『
史
學
會
雜
誌
』
第
一
編
一
三
号
（
一
八
八
九
年
）
四
七

―
五
六
頁
に
「
雑
録
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
175
）　Ludw

ig Riess, A
 Short Survey of U

niversal H
istory: 

Being N
otes of a Course of Lectures D

elivered in the Lit
erature College of the Im

perial U
niversity of T

okyo, vol. 
2, T

okyo, Fusam
bō, 1899.

（
176
）　Ludw

ig Riess, N
otes of a Course of Lectures on E

n
glish Constitutional H

istory, Rev. ed., T
okyo, ［s.n.

］, 1898.

（
177
）　Ludw

ig Riess, A
 Short Survey of U

niversal H
istory, p. 

237.

（
178
）　Idem

, p. 301.

（
179
）　Idem

, p. 319.

（
180
）　

リ
ー
ス
の
日
本
に
対
す
る
関
心
や
人
柄
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
リ
ー
ス
『
ド
イ
ツ
歴
史
学
者
の
天
皇
国
家
観
』（
講
談

社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）、
お
よ
び
金
井
円
／
吉
見
周
子
編
著

『
わ
が
父
は
お
雇
い
外
国
人
』（
合
同
出
版
、
一
九
七
八
年
）
を
参

照
。

（
181
）　Ludw

ig Riess, A
 Short Survey of U

niversal H
istory, 

pp. 445-541.

（
182
）　
「
先
學
を
語
る
―
辻
善
之
助
博
士
―
」
東
方
学
会
編
『
東
方
学

回
想
Ⅱ
―
先
学
を
語
る
（
２
）―
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）

八
三
お
よ
び
九
二
頁
、『
辻
善
之
助
博
士
自
歷
年
譜
稿
』
一
〇
五
―

一
〇
六
頁
を
参
照
。

（
183
）　
『
辻
善
之
助
博
士
自
歷
年
譜
稿
』
一
五
四
―
五
七
頁
を
参
照
。

（
184
）　
「
先
學
を
語
る
―
白
鳥
庫
吉
博
士
―
」
東
方
学
会
編
『
東
方
学

回
想
Ⅰ
―
先
学
を
語
る
（
１
）―
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）

三
八
頁
を
参
照
。

（
185
）　

金
井
圓
『
お
雇
い
外
国
人
』
一
五
二
頁
を
参
照
。

（
186
）　

川
合
貞
一
「
史
学
者
田
中
君
」『
三
田
評
論
』
五
〇
九
号
（
一

九
四
〇
年
）
二
〇
頁
を
参
照
。

（
187
）　

西
脇
順
三
郎
「
美
し
か
っ
た
塾
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
奥
野
信
太
郎

編
『
三
田
に
ひ
ら
め
く
三
色
旗
』（
鱒
書
房
、
一
九
五
五
年
）
一
六

―
一
八
頁
参
照
。

（
188
）　

幸
田
成
友
「
田
中
萃
一
郎
博
士
」『
三
田
評
論
』
五
〇
九
号

（
一
九
四
〇
年
）
二
四
―
二
六
頁
を
参
照
。

（
189
）　

戸
村
に
よ
る
と
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
お
け
る
慶
應

義
塾
の
総
支
出
に
占
め
る
教
育
研
究
経
費
（
教
授
用
機
械
費
・
図

書
費
・
学
会
補
助
奨
学
金
・
海
外
等
留
学
費
な
ど
）
の
割
合
は
四
・

二
％
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
早
稲
田
大
学
の
九
・
三
％
に
大
き

く
劣
っ
て
い
る
。
戸
村
理
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
』
九

七
―
一
〇
六
頁
を
参
照
。

（
190
）　

田
中
の
生
涯
と
人
柄
に
つ
い
て
は
、
田
中
の
直
弟
子
で
直
接
よ

く
知
っ
て
い
た
松
本
信
廣
の
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先

生
」『
史
学
』
第
四
五
巻
四
号
（
一
九
七
三
年
）
四
九
―
六
一
頁
が



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
〇
二　
（
一
〇
二

不
可
欠
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
五
五
頁
を
参
照
。

（
191
）　

以
下
の
出
講
記
録
は
『
一
五
〇
年
史
資
料
集
』「
基
礎
資
料

編
」
に
よ
り
、
そ
う
で
な
い
場
合
を
除
い
て
、
こ
れ
以
降
煩
瑣
を

避
け
る
た
め
に
註
は
付
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
192
）　

太
田
雅
夫
編
著
・
監
訳
、
梅
森
直
之
・
中
川
志
世
美
訳
『
家
永

豊
吉
と
明
治
憲
政
史
論
』（
新
泉
社
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
193
）　
『
万
国
史
綱　

上
下
』（
三
省
堂
、
一
八
九
二
年
）
を
参
照
。

（
194
）　
『
史
學
會
雜
誌
』
第
一
編
一
三
号
（
一
八
八
九
年
）
に
付
せ
ら

れ
た
「
史
學
會
職
員
會
員
姓
名
録
」
に
は
元
良
勇
次
郎
の
氏
名
が

見
ら
れ
る
（
家
永
は
な
お
在
米
）。
歴
史
家
と
し
て
の
関
心
が
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
195
）　

田
中
萃
一
郎
「
慶
應
義
塾
と
史
學
の
研
究
法
」
八
頁
。

（
196
）　

以
下
の
略
歴
は
、
川
合
貞
一
「
略
歴
」
三
田
史
学
会
編
『
田
中

萃
一
郎
史
學
論
文
集
』（
三
田
史
学
会
、
一
九
三
二
年
）
一
―
四
頁

に
よ
る
。

（
197
）　

田
中
萃
一
郎
『
近
古
伊
豆
人
物
志
』（
村
上
留
次
郎
、
一
八
九

八
年
）「
序
」
を
参
照
。

（
198
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
〇
―
五

一
頁
を
参
照
。

（
199
）　

高
橋
誠
一
郎
「
田
中
萃
一
郎
先
生
追
懐
―
エ
ピ
メ
ー
テ
ウ
ス

（
一
〇
七
）―
」『
三
田
評
論
』
第
七
二
一
号
（
一
九
七
一
年
）
四
九

―
五
〇
頁
を
参
照
。

（
200
）　

三
田
史
學
会
編
『
田
中
萃
一
郎
史
學
論
文
集
』
の
「
著
作
目

録
」
を
参
照
。

（
201
）　

田
中
萃
一
郎
『
東
邦
近
世
史
（
上
）』
三
頁
を
参
照
。

（
202
）　

田
中
萃
一
郎
「
歷
史
新
敎
授
法
の
一
例
」『
慶
應
義
塾
學
報
』

第
二
〇
号
（
一
八
九
九
年
）
五
〇
―
五
五
頁
を
参
照
。

（
203
）　

鈴
木
錠
之
助
「
田
中
先
生
の
追
憶
」『
三
田
評
論
』
第
三
一
五

号
（
一
九
二
四
年
）
二
三
―
二
四
頁
を
参
照
。

（
204
）　

間
崎
万
里
「
初
期
の
史
学
科
（
史
学
科
創
立
五
十
周
年
記

念
）」『
三
田
評
論
』
第
六
〇
〇
号
（
一
九
六
一
年
）
二
八
頁
を
参

照
。

（
205
）　

小
泉
信
三
「
田
中
萃
一
郎
先
生
博
士
」『
三
田
評
論
』
第
五
〇

九
号
（
一
九
四
〇
年
）
一
七
―
一
八
頁
を
参
照
。

（
206
）　

間
崎
万
里
「
田
中
萃
一
郎
先
生
を
憶
ふ
」『
三
田
評
論
』
第
三

一
五
号
（
一
九
二
三
年
）
二
一
頁
を
参
照
。

（
207
）　

田
中
萃
一
郎
「И

стория политических учений 

政
治
学
史 

Чичерин

著 

モ
ス
ク
ワ
発
行
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
一
巻
（
一

九
〇
九
年
）
四
〇
六
―
四
〇
八
頁
を
参
照
。

（
208
）　

田
中
萃
一
郎
「
歐
文
史
籍
便
覧
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
四
巻

（
一
九
一
〇
年
）
二
〇
五
―
一
〇
頁
を
参
照
。

（
209
）　

田
中
萃
一
郎
「
近
世
史
研
究
案
内
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
四

巻
（
一
九
一
〇
年
）
五
九
三
―
六
〇
三
頁
を
参
照
。

（
210
）　

佐
藤
正
幸
「
歴
史
学
家
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
」『
近
代
日
本

研
究
（
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
）』
第
七
号
（
一
九
九
〇

年
）
六
三
―
八
八
頁
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

（
211
）　

川
合
貞
一
「
史
学
者
田
中
君
」『
三
田
評
論
』
第
五
〇
九
号

（
一
九
四
〇
年
）
二
一
頁
を
参
照
。

（
212
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
一
頁
を

参
照
。

（
213
）　

田
中
萃
一
郎
『
東
邦
近
世
史
（
上
）』（
東
邦
協
会
、
一
九
〇
〇

年
）
二
―
三
頁
を
参
照
。



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

一
〇
三　
（
一
〇
三

（
214
）　

井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
自
明
治
三
三
年
至
明
治
三
九
年

―
』（
東
京
大
学
史
料
室
、
二
〇
一
二
年
）
三
頁
を
参
照
。

（
215
）　

同
書
四
頁
を
参
照
。

（
216
）　

同
書
九
頁
を
参
照
。

（
217
）　

同
書
四
四
頁
を
参
照
。

（
218
）　
『
巽
軒
日
記
』
に
は
他
に
慶
應
義
塾
に
関
す
る
記
述
と
し
て

「
明
治
三
五
年
二
月
二
二
日
「
慶
應
義
塾
レ
ク
チ
ュ
ー
ア
倶
楽
部
に

於
て
「
人
格
の
価
値
及
び
自
我
の
発
展
」
を
演
述
す
、
了
は
り
て

宮
森
麻
太
郎
と
会
見
す
」」（
三
一
頁
）
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
『
慶
應
義
塾
史
』
の
記
述
で
確
認
で
き
る
。
簡
単
で
は
あ
る
が
、

面
会
な
ど
、
日
常
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
異
な
る
事
柄
に
つ
い
て

几
帳
面
に
記
録
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。

（
219
）　

た
と
え
ば
島
田
英
明
他
「
第
五
回
「
思
想
史
の
対
話
」
研
究
会　

井
上
哲
次
郎
と
そ
の
時
代
」『
日
本
思
想
史
学
』
五
二
号
（
二
〇
二

〇
年
）
三
九
―
五
五
頁
を
参
照
。

（
220
）　

明
治
か
ら
昭
和
時
代
初
期
に
か
け
て
の
語
学
者
、
評
論
家
（
一

八
五
六
―
一
九
三
五
）。
キ
リ
ス
ト
教
に
近
い
『
国
民
之
友
』（
同

二
十
年
刊
）
で
は
多
彩
な
書
評
を
寄
稿
し
、「
教
育
と
宗
教
の
衝

突
」
事
件
の
際
は
「
偽
哲
学
者
の
大
僻
論
」
ほ
か
で
井
上
哲
次
郎

に
詰
め
寄
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
大
内
三
郎
「
高
橋
五
郎
」『
国

史
大
辞
典
』（https://japanknow

ledge-com
.kras.lib.keio.ac.jp/

　

lib/display/?lid=30010zz299890　

二
〇
二
二
年
五
月
四
日
閲

覧
）
を
参
照
。

（
221
）　

山
路
愛
山
「
明
治
文
学
史
」、
大
久
保
利
謙
編
『
山
路
愛
山

集
』（「
明
治
文
學
全
集
三
五
」）（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
）
一

九
七
頁
。

（
222
）　

水
野
博
太
「「
高
嶺
三
吉
遺
稿
」
中
の
井
上
哲
次
郎
「
東
洋
哲

学
史
」
講
義
」『
東
京
大
学
文
書
館
紀
要
』
三
六
号
（
二
〇
一
八

年
）
二
〇
―
四
九
頁
、
お
よ
び
三
浦
節
夫
「｢

井
上
哲
次
郎
口
述

東
洋
哲
学
史｣

の
翻
刻　

井
上
円
了
の
東
京
大
学
文
学
部
二
年
生

の
聴
講
ノ
ー
ト
」『
井
上
円
了
セ
ン
タ
一
年
報
』
二
七
（
二
〇
一
九

年
）
一
二
七
―
六
八
頁
を
参
照
。

（
223
）　

田
中
萃
一
郎
『
東
邦
近
世
史
（
上
）』
二
―
三
頁
。

（
224
）　

中
見
立
夫
「「
元
朝
秘
史
」
渡
来
の
こ
ろ
―
日
本
に
お
け
る

「
東
洋
史
学
」
の
開
始
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
洋
学
、
清
朝
「
辺
疆
史
地

学
」
と
の
交
差
―
」『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
（
関
西
大
学
）』

第
四
巻
（
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
―
一
一
頁
を
参
照
。

（
225
）　

中
見
立
夫
「「
元
朝
秘
史
」
渡
来
の
こ
ろ
」
三
―
二
六
頁
を
参

照
。

（
226
）　

田
中
の
号
「
金
嶺
」
は
故
郷
の
日
金
山
に
因
ん
で
い
る
と
い
う
。

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
四
九
頁
を
参

照
。

（
227
）　

那
珂
通
世
と
田
中
萃
一
郎
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
志
水
正

司
ら
が
指
摘
し
て
い
る
。
森
岡
敬
一
郎
「
西
洋
史
の
先
学
た
ち

（
二
）」『
史
学
』
第
六
〇
巻
二
・
三
号
（
一
九
九
一
年
）
五
一
―
五

二
頁
を
参
照
。

（
228
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
二
頁
を

参
照
。

（
229
）　
『
中
等
東
洋
史　

上
巻
』（
大
日
本
図
書
、
明
治
三
一
年
）
一
頁
。

（
230
）　
『
東
邦
近
世
史
』（
丸
善
、
一
九
〇
四
年
）
の
扉
裏
を
参
照
。

（
231
）　

河
村
一
夫
「
東
邦
協
会
報
告
」『
国
史
大
辞
典
』（https://

japanknow
ledge-com

.kras.lib.keio.ac.jp/lib/display/?lid=



史
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第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
〇
四　
（
一
〇
四

　
30010zz343130　

二
〇
二
二
年
五
月
九
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
232
）　

少
な
く
と
も
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
の
『
東
邦
協
會
報

告
』
に
付
さ
れ
た
「
東
邦
協
會
會
員
姓
名
」
四
頁
に
田
中
萃
一
郎

の
名
が
あ
る
。

（
233
）　
『
東
邦
近
世
史
（
上
）』
三
頁
を
参
照
。

（
234
）　
『
東
邦
協
会
会
報
』
九
四
号
（
一
九
〇
二
年
一
二
月
）。
頁
数
は

振
ら
れ
て
い
な
い
。

（
235
）　
『
東
邦
小
鑑
』（
東
邦
協
会
、
一
九
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
236
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
〇
―
五

一
頁
を
参
照
。

（
237
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
一
頁
を

参
照
。

（
238
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
三
―
五

五
頁
を
参
照
。

（
239
）　

三
辺
金
蔵
「
明
治
時
代
の
塾
生
々
活
」、
奥
野
信
太
郎
編
『
三

田
に
ひ
ら
め
く
三
色
旗
』
一
三
―
一
四
頁
を
参
照
。

（
240
）　

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
『
東
京
大
学
百
年
史
部
局
史

一
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
）
四
〇
―
四
二
頁
を
参
照
。

（
241
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
六
一
頁
を

参
照
。

（
242
）　

堀
江
湛
［
述
］『
福
沢
先
生
と
政
治
学
科
開
設
九
十
年
』（
慶
應

義
塾
大
学
、
一
九
八
八
年
）
一
八
―
二
〇
頁
を
参
照
。

（
243
）　

川
合
貞
一
「
史
学
者
田
中
君
」
二
一
―
二
二
頁
を
参
照
。

（
244
）　

堀
切
善
兵
衛
「
政
治
に
精
通
せ
る
田
中
先
生
」『
三
田
評
論
』

第
五
〇
九
号
（
一
九
四
〇
年
）
二
六
―
二
七
頁
を
参
照
。

（
245
）　

今
宮
新
「
田
中
萃
一
郎
先
生
（
慶
應
義
塾
出
身
人
物
列
伝　

そ

の
三
）」『
三
田
評
論
』
第
六
一
八
号
（
一
九
六
三
年
）
七
五
頁
を

参
照
。

（
246
）　

間
崎
万
里
「
田
中
萃
一
郎
先
生
を
憶
ふ
」
二
二
頁
を
参
照
。

（
247
）　

小
泉
信
三
「
田
中
萃
一
郎
先
生
博
士
」
一
八
頁
を
参
照
。

（
248
）　

林
陸
毅
「
序
文
」
三
田
史
学
会
編
『
田
中
萃
一
郎
史
學
論
文

集
』（
三
田
史
学
会
、
昭
和
七
年
）
二
頁
参
照
。

（
249
）　

松
本
芳
夫
「
田
中
先
生
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
」『
三
田
評

論
』
第
三
一
五
号
（
一
九
二
三
年
）
二
四
―
二
六
頁
を
参
照
。

（
250
）　

松
本
信
廣
「
田
中
博
士
を
悼
む
」『
三
田
評
論
』
第
三
一
五
号

（
一
九
二
三
年
）
二
八
頁
を
参
照
。

（
251
）　
「
著
作
目
録
」
三
田
史
学
会
編
『
田
中
萃
一
郎
史
學
論
文
集
』

（
三
田
史
学
会
、
昭
和
七
年
）
一
―
二
八
頁
を
参
照
。

（
252
）　
『
實
業
』
第
一
巻
一
号
（
一
九
二
二
年
）
の
「
奥
付
」
は
、「
發

行
兼
編
輯
兼
印
刷
人
」
と
し
て
「
春
名
高
義
」
を
挙
げ
て
い
る
。

春
名
（
一
八
九
七
生
）
は
慶
應
義
塾
理
財
科
を
卒
業
し
、
北
陸
自

由
新
聞
、
三
井
銀
行
、
千
代
田
生
命
な
ど
に
勤
め
た
人
物
（「
日
本

研
究
の
た
め
の
歴
史
情
報
『
人
事
興
信
録
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、

https://jahis.law
.nagoya-u.ac.jp/w

ho/docs/w
ho4-1258　

二

〇
二
二
年
六
月
三
日
閲
覧
）
で
、『
實
業
』
創
刊
号
の
執
筆
者
に
は

鎌
田
栄
吉
、
林
毅
陸
な
ど
慶
應
系
の
執
筆
者
が
並
ん
で
い
る
。

（
253
）　

小
泉
信
三
「
田
中
萃
一
郎
先
生
博
士
」
一
八
頁
を
参
照
。

（
254
）　

田
中
萃
一
郎
「
台
湾
人
同
化
論
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
一
〇

巻
七
号
（
一
九
一
六
年
）
一
―
一
七
頁
を
参
照
。

（
255
）　

松
本
芳
夫
「
田
中
先
生
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
」
二
四
―
二
六

頁
を
参
照
。

（
256
）　

田
中
萃
一
郎
「
慶
應
義
塾
と
史
學
の
研
究
法
」
八
頁
を
参
照
。



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

一
〇
五　
（
一
〇
五

（
257
）　

小
泉
信
三
「
田
中
萃
一
郎
先
生
博
士
」
一
七
頁
を
参
照
。

（
258
）　

今
宮
新
「
田
中
萃
一
郎
先
生
」
七
〇
頁
を
参
照
。

（
259
）　

間
崎
万
里
「
田
中
萃
一
郎
先
生
を
憶
ふ
」
二
一
頁
を
参
照
。

（
260
）　

松
本
信
廣
「
田
中
博
士
を
悼
む
」
二
八
頁
を
参
照
。

（
261
）　

間
崎
万
里
「
田
中
萃
一
郎
先
生
を
憶
ふ
」
二
一
頁
を
参
照
。

（
262
）　

鈴
木
錠
一
郎
「
田
中
先
生
の
追
憶
」
二
四
頁
を
参
照
。

（
263
）　

佐
藤
正
幸
「
歴
史
学
家
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
」
八
一
頁
を
参

照
。
こ
れ
は
間
崎
の
述
べ
て
い
る
も
の
と
同
じ
著
作
だ
ろ
う
。

（
264
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
八
頁
を

参
照
。

（
265
）　

田
中
萃
一
郎
「
歷
史
新
敎
授
法
の
一
例
」
五
〇
―
五
五
頁
を
参

照
。

（
266
）　

松
本
芳
夫
「
雑
誌
『
史
学
』
の
う
ま
れ
る
ま
で
」
一
〇
七
頁
を

参
照
。

（
267
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
八
頁
、

お
よ
び
河
北
展
生
「
草
創
期
の
三
田
史
学
（
二
）―
国
史
学
を
中
心

に
―
」『
史
学
』
第
六
〇
巻
二
・
三
号
（
一
九
九
一
年
）
二
四
頁
を

参
照
。

（
268
）　

飯
田
正
純
「
恩
師
故
田
中
萃
一
郎
先
生
を
偲
ぶ
」『
三
田
評

論
』
第
三
一
五
号
（
一
九
二
三
年
）
三
〇
頁
を
参
照
。

（
269
）　

松
本
芳
夫
「
史
学
科
今
昔
談
」
奥
野
信
太
郎
編
『
三
田
に
ひ
ら

め
く
三
色
旗
』
二
〇
―
二
一
頁
を
参
照
。
な
お
「
必
修
」
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
間
崎
万
里
の
思
い
出
も
参
照
さ
れ

た
い
。

（
270
）　

河
北
展
生
「
草
創
期
の
三
田
史
学
（
二
）―
国
史
学
を
中
心
に

―
」
二
二
頁
を
参
照
。

（
271
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
六
〇
一
頁
を
参
照
。

（
272
）　

服
部
一
馬
「
福
田
徳
三
」『
国
史
大
辞
典
』（https://

japanknow
ledge-com

.kras.lib.keio.ac.jp/lib/display/?lid=

　

30010zz413160　

二
〇
二
二
年
五
月
九
日
閲
覧
）
を
参
照
。
そ
の

影
響
は
、
福
田
徳
三
先
生
記
念
会
編
『
福
田
徳
三
先
生
の
追
憶
』

（
福
田
徳
三
先
生
記
念
会
、
一
九
六
〇
年
）
に
見
て
と
れ
る
。

（
273
）　

鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』
二
一
一
―
三
五
頁
を
を

参
照
。

（
274
）　

山
路
愛
山
「
明
治
文
學
史
」、
大
久
保
利
謙
編
『
山
路
愛
山

集
』
一
九
二
頁
を
参
照
。

（
275
）　

間
崎
万
里
「
初
期
の
史
学
科
」
二
九
頁
を
参
照
。

（
276
）　

小
沢
愛
圀
「
明
治
末
年
の
塾
文
科
の
発
展
」『
三
田
評
論
』
第

五
七
五
号
（
一
九
五
八
年
）
三
〇
―
三
三
頁
を
参
照
。

（
277
）　
「
三
田
學
會
記
事
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
四
巻
五
号
（
一
九
一

〇
年
）
六
〇
七
頁
を
参
照
。

（
278
）　

服
部
之
總
「
史
家
と
し
て
の
愛
山
」、
大
久
保
利
謙
編
『
山
路

愛
山
集
』
四
二
六
―
二
八
頁
を
参
照
。

（
279
）　

山
路
愛
山
「
現
代
金
權
史
」、
大
久
保
利
謙
編
『
山
路
愛
山

集
』
三
―
八
六
頁
を
参
照
。
だ
が
、
も
っ
と
早
い
時
期
の
著
作
に

お
い
て
は
批
判
的
な
調
子
も
見
ら
れ
る
。「
明
治
文
學
史
」、
大
久

保
利
謙
編
『
山
路
愛
山
集
』
一
九
七
―
二
〇
〇
頁
を
参
照
。

（
280
）　

幸
田
の
弟
子
で
あ
る
増
田
四
郎
「
幸
田
成
友
博
士
の
歴
史
学
」

『
三
田
評
論
』
第
七
一
〇
号
（
一
九
七
一
年
）
五
〇
―
五
二
頁
、
吉

田
小
五
郎
「
幸
田
先
生
の
こ
と
ど
も
」
同
五
三
―
五
五
頁
、
太
田

臨
一
郎
「
幸
田
成
友
著
作
集
の
編
集
」
同
五
五
―
五
七
頁
を
参
照
。

（
281
）　

林
基
「
三
田
の
国
史
学
と
幸
田
成
友
」『
史
学
』
第
六
〇
巻



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
〇
六　
（
一
〇
六

二
・
三
号
（
一
九
九
一
年
）
二
七
―
三
三
頁
を
参
照
。

（
282
）　
「
史
学
科
旅
行
」
に
は
伊
木
の
影
響
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

が
、「
史
学
科
旅
行
」
に
は
史
料
編
纂
所
の
「
史
料
採
訪
」
旅
行
と

似
た
面
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
と
え
ば
『
辻
善
之
助
博
士
自

歷
年
譜
稿
』
一
二
五
―
三
一
頁
を
参
照
。

（
283
）　

清
水
潤
三
、
高
橋
正
彦
、
河
北
展
生
「
伊
木
寿
一
先
生
の
訃
」

『
史
学
』
第
四
三
巻
第
四
号
（
一
九
七
一
年
）
六
四
九
―
五
四
頁
を

参
照
。

（
284
）　

川
合
貞
一
「
史
学
者
田
中
君
」
二
一
―
二
二
頁
を
参
照
。

（
285
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
九
―
六

〇
頁
を
参
照
。

（
286
）　
「
向
軍
治
」
三
田
商
業
研
究
会
編
纂
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列

傳
』（
實
業
之
世
界
社
、
一
九
〇
九
年
）
四
七
三
―
七
四
頁
を
参
照
。

（
287
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
九
―
六

〇
頁
を
参
照
。

（
288
）　

鎌
田
栄
吉
が
亡
く
な
っ
た
の
は
一
九
三
四
年
で
、
一
九
二
二
年

（
大
正
一
一
年
）
に
は
加
藤
友
三
郎
内
閣
の
文
部
大
臣
と
な
る
た
め

に
塾
長
を
辞
任
し
て
い
る
の
で
、「
辞
め
ら
れ
た
」
の
誤
記
と
考
え

ら
れ
る
。

（
289
）　

名
取
和
作
「
直
情
径
行
の
人
」『
三
田
評
論
』
第
五
〇
九
号

（
一
九
四
〇
年
）
二
三
頁
を
参
照
。

（
290
）　

詳
し
く
は
、
戸
村
理
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
』
一
一

九
―
四
八
頁
を
参
照
。

（
291
）　

同
書
五
一
―
五
二
頁
を
参
照
。

（
292
）　

同
書
一
三
〇
―
三
二
頁
を
参
照
。

（
293
）　

同
書
六
三
―
六
八
頁
を
参
照
。

（
294
）　

松
本
信
廣
「
史
学
者
と
し
て
の
田
中
萃
一
郎
先
生
」
五
九
頁
を

参
照
。
安
倍
は
「（
妻
の
叔
父
で
あ
る
）
芦
野
（
敬
三
郎
）
叔
父
の

紹
介
で
、
慶
応
義
塾
大
学
の
幹
事
石
田
新
太
郎
に
逢
ひ
、
更
に
予

科
主
任
の
田
中
萃
一
郎
氏
に
逢
つ
て
、
慶
応
義
塾
予
科
の
ド
イ
ツ

語
を
担
当
す
る
こ
と
に
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
）」
と
述
べ
て

い
る
。
安
倍
能
成
『
我
が
生
ひ
立
ち
―
自
叙
伝
』（
岩
波
書
店
、
一

九
六
六
年
）
四
七
一
頁
を
参
照
。
芦
野
敬
三
郎
（
一
八
六
六
―
一

九
四
一
）
は
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
を

卒
業
し
、
長
く
海
軍
大
学
教
授
を
務
め
た
人
物
と
い
う
（https://

ja.w
ikipedia.org/w

iki/%
E8%

98%
86%

E9%
87%

8E%
E6%

95
%

A
C%

E4%
B8%

89%
E9%

83%
8E　

二
〇
二
二
年
五
月
二
二
日

閲
覧
）。

（
295
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」『
三
田
評
論
』
第
六
七
二
号
（
一
九
六
八

年
）
四
四
頁
を
参
照
。

（
296
）　

た
と
え
ば
民
族
学
に
関
す
る
講
師
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
正
崇

「
慶
應
義
塾
に
お
け
る
文
化
人
類
学
の
研
究
と
教
育
」『
三
田
社
会

学
（
慶
應
義
塾
大
学
）』
第
一
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
五
八
―
七
〇

頁
を
参
照
。

（
297
）　

川
上
多
助
に
は
短
い
回
顧
（「
一
学
究
の
思
出
」『
思
想
』
第
三

七
二
号
（
一
九
五
五
年
）
七
二
九
―
三
七
頁
）
が
あ
る
が
、
そ
こ

に
慶
應
義
塾
へ
の
言
及
は
な
い
。

（
298
）　

鈴
木
俊
「
松
本
・
鳥
山
両
先
生
の
古
希
の
賀
を
迎
え
て
」『
中

央
大
學
文
學
部
紀
要　

史
学
科
』
第
三
号
（
一
九
五
七
年
）
一
七

三
―
七
八
頁
を
参
照
。

（
299
）　

松
本
信
廣
「
故
橋
本
増
吉
教
授
の
追
憶
」『
史
学
』
第
二
九
巻

（
一
九
五
七
年
）
四
六
六
―
七
〇
頁
、
お
よ
び
竹
田
龍
兒
「
橋
本
増



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

一
〇
七　
（
一
〇
七

吉
教
授
略
年
譜
」『
史
学
』
を
参
照
。
第
二
九
巻
（
一
九
五
七
年
）

四
七
一
―
七
四
頁
を
参
照
。

（
300
）　

榎
一
雄
「
加
藤
繁
先
生
小
傳
」、
加
藤
繁
著
・
榎
一
雄
編
著

『
中
國
經
濟
史
の
開
拓
』（
櫻
菊
書
院
、
一
九
四
八
年
）
一
八
〇
―

一
八
五
頁
。

（
301
）　
「
先
學
を
語
る
―
加
藤
繁
博
士
―
」
東
方
学
会
編
『
東
方
学
回

想
Ⅳ
―
先
学
を
語
る
（
３
）―
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
一

八
頁
を
参
照
。

（
302
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」
四
五
頁
を
参
照
。

（
303
）　

岩
田
弘
三
『
近
代
日
本
の
大
学
教
授
職
』
二
二
三
―
二
六
頁
を

参
照
。

（
304
）　

坂
井
達
郎
「
二
人
の
福
澤
門
下
生
と
彼
等
が
創
っ
た
学
校
―
奥

愛
次
郎
・
宮
澤
順
定
と
広
島
県
日
彰
館
―
」『
近
代
日
本
研
究
（
慶

應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
四
号
（
一
九
八
七
年
）
一
二
九

―
三
一
頁
に
言
及
が
あ
る
。

（
305
）　

松
本
芳
夫
「
雑
誌
『
史
学
』
の
う
ま
れ
る
ま
で
」
一
〇
七
頁
を

参
照
。

（
306
）　

西
澤
直
子
「
間
崎
万
里
」『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
七
五
〇
―
五

一
頁
を
参
照
。

（
307
）　

志
水
正
司
「
松
本
芳
夫
」『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
七
五
五
頁
を

参
照
。

（
308
）　

近
森
正
「
松
本
信
広
」『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
七
五
四
頁
を
参

照
。

（
309
）　

村
山
光
一
「
今
宮
新
」『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
六
一
七
―
一
八

頁
を
参
照
。

（
310
）　

間
崎
万
里
「
初
期
の
史
学
科
」
三
一
頁
を
参
照
。

（
311
）　

松
本
信
廣
「
間
崎
万
里
教
授
を
悼
む
」
二
四
三
―
四
六
頁
を
参

照
。

（
312
）　e-Stat

「
人
口
推
計
／
長
期
時
系
列
デ
ー
タ
我
が
国
の
推
計

人
口
（
大
正
九
年
～
平
成
一
二
年
）」（https://w

w
w

.e-stat.go.jp/

　

stat-search/files?page=1&
layout=datalist&

toukei=002005

　

24&
tstat=000000090001&

cycle=0&
tclass1=000000090004

　

&
tclass2=000000090005&

stat_infid=000000090261&
tclass

　

3val=0　

二
〇
二
二
年
五
月
一
六
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
313
）　
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
の
「
卒
業
者
数
」
八
二
四
―
二
五
頁
に

依
拠
し
た
。

（
314
）　

間
崎
万
里
「
史
學
科
及
び
三
田
史
學
會
の
現
状
―
一
〇
月
一
三

日
故
田
中
萃
一
郎
氏
追
悼
會
席
上
に
於
け
る
挨
拶
―
」『
三
田
評

論
』
第
五
〇
九
号
（
一
九
四
〇
年
）
三
一
頁
を
参
照
。
そ
の
二
〇

年
後
の
一
九
六
〇
年
に
史
学
科
創
立
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
開

か
れ
た
が
、
翌
（
一
九
六
一
）
年
の
『
三
田
評
論
』
に
「
本
年
は

国
史
、
東
洋
史
、
西
洋
史
合
せ
て
三
専
攻
で
二
百
十
余
名
、
そ
の

中
二
年
の
西
洋
史
が
男
女
合
せ
て
六
十
三
名
、
か
く
多
数
は
い
っ

て
来
た
の
は
全
く
空
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
感
無
量
の
様
子
で

あ
る
。
間
崎
万
里
「
初
期
の
史
学
科
」
二
八
頁
を
参
照
。

（
315
）　
「
学
会
」『
精
選
版

日
本
国
語
大
辞
典
』（https://

japanknow
ledge-com

.kras.lib.keio.ac.jp/lib/display/?lid=20
　

0200db319bBn4O
V

T
5H

　

二
〇
二
二
年
五
月
一
五
日
閲
覧
）。

（
316
）　

ハ
ン
ス
・
ボ
ー
ツ
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
ヴ
ァ
ケ
『
学
問
の
共

和
国
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
317
）　

水
田
紀
久
「
木
村
蒹
葭
堂
」『
国
史
大
辞
典
』（https://

japanknow
ledge-com

.kras.lib.keio.ac.jp/lib/display/?lid=30



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
〇
八　
（
一
〇
八

　
010zz134860　

二
〇
二
二
年
五
月
一
五
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
318
）　Cf. Jam

es E. M
cClellan, Science R

eorganized: Scien
tific Societies in the E

ighteenth Century. N
ew

 Y
ork, Co-

lum
bia U

niversity Press, 1985, especially, pp. 1-40.

（
319
）　

大
矢
真
一
「
東
京
数
学
会
社
」『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ

ニ
カ
）』（https://kotobank.jp/w

ord/%
E6%

9D
%

B1%
E4%

BA
%

A
C%

E6%
95%

B0%
E5%

A
D

%
A

6%
E4%

BC%
9A

%
E7%

A
4%

　

BE-1188772　

二
〇
二
二
年
五
月
一
六
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
320
）　

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
『
東
京
大
学
百
年
史　

通
史

一
』（
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
、
一
九
八
四
年
）
一
〇
二
〇

―
二
二
頁
を
参
照
。

（
321
）　

清
水
藤
太
郎
『
日
本
薬
学
史
』（
南
山
堂
、
一
九
四
九
年
）
四

四
七
―
五
一
頁
を
参
照
。

（
322
）　
『
東
京
大
学
百
年
史　

通
史
一
』
一
〇
二
三
―
二
五
頁
を
参
照
。

（
323
）　

そ
れ
ぞ
れT

he Royal H
istorical Society

の
Ｈ
Ｐ
記
事

（https://royalhistsoc.org/about/history/　

二
〇
二
二
年
五
月

一
六
日
閲
覧
）、T

he A
m

erican H
istorical A

ssociation

の
Ｈ
Ｐ

記
事（https://w

w
w

.historians.org/about-aha-and-m
em

bership　

二
〇
二
二
年
五
月
一
六
日
閲
覧
）
に
よ
る
。

（
324
）　
「
史
學
會
規
則
摘
要
」『
史
學
會
雜
誌
』
第
一
編
一
三
号
（
一
八

八
九
年
）
七
四
頁
を
参
照
。

（
325
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
三
四
八
頁
を
参
照
。

（
326
）　

戸
村
理
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
』
一
五
一
―
八
四
頁

を
参
照
。

（
327
）　
『
慶
應
義
塾
學
報
』
第
一
号
（
一
八
九
八
年
）
を
参
照
。

（
328
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
五
二
四
―
三
一
頁
を
参
照
。

（
329
）　

同
書
二
四
五
―
四
七
頁
を
参
照
。

（
330
）　

同
書
三
三
七
―
三
四
二
頁
を
参
照
。

（
331
）　

通
常
は
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
創
設
の
三
田
文
学
会
を
第

一
期
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
と
ら
ず
、
通
常
「
第
一
期　

三
田
文
学
会
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
「
第
三
期　

三
田
文
学
会
」

と
す
る
。

（
332
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
三
四
六
頁
を
参
照
。

（
333
）　

同
書
三
五
一
─
五
八
頁
を
参
照
。

（
334
）　

徳
富
猪
一
郎
「
文
學
論
」『
慶
應
義
塾
學
報
』
第
三
〇
号
（
一

九
〇
〇
年
）
四
―
一
三
頁
、
お
よ
び
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻

（
前
）』
三
五
二
頁
を
参
照
。

（
335
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
三
六
一
―
七
五
頁
を
参
照
。

（
336
）　

同
書
三
四
三
―
四
六
頁
を
参
照
。

（
337
）　

同
書
三
四
三
―
四
八
頁
を
参
照
。

（
338
）　

以
降
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
室
正
紀
「『
三
田
学
会

雑
誌
』
百
年
史
―
創
刊
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
至
る
ま
で
―
」『
三
田

学
会
雑
誌
』
第
一
〇
〇
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
四
一
―
一
六

八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
339
）　
『
三
田
評
論
』
第
四
九
号
（
一
九
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
340
）　
「
第
一
巻
第
一
号
奥
付
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
一
巻
一
号

（
一
九
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
341
）　
「
第
五
巻
第
一
号
奥
付
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
五
巻
一
号

（
一
九
一
一
年
）、
お
よ
び
『
慶
應
義
塾
百
年
史
中
巻
（
前
）』
六
二

四
頁
、
高
橋
誠
一
郎
「
田
中
萃
一
郎
先
生
追
懐
」
五
〇
頁
を
参
照
。

（
342
）　
「
現
計
報
告
第
一
囘
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
一
巻
二
号
（
一
九

〇
九
年
）
を
参
照
。



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

一
〇
九　
（
一
〇
九

（
343
）　
『
慶
應
義
塾
學
報
』
第
一
七
二
号
（
一
九
一
一
年
）
八
六
頁
を

参
照
。

（
344
）　
「
小
引
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
五
巻
四
号
（
一
九
一
一
年
）
を

参
照
。

（
345
）　
「
理
財
學
會
々
報
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
八
巻
二
号
（
一
九
一

四
年
）
二
五
二
―
五
三
頁
を
参
照
。

（
346
）　

東
京
商
科
大
学
と
の
「
競
争
」
も
影
響
し
た
よ
う
で
あ
る
。
天

野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
下
）』
七
一
―
八
一
頁
を
参
照
。

（
347
）　

東
京
大
学
経
済
学
部
・
経
済
研
究
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
沿
革
」

（http://w
w

w
.e.u-tokyo.ac.jp/kenkyuka/enkaku.htm

l　

二

〇
二
二
年
五
月
二
九
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
348
）　

小
室
正
紀
「『
三
田
学
会
雑
誌
』
百
年
史
」
一
五
九
―
六
四
頁

を
参
照
。

（
349
）　

小
沢
愛
圀
「
明
治
末
年
の
塾
文
科
の
発
展
」
三
一
頁
を
参
照
。

（
350
）　

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
下
）』
二
七
二
―
七
六
頁
を
参
照
。

（
351
）　

浅
沼
薫
奈
『
日
本
近
代
私
立
大
学
史
再
考
―
明
治
・
大
正
期
に

お
け
る
大
学
昇
格
準
備
過
程
に
関
す
る
研
究
―
』（
学
文
社
、
二
〇

一
九
年
）
五
一
―
五
五
頁
を
参
照
。

（
352
）　

小
沢
愛
圀
「
明
治
末
年
の
塾
文
科
の
発
展
」
三
一
頁
を
参
照
。

（
353
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
四
二
二
―
三
三
頁
を
参
照
。

（
354
）　

小
沢
愛
圀
「
明
治
末
年
の
塾
文
科
の
発
展
」
三
一
頁
を
参
照
。

（
355
）　

永
井
荷
風
『
濹
東
綺
譚
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
七
年
、
一
九

九
一
年
改
版
）
一
六
六
頁
を
参
照
。

（
356
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
五
六
三
―
六
七
頁
を
参
照
。

（
357
）　

松
村
友
視
「
鷗
外
・
敏
・
荷
風
―
荷
風
招
聘
を
め
ぐ
る
経
緯

―
」『
三
田
の
文
人
』（
丸
善
株
式
会
社
、
一
九
九
〇
年
）
四
四
―

五
八
頁
を
参
照
。

（
358
）　

長
谷
川
泉
「
没
理
想
論
争
」『
国
史
大
辞
典
』（https://

japanknow
ledge-com

.kras.lib.keio.ac.jp/lib/display/?lid=30

　

010zz439260　

二
〇
二
二
年
五
月
二
二
日
閲
覧
）
を
参
照
。

（
359
）　
「
帝
国
文
学
」『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』（https://

kotobank.jp/w
ord/%

E5%
B8%

9D
%

E5%
9B%

BD
%

E6%
96%

　

87%
E5%

A
D

%
A

6-100043　

二
〇
二
二
年
六
月
一
日
閲
覧
）
を

参
照
。

（
360
）　

小
沢
愛
圀
「
明
治
末
年
の
塾
文
科
の
発
展
」
三
一
頁
を
参
照
。

（
361
）　

武
藤
康
史
「「
三
田
文
学
」
の
歴
史　

第
四
回
」『
三
田
文
学
』

第
六
五
号
（
二
〇
〇
一
年
）
二
三
八
―
三
九
頁
を
参
照
。『
三
田
文

学
』
の
初
期
の
活
動
に
つ
い
て
は
、『
三
田
文
学
』
第
六
二
号
（
二

〇
〇
〇
年
）
か
ら
第
一
一
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
に
か
け
て
五
二

回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
武
藤
康
史
の
詳
細
な
「「
三
田
文
学
」

の
歴
史
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
362
）　

武
藤
康
史
「「
三
田
文
学
」
の
歴
史　

第
五
回
」『
三
田
文
学
』

第
六
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
二
六
四
―
六
五
頁
を
参
照
。

（
363
）　

秋
葉
太
郎
『
考
証　

永
井
荷
風
（
上
）』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二

〇
一
〇
年
）
三
四
―
八
二
頁
を
参
照
。

（
364
）　

戸
村
理
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
』
一
四
一
頁
を
参
照
。

一
九
一
二
年
の
時
点
で
、
荷
風
は
年
間
給
与
と
し
て
一
八
〇
〇
円

を
受
け
、
全
教
員
で
一
一
位
の
高
給
取
り
だ
っ
た
。

（
365
）　

水
上
滝
太
郎
「
永
井
荷
風
先
生
招
待
會
」『
貝
殻
追
放　

第

三
』（
東
光
閣
書
店
、
一
九
二
五
年
）
一
八
三
―
二
〇
四
頁
を
参
照
。

（
366
）　

久
保
田
万
太
郎
「
半
生
」『
駒
形
よ
り
』（
平
和
出
版
社
、
一
九

一
六
年
）
一
―
二
五
頁
を
参
照
。



史
　
　
　
学

　
第
九
一
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
一
〇　
（
一
一
〇

（
367
）　
「（
座
談
会
）
三
田
文
学
の
人
々
」『
三
田
評
論
』
第
六
三
一
号

（
一
九
六
四
年
）
三
四
―
四
九
頁
を
参
照
。

（
368
）　
「
三
田
學
會
記
事　

三
田
哲
學
會
講
演
大
會
」『
三
田
学
会
雑

誌
』
第
四
巻
一
号
（
一
九
一
〇
年
）
一
二
四
頁
を
参
照
。

（
369
）　

永
井
荷
風
「
文
明
發
刊
の
辭
」『
荷
風
全
集
』
第
十
四
巻
（
岩

波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
三
四
〇
頁
、
お
よ
び
『
慶
應
義
塾
百
年

史　

別
巻
（
大
学
編
）』
一
六
三
頁
を
参
照
。

（
370
）　

武
藤
康
史
「「
三
田
文
学
」
の
歴
史　

第
三
三
回
」『
三
田
文

学
』
第
九
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
四
〇
―
五
八
頁
お
よ
び
同

「「
三
田
文
学
」
の
歴
史　

第
三
四
回
」『
三
田
文
学
』
第
九
六
号

（
二
〇
〇
九
年
）
二
三
八
―
四
八
頁
を
参
照
。

（
371
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

中
巻
（
前
）』
六
一
〇
―
一
一
頁
を
参
照
。

（
372
）　

水
上
滝
太
郎
「
夢
が
た
り
評
議
員
會
」『
水
上
滝
太
郎
全
集
』

第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
）
二
七
―
四
七
頁
。

（
373
）　

水
上
滝
太
郎
「
三
田
文
學
の
復
活
」『
水
上
滝
太
郎
全
集
』
第

十
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
）
七
三
―
九
二
頁
を
参
照
。

（
374
）　

中
村
吉
蔵
（
春
雨
）（
一
八
七
七
―
一
九
四
一
）
は
ア
メ
リ
カ

留
学
を
経
て
劇
作
家
と
し
て
当
時
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
っ
た
人
物

で
あ
っ
た
。
永
平
和
雄
「
中
村
吉
蔵
」『
世
界
大
百
科
事
典
』

（https://japanknow
ledge-com

.kras.lib.keio.ac.jp/lib/

　

display/?lid=102005450600　

二
〇
二
二
年
六
月
二
日
閲
覧
）

を
参
照
。

（
375
）　

永
井
荷
風
「
文
明
發
刊
の
辭
」
三
四
〇
頁
、
お
よ
び
『
慶
應
義

塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
一
六
三
頁
を
参
照
。

（
376
）　

同
書
一
六
二
頁
を
参
照
。

（
377
）　

三
田
英
彬
「
澤
木
四
方
吉
」『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』

（https://japanknow
ledge-com

.kras.lib.keio.ac.jp/lib/

　

display/?lid=522101000002266　

二
〇
二
二
年
六
月
二
日
閲
覧
）

を
参
照
。

（
378
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
一
六
四
―
六
七
頁
を

参
照
。

（
379
）　

松
本
芳
夫
「
雑
誌
『
史
学
』
の
う
ま
れ
る
ま
で
」
一
一
〇
頁
を

参
照
。

（
380
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
一
六
七
―
七
〇
頁
を

参
照
。

（
381
）　

水
上
滝
太
郎
「「
三
田
文
學
」
の
復
活
」
八
九
頁
を
参
照
。

（
382
）　

橋
本
孝
「
回
想
七
十
年
」『
哲
学
』
第
四
六
号
（
一
九
六
五

年
）
Ｅ
一
五
―
一
七
頁
。

（
383
）　

史
学
研
究
会
の
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.shigakukenkyukai.jp/
gaiyou/index.htm

l　

二
〇
二
二
年
五
月
二
二
日
閲
覧
）
に
よ
る
。

（
384
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」『
三
田
評
論
』
第
六
七
二
号
（
一
九
六
八

年
）
四
四
頁
を
参
照
。

（
385
）　

こ
の
情
報
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
リ
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
Ｈ
Ｐ

（https://rrstudies.exblog.jp/24109824/　

二
〇
二
二
年
六
月

三
日
閲
覧
）
な
ど
に
よ
る
。

（
386
）　
『
慶
應
義
塾
學
報
』
第
一
五
一
号
（
一
九
一
〇
）
年
七
六
頁
、

お
よ
び
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
一
七
二
頁
を
参

照
。

（
387
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
一
七
二
―
七
三
頁
を

参
照
。

（
388
）　

間
崎
万
里
「
初
期
の
史
学
科
」
二
九
―
三
〇
頁
を
参
照
。

（
389
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
一
七
三
―
七
五
頁
を



三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
こ
れ
ま
で

）

一
一
一　
（
一
一
一

参
照
。

（
390
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」
四
五
頁
を
参
照
。

（
391
）　

松
本
信
廣
「
田
中
博
士
を
悼
む
」
二
七
頁
を
参
照
。

（
392
）　

こ
の
時
期
の
「
史
学
研
究
会
」
と
「
史
学
科
旅
行
」
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
松
本
芳
夫
「
雑
誌
『
史
学
』
の
う
ま
れ
る
ま
で
」
一

〇
九
―
一
一
二
頁
を
参
照
。

（
393
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
一
七
七
―
七
九
頁
を

参
照
。

（
394
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」
四
五
頁
、
お
よ
び
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
一
八
〇
頁
を
参
照
。

（
395
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」
四
五
頁
を
参
照
。

（
396
）　
『
史
学
』
第
一
巻
一
号
、
お
よ
び
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻

（
大
学
編
）』
一
八
〇
―
八
二
頁
を
参
照
。

（
397
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」
四
五
頁
を
参
照
。

（
398
）　
『
史
学
雑
誌
』
第
三
二
編
一
二
号
（
一
九
二
一
年
）
八
九
六
頁

を
参
照
。

（
399
）　
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
八
三
五
頁
を
参
照
。

（
400
）　
『
藝
文
』
第
一
号
（
一
九
一
〇
年
）
一
五
八
頁
を
参
照
。

（
401
）　
「
史
學
會
會
員
名
簿
（
大
正
十
年
十
月
現
在
）『
史
学
雑
誌
』
第

三
十
二
編
第
一
一
號
付
録
」（
一
九
二
一
年
）
を
参
照
。

（
402
）　
「
史
學
會
規
則
」『
史
学
雑
誌
』
第
三
三
編
第
一
一
号
（
一
九
二

二
年
）
を
参
照
。

（
403
）　
「
史
學
會
基
本
金
募
集
」『
史
学
雑
誌
』
第
三
三
編
第
一
一
号

（
一
九
二
二
年
）
を
参
照
。

（
404
）　

戸
村
理
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
』
一
〇
四
頁
を
参
照
。

（
405
）　

間
崎
万
里
「
史
學
科
及
び
三
田
史
學
會
の
現
狀
」
三
二
頁
を
参

照
。

（
406
）　

間
崎
万
里
「
初
期
の
史
学
科
」
三
〇
―
三
一
頁
を
参
照
。

（
407
）　

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
か
ら
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の

松
本
信
廣
の
留
学
期
間
を
指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
初
期
か
ら
経

済
困
難
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
408
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」
四
六
頁
を
参
照
。

（
409
）　

坂
上
弘
「
並
木
通
り
留
守
番
記
」、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
・

古
屋
健
三
編
『
三
田
の
文
人
』（
丸
善
株
式
会
社
、
一
九
九
〇
年
）

七
五
―
八
一
頁
を
参
照
。

（
410
）　
『
慶
應
義
塾
百
年
史　

別
巻
（
大
学
編
）』
一
八
三
―
八
六
頁
、

ま
た
間
崎
万
里
「
史
學
科
及
び
三
田
史
學
會
の
現
狀
」
三
二
―
三

三
頁
を
参
照
。

（
411
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」
四
六
頁
を
参
照
。

（
412
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」
四
六
―
四
七
頁
を
参
照
。

（
413
）　

間
崎
万
里
「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
『
史
學
』
の
復
刊
」『
史
学
』
第

二
三
巻
（
一
九
四
八
年
）
七
―
八
頁
を
参
照
。

（
414
）　

松
本
信
廣
「
史
学
」
四
七
頁
を
参
照
。

〔
付
記
〕　

本
稿
脱
稿
後
に
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
立
教
大
学
で
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
史
学
科
の
比
較
史
：
草
創
期
か
ら
一
九
四
五
年
」
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
成
果
で
あ
る
小
澤
実
／
佐
藤
雄
基
〈
編
〉『
史
学

科
の
比
較
史
―
歴
史
学
の
制
度
化
と
近
代
日
本
―
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
二
二
年
五
月
）
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
が
、
参
考
に
で

き
な
か
っ
た
。


